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イジワル御曹司と花嫁契約










プロローグ




「今日からお前は、俺のシンデレラだ」

　東とう郷ごう財ざい閥ばつの御曹司、東郷彰あき貴たかは、そう言って私と偽の婚約の契約を交わした。

　彼はひざまずき、私の左足のスニーカーを脱がせると、ハイヒールを爪先からゆっくりと私の足に履かせた。

　満足げに微笑み見上げる彼の瞳が優しくて、思わず胸がドキリと高鳴った。

「ふ、ふりでしょ！」

　なぜか照れてしまって、彼の顔から目を背けた。

　意識していないからつい忘れてしまうけれど、こいつの顔はとびきりかっこいいのだ。端正で、瞳が艶つやっぽくその目力に惹ひきつけられる。直視したら、私の中で眠っている女の本能が胸をドキドキさせてしまう。

「そうだ。ふりだが、対外的には俺の婚約者だ。よろしくな」

「よ、よろしく……」

　なかなか火ほ照てりが取れない顔を上げることができず、左足に履いたハイヒールに目を落とす。

　パーティーで片足だけ落としてきてしまったのを、彰貴が拾って届けてくれた。

　これは母のもので、私の足には少し大きい。ぴったりとはまったシンデレラのガラスの靴とは違う。

　そのことが、私と彼の間柄を物語っている気がした。

　……婚約者のふり。

　私は本当のシンデレラではない。

　どうしてだろう。胸が少しチクリと痛んだ。










始まりの鐘が鳴る




「おめでとうございまーす！」

　半はっ被ぴを着たおじさんの野太い声と共に、鐘の音が商店街に響き渡った。

　回すと玉が出てくる木製の抽選機の受け皿には、金色の玉がひとつ転がっている。

「あ、当たっちゃった……」

　野菜がたくさん入ったレジ袋を肘に提げながら、私、冴さえ木き胡桃くるみは呆然と呟いた。

　二十三歳の私は、高校卒業後、母が営む小さな弁当屋で働いている。

　馴染みのお客さんに商店街の福引券をもらって、夕食の買い物のついでに寄った抽選会場で、まさか一等を当てるとは……。

　夕刻だというのに、商店街には人はまばらで、還かん暦れきをとっくに過ぎたおじいちゃんやおばあちゃんがほとんどだ。数人が物珍しさに足を止め、笑顔で拍手を送ってくれている。

「あの、一等の景品って……」

　じわじわと喜びが湧いてきて、高こう揚ようする気持ちを抑えながら身を乗り出して聞く。

　商店街の片隅にある一畳ほどのスペースで抽選会を行っていた五十代半ばのおじさんが、威勢よく言い放った。

「一等はなんと、豪華客船のパーティー券だよ！」

　どうだと言わんばかりの顔で言われ、私はポカンと口を開けて固まった。

　パーティー券って……。

　期待外れの内容に、がっくりと肩を落としてしまう。

「私、それならこの洗剤の詰め合わせセットの方がいい……」

　長テーブルの上には、抽選機のほかに景品であるティッシュやお菓子、そして洗剤の詰め合わせセットが置かれていた。

「なに言ってんだよ、このパーティーはお金を払ったって一般人は参加できない、セレブが集まる豪華パーティーだ。お嬢ちゃんくらいの年齢の女の子なら泣いて欲しがるプレミアムチケットだよ！」

「私、セレブの集まりとか興味ないんだけどなあ」

　セレブなんて私とは住む世界が違う。このパーティーに参加するのはきっと、私が売っている一個四百八十円の弁当なんて食べないような人たち。私とは価値観も違うし、一生かかっても分かり合えない人種だろう。

「まあ、そう言わずに。ほっぺたが落ちそうになるくらい美味しい料理が出てくるよ」

　おじさんはそう言って、のし袋に入った豪華客船のパーティー券を手渡した。

　美味しい料理かあ……。今まで食べたこともないような料理が出てくるのかな。キャビアとかフォアグラとか!?　どんな味がするんだろう……。

　想像するだけでよだれが出てくる。

　でも、やっぱりパーティーには行けない。私はそんなものに時間を割いている暇はないのだ。

　お腹から間抜けな低い音を響かせながら、急いで目的の場所に向かった。




　白を基調とした大きな団地のような佇たたずまいの病院に入る。ここは病床数六百を超える総合病院だ。

　ナースステーションの面会受付のノートに名前を記入して、母が入院している大部屋へと急ぐ。すっかり顔馴染みとなり仲よくなった同室の五人の患者さんたちに明るく挨拶をして、窓際のベッドで寝ている母のもとに行った。

「遅くなってごめんね」

　カーテンを開けて中に入ると、母が口元に笑みを浮かべてゆっくりと上半身を起こした。

「起きなくていいよ、寝てて」

　母の背中に手を当て、再び横にさせると、母は弱々しく「ごめんね」と言った。

　私は顔を大きく横に振り、ベッドの脇にあった丸椅子に座る。

　母が入院してから、もう三カ月になる。

　最初は『腰が痛い』としか言ってなかったから、ただの疲労だろうと思っていた。母もそうだっただろう。お医者さんが『念のためにＭＲＩ検査をしましょう』と言った時も、『そんな大袈裟な』と言っていたから。

　渋る母を説得してＭＲＩ検査を受けたら、悪性腫しゅ瘍ようが見つかった。いわゆる脊せき椎ついがんだ。それから化学療法による治療のためにこの総合病院に入院した。

　年齢より若く見えて、明るく朗らかだった母の姿は、治療の副作用により、この三カ月で激変してしまった。痩せ衰え、髪の毛は薄くなり、今では年齢より五歳は老けて見える。

　十八年前に、父が交通事故で亡くなってから、母は私を女手ひとつで育ててくれた。頼る親戚もいなくて、残ったのは開店したばかりの小さな弁当屋だけ。父が残した弁当屋で、母は私を育てるために必死に働いた。

　高校卒業後は私も母を手伝って、ふたりで店を切り盛りしてきた。ようやく売上も伸びてきて、母と『これからだね』って言い合っていた矢先だったのに……。

　どうして神様は、悲しい思いをしながらも真面目に一生懸命生きてきた母に、試練ばかりを与えるのだろう。

「あのねお母さん、今日商店街の福引きで一等を当てたんだよ」

　暗くなってしまう考えを打ち消し、努めて笑顔を投げかけた。すると、母の顔もぱっと桃色の花が咲いたように明るくなった。

「あら、すごいじゃない！　なにが当たったの？」

　母の顔に笑顔が戻る。私にとって、これが一番の景品だったかもしれない。一等が当たってよかったと初めて嬉しく思った。

「それが……豪華客船でのパーティー券だったの！　いらなあーい！」

　もったいをつけてから、オチのように明るく言った。『とんだ一等の景品ね』と母も笑ってくれるかと期待していたのに、母はきょとんとした顔で私を見た。

「……どうしていらないの？」

「え？　だって、パーティーだよ？　しかもセレブばっかりが集まるパーティー。退屈そうだし、なにより弁当屋が忙しいし……」

「素敵じゃない。行ってきなさいよ。ここのところ、ずっと休みなく働いていたんだから、息抜きも必要よ」

「ええっ！　でも……」

　渋る私に、母はなおも強く推してくる。

「お母さんがこんなことになって、胡桃はずっと頑張ってきたんだから羽を伸ばして楽しんできてよ。そしてお母さんにどんな集まりだったのか教えて。胡桃の話を聞いて、お母さんも行った気になって楽しむから」

　弾んだ声で無邪気に言う母を見て、心が揺れた。

「美味しい料理が出てくるらしいよ」

「まあ！　なにかしらね！　キャビアとかフォアグラとか……？」

　セレブが食べる美味しい料理と聞いて、親子揃ってキャビアやフォアグラしか思い浮かばないとは。それがおもしろくって思わず噴き出した。

「それじゃあ、どんな料理が出てきて、どんな人たちが来るのか、観察するために行ってみようかな」

「うん、行っておいで」

　そう言った母は、とても優しくて柔和な笑顔をしていた。

　商店街の一角の軒並みに、客が四人も入ればいっぱいになってしまうほど小さな弁当屋がある。そこが、母の店だ。

　店内に椅子はなく、カウンター越しに注文を聞く。

　私は一応、調理と接客を担当しているけれど、主に作っているのは萩はぎ原わらさんという明るく人のいい六十代のおばさんだ。

　萩原さんは、父が亡くなってから、かれこれ十八年はうちで働いてもらっている。母が入院してからは、定年で仕事を辞めたばかりのご主人を無理やり店に引っ張ってきて、夫婦で店を手伝ってくれているのだ。

　萩原さんのご主人もいい人で、寡か黙もくだけど丁てい寧ねいな仕事をしてくれて助かっている。母が退院してからもふたりで働いてほしいと思っているくらいだ。きっと今まで以上に店が明るくなって繁はん盛じょうするだろう。

　でも、一体いつになったら母は退院できるのだろう……。

　客足が途絶え、夕焼けも沈みかけた頃、ふと思い出したように時計を見上げた。

　短針はもうすぐ六を示そうとしている。いつもなら母の病院に行くために、あとは萩原さんに任せて店を出る。でも今日はパーティーに行く日だから慌てなくてもいい。出港までまだ十分に時間があった。

　時計を見つめている私に気が付いた萩原さんは、大きな声で言った。

「そうだ、今日はパーテーの日だったね！　片付けはいいから、早く行っておいで」

　萩原さんは何度指摘しても、パーティーを〝パーテー〟と言う。その発音がおもしろいから、今はもう流している。

「ううん、大丈夫。出港は二十時だからまだ時間はあるの。ここから三十分で着くし、今日は戸締まりまで店にいられるよ」

　商店街の客層が高齢なので、店を閉める時間も早い。うちは十九時過ぎにはシャッターを下ろす。

「ちょっとやだ、その格好のままパーテーに行く気？」

　黄色いエプロンの下は、いつものジーパンにＴシャツ姿の私を見て、萩原さんは顔をしかめた。

「え、駄目かな？」

「駄目よ！　とびっきりおめかしして行かなきゃ！　今から家に戻って、着替えて化粧もして……あらやだ、時間がないじゃない」

「ええ、化粧も？」

　面倒くさそうな私の背中を押して、従業員出入り口へと誘導する。

「もちろんよ。胡桃ちゃん、素材はいいんだから化粧したら化けるわよ、きっと。いい出会いもあるかもしれないし。さっ、ほら早く行った」

　いい出会いねえ……。でも来るのはセレブばっかりでしょ？　次元が違いすぎて、会話すら合わない気がする。

　なかば追い出されるように店を出た私は、渋々ながら家に向かった。




　弁当屋からほど近い築四十年は経つ、おんぼろアパートの階段を上がる。二階の角部屋の鍵を開けると、１ＤＫの狭くて年季の入った部屋が出迎えてくれた。

　部屋に入ると目に入るのが、小さなテレビとちゃぶ台と座椅子がふたつ。掃除はまめにしているけれど、壁の染みやキッチンのステンレスについた錆さびはもう落ちない。

　母がいた頃は、こんな古くて狭い家でも楽園だった。小さな電球の明かりでも、部屋の隅々まで明るく感じたし、冬でも身を寄せ合っていれば暖かかった。

　決して広いとは言えない部屋なのに、今は持て余してしまっている。無機質で底冷えのする部屋だと感じるようになってしまった。

　もしも母がこのまま帰ってこなかったら……。

　そう思うと芯から冷えるような心持ちがして、ブルッと震えた。

　すぐに浮かんでしまう嫌な考えを打ち消すために頭を左右に振って、気を取り直してからクローゼットを開ける。

　半畳ほどの小さなクローゼットなのに、親子ふたり分の洋服をハンガーに吊るしてもまだ余裕がある。選べるだけの量はなく、着るものは限られていた。

　唯一あるよそ行きのワンピース。薄桃色をしたＡラインのかわいらしいこの服は、去年の誕生日に母が私にプレゼントしてくれたものだ。膝丈で、動くとひらひらとスカートが揺れる。

　もったいなくて、外に着ていく機会がなかったワンピースを着ると、まるで母と一緒に出掛けるみたいで嬉しくなった。

　七月の初旬とはいっても、夜の外は冷える。ノースリーブのワンピースの上に白いカーディガンを羽織り、いつもひとつ結びしている髪を下ろした。肩下まである黒髪は、くせ毛なので先端は少しウェーブがかかっている。

　化粧をしたら化けると萩原さんが言っていたのを思い出し、化粧ポーチを開けた。

　萩原さんは、私がいつもスッピンみたいな口ぶりだったけど、一応ファンデーションとリップくらいは塗っている。

　私だってもう二十三歳。身だしなみ程度には化粧してるんだけどな。

　いつもは使わないマスカラやチークなんかも使って、入念に化粧をしてみた。

　髪も下ろしたからか、鏡にはいつもより大人っぽくなった自分が映っていた。

　目は二重だけど決して大きくはなく、鼻は小さく唇は薄い。全体的に地味な印象の顔で、唯一の取り柄は顔が小さいところか。髪を結ぶと高校生くらいに間違われるほど幼い顔立ちも、化粧をした今は年相応に見える。

　支度を終えて玄関に行くと、困った事態が起きた。ワンピースに合う靴がない。いつもスニーカーばかりだから、パンプスなんて持ってない。

　どうしたものかと思って下駄箱を睨んでいると、奥の方に見慣れない箱を見つけた。取り出して開けてみたら、白のハイヒールが入っていた。

「お母さん、こんなの持ってたんだ」

　思わず独り言がこぼれる。

　つま先を入れてみると、少し大きい気はしたけど履けないことはない。

「お母さん、借りるね！」

　意気揚々と立ち上がり、玄関のドアを開けた。










偽りの婚約は船上で




　暗い夜の海に悠ゆう然ぜんと浮かぶ巨大な客船。その圧倒的な存在感に尻込みしてしまう。

　慣れないハイヒールを履いたせいで、出航時間ぎりぎりの到着になってしまった。

　飛行機の荷物検査ばりの厳重なチェックを受け、ＳＰのようなスーツ姿の屈くっ強きょうな男たちが立ち並ぶ搭乗口でチケットを改札機に通した。それから空港のゲートのようなガラス張りの長い通路を進んでいくと、船のドアに繋がっていてようやく乗り込むことができた。

　なんとか間に合ったと安あん堵どしたのも束の間、豪華客船の中はまるで夢の国のようだった。

　モデルのようにスタイルのいい美男美女のスタッフが、弾ける笑顔で接客をしている。目が眩くらむような照明と軽やかな音楽。まるで映画で観たラスベガスのカジノみたいだ。

　口をポカンと開け、呆然としながら船内を歩くと、招待客の服装にさらに驚かされた。女性はロングドレスやイヴニングドレスがほとんどで、髪も美容院でセットしているのか、お洒落で華やかだ。男性もタキシードや燕えん尾び服を着用していて、普通のスーツを着ている人はどこにもいない。

　ただのワンピースにカーディガンを羽織っている私は、みすぼらしく見えて、悪い意味で目立っていた。

　かといってもう乗り込んでしまったし、船は出港したので早々に引き上げることもできない。場違いなバツの悪さを覚えながら、パーティーが終わるまで耐えなければいけないのかと思うと気が重くなった。

　仕方ない、たらふく食べるか！

　気持ちを切り替えて、食べることだけに専念することにする。

　メイン会場である大ホールに入ると、高級感溢れる造りに圧倒された。

　天井には煌きらめく巨大なシャンデリア。螺ら旋せん階段があり、二階からもホールを見下ろせる。

　五百人ほどが大ホールに集まっているのに、密集感はまったくない。ピアノやバイオリンなど十人ほどの演者が生演奏をしているので、心地いい音色が響き渡っていた。

　中央には大小様々なテーブルに立食形式のオードブルが置かれ、飲み物は左脇のバーカウンターから提供しているらしい。左右の脇には椅子が並べられているが、ほとんどの人が立ちながら談笑し、この場の雰囲気を楽しんでいた。

　二階はＶＩＰ席になっているのか、テーブルと椅子があり、スタッフが食べ物を運んできてくれるので、ゆっくり下の様子を眺めながら食事ができるようだ。

　まるで別世界にいるようだと思った。絨毯や椅子などの調度品、食器やグラスなども細部に至るまで繊細な高級品で埋め尽くされ、なにより来ている人々が華やかだ。服装が煌びやかなだけでなく、風格やオーラがまるで違う。同じ人間なのにこうも差があるのかと、胸やけがする思いだった。

　すれ違う人々は私を見ると、まるでゴミでも入ってきたかのような視線を投げる。すべてにおいてこだわり抜かれたこの豪華客船で、私は明らかに雰囲気を損ねる邪魔者だった。

　冷たい視線に気付きながらも、まったく気にしていないふりを装い、堂々とした素振りで、ホール中央に置かれているオードブルに手を伸ばす。目についたものを片っ端から取っていって、山盛りになった皿を抱えながら、一番目立たなそうな奥の椅子に座る。

　態度はでかく、無遠慮に次々と取っていたものの、心は萎い縮しゅくしていたので、綺麗な盛りつけをじっくり眺める時間はなかった。なにがどの食べ物なのか分からないほど大皿によそったので、せっかくの豪華な料理が台無しだ。

　大ホールの片隅で、人知れず大きなため息をついて、オードブルを口に運ぶ。

　うまっ！

　今まで食べたこともない食材や味つけに感動して、思わず目を見開いてしまう。

　居心地の悪さはつらいけど、一生口にすることもないようなものを食べられたのだからよしとするか。

　ひとり寂しく頬張りながら、華やかなパーティーを見つめていた。

　山盛りの皿をあっという間に平らげ、再びオードブルを取りに行く。

　多少お腹は満たされて気持ちも大きくなってきたので、今度は食べ物を選ぶ余裕もできた。

　わー、美味しそう。それに綺麗な盛りつけ。新作のお弁当に活かせないかな。

　そんなことを考えながら歩き回っていると、取り巻きができている集団が目に入った。華やかな招待客の中でもさらに美人揃いが誰かを中心にして集まっている。

　なんだかよく分からないけれど、美人がこれだけ揃うと威圧的で怖い感じがするな。触らぬ神に祟たたりなし。さ、それより食べ物食べ物……。

　オードブルを物色していると、向こう側のテーブルに、輝くブラックパールが目についた。

　あ！　あの黒い粒々はもしやキャビア!?

　目を輝かせながら近寄っていく。

　先ほどの美人の集団に近づいてしまったけれど、今はキャビアの方が先決だった。さっさと取って退散すれば問題ないと思っていた。

　美人たちの輪をかいくぐってキャビアに手を伸ばす。お目当てのものをお皿に盛って、さて戻ろうとしたその時だった。

　興奮した様子の美人集団のひとりが、私の背中にドンッと当たってきた。よろめいて体勢を崩す。

「ああ！」

　私の声に驚いた取り巻きたちがサッと身をかわすと、たくさんの食べ物を盛ったお皿が輪の中心にいた人物に当たり、私も前のめりに床に転んだ。

　ガシャーンという大きな音が大ホールに響き渡る。

　……やってしまった。

　床に膝と手をつき、散乱した食べ物を見つめながら、全身から血の気が引いていった。

　見上げると、漆しっ黒こくに輝く細身のタキシードを着こなした背の高い男が、眉間に皺しわを寄せて私を見下ろしている。

　海外の高級ブランドの広告に起用されそうなほど日本人離れした整った顔立ちとスタイル。圧倒的なオーラを発するその男に、一瞬で目を奪われた。

　彼は特別な磁場を放ち、体の内側から光を照らしているように見えた。近寄り難い雰囲気がさらに彼の希少性を高めている。

　人がたくさんいるはずの大ホールの中で、彼と私だけがその場にいるような錯覚になり、まるで時が止まったかのように美しすぎる男を見上げていた。

　けれど、その男性の胸元の白いシャツに、食べ物が飛んだ時についたのであろうバジルの緑の染みが目について、慌ててハンカチを取り出し立ち上がった。

「すみません！　私っ……」

　汚れを拭こうと手を伸ばすと、闘牛士のように華麗に身をかわされた。

「余計なことはするな」

　彼の口から出た声色は、その場にいる全員が萎縮してしまうほど冷たいものだった。

　取り出したハンカチを所在なく握りしめる。今日一番の惨めな気持ちだった。

　なにやってるんだろ、私……。できることなら今すぐこの場からいなくなりたい。私はこんなところにいていい人間じゃない。

　彼を取り巻いていた美女たちから蔑さげすむような視線を浴びながら、やっぱり来なきゃよかったと唇を噛みしめ俯いていると、彼が急に私の手をぎゅっと掴んだ。

「お前も汚れているじゃないか。一緒に来い、着替えるぞ」

「えっ!?」

　驚いて顔を上げた瞬間、彼が大股で歩き出したので、つんのめりながら手を引かれて進んでいく。

　取り巻きの美人たちも驚いているけれど、彼が有無を言わさぬ態度で歩いていくので、誰も声をかけることも追いかけることもできない。

　静かな威圧感を放つ彼の手を振りほどく勇気など私にはなく、ただただ驚き狼狽うろたえながら小走りでついていくほかなかった。

　大ホールを出て、警備員が塞ぐ通路を顔パスで通り抜け、どんどん奥へと進んでいく。

　一体どこに連れていかれるんだろうと冷たい汗が背中を伝った頃、ようやく彼が止まった。掴んでいた私の手を解き、目の前のドアを開ける。

　どうやら中はスイートルームのようだった。モダンな雰囲気の豪華なリビングの奥には、広々としたバルコニーがあり海を一望できる。

　あまりにも素敵な部屋にうっとりとしてしまう。初めて入ったスイートルームに嬉しくて飛びはねてしまいそうだった。

　キョロキョロと忙せわしなく辺りを見回している私に、彼はまったく関心を向けることなく、大きなクローゼットからクリーニング袋に入った白シャツを取り出した。

　おもむろにジャケットを脱ぎ出した彼に慌てて、そういえば私も汚れていたことを思い出し、「洗面所借ります！」と言って逃げるようにその場から立ち去った。

　バスルームと対になっている洗面所は、とても清潔で綺麗だった。手垢ひとつない大きな三面鏡に、蛇じゃ口ぐちが金ぴかで細部まで贅を尽くした造りになっている。

　感かん嘆たんのため息を漏らし、鏡に映る自分に目をやると、白いカーディガンの腕の部分にべっとりとバジルの染みができていた。

「あっちゃー」

　独り言をこぼしながらカーディガンを脱ぎ、金ぴかの蛇口を捻る。

　バシャバシャと豪快に洗うと、染みはなんとか落ちたけれど、濡れてしまってもう着ることはできなそうだ。

　母からもらった大事なワンピースに染みはついていないだろうかと入念に目を凝こらして見てみたけれど、どこにもついていなかった。

　これぞ不幸中の幸い。大きく胸を撫で下ろした。

　もう、着替え終わったよね？

　濡れたカーディガンを手に持ち、恐る恐るリビングへと戻る。

　私がシャツを汚してしまった人物は、どうやらとんでもない大金持ちらしいということは、このスイートルームを見れば分かる。

　なんでこんなことになってしまったんだろうと、自分の失態を恨めしく思う。

　大人しくしていればいいものを、つい食い意地が張ってしまった。

「あの……」

　着替え終わったようで、タキシードの上着を羽織っている彼の後ろ姿に、か細い声を投げかける。

　振り向いた彼と目が合うと、あまりにも端正な顔立ちに心臓が跳ね上がる。慌てて視線を逸らし、財布を取り出そうとバッグに手を突っ込んだ。

「先ほどはすみませんでした。シャツのクリーニング代……」

　蛇へびに睨まれたカエルのように萎縮してしまい、なかなか財布を取り出せずモタモタしてしまう。慌てれば慌てるほど見つからない。

「金？　いらん。貧乏人からもらうほど困っていない」

　彼の薄い唇から発せられた冷淡な言葉に、思わず下を向いたまま体が硬直した。

　……貧乏人？　今、貧乏人っておっしゃいました？

　失礼すぎる発言に、眉間に皺を寄せながらゆっくりと顔を上げると、彼は飄ひょう々ひょうとした態度で見下すように私を見つめている。

「その明らかに安そうなワンピース。みっともないから着替えろ。ほら、どれがいい？」

　そう言って、クローゼットから見るからに高級そうなドレスを次々と出してきて、ソファに投げかけた。

「……結構です」

　怒りが沸々と湧いてくる。

　なにこの上から目線。あんた何様のつもり？

「遠慮するな。選んだドレスはくれてやる」

「いりません」

　睨みつけながら言ったにもかかわらず、彼は私が怒っているのに気付かないようで、「どれがいいかな」と自らドレスを選び始めた。

　親切心のボランティアみたいな心境なのかもしれないけど、こっちは望んでもいないし失礼すぎる。確かにあなたに比べたら私は貧乏人かもしれない。でも、そんなことをしてもらう義理はない！

「ほら、これなんかどうだ？」

　彼が一着のドレスを差し出してくる。カッと頭に血が上って、そのドレスを彼の顔に投げつけてやった。

「いらないって言ってるでしょ！」

　私に大声で怒鳴られ、ドレスをぶつけられた彼は言葉をなくしたように驚いていた。

「私はね、これがいいの。あんたにとっては安物のワンピースかもしれないけど、私にとっては世界で一番大事なワンピースなの！」

「……お前、俺が誰か分かってるのか？」

　出た！　権力者アピール。こういう発言する奴、一番嫌い！

「知らないわよ！　興味ない」

　すると、彼はふっと口元に笑みを浮かべた。

「興味ない……か」

「ついでに言っておくとね、人を貧乏人だとか、自分は金を持っているだとか、そういう失礼で中身のない男が私は一番嫌い。あんたがどんなに偉くても金持ちでも、私は絶対屈しないから！」

　威勢よく啖たん呵かを切って、くるりと向きを変え、ドアに向かって駆け出した。

「あ……おいっ！」

　後ろから声をかけられるも、私は聞こえていないふりをして全速力で逃げた。

　あんなことを言ったものの、実はびびっていた。心は屈しない自信はあるけれど、とんでもない金持ちに睨まれたら、うちみたいな小さな店は吐息ひとつで吹き飛ぶ。

　顔を覚えられないうちに逃げてしまえというのが本音だった。

　走って客室を出てきたはいいものの、大ホールに戻って食事を再開する気には到底なれない。あれだけ目立ってしまったんだから、戻ったら後ろ指をさされるのが目に見えている。どこか人ひと気けのないところで船が到着するのを待つしかないだろう。

　まったくとんだ災難だ。やっぱり私には豪華客船なんてそもそも性に合わないんだ。

　人のいないところを選んで歩いていくと、外のデッキへ続くドアを見つけた。重いドアを開けて外に出ると、潮風が髪をなびかせた。

　ライトアップされた船上。漆黒の空と海の中で、青と黄色の光が幻想的にデッキを照らしている。風が強くて、髪もスカートも飛ぶように揺れている。

　見回すとデッキには誰もいないようだった。

　それもそうか、大ホールで盛大なパーティーが開かれているのに、風が強くてなにもない外に出る人なんて、人目を避けて彷徨さまよっている私くらいなものだ。

　デッキにはひと際大きなプールが真ん中にあって、その水面にもライトアップされた光が映っていて綺麗だった。

　どこまでも続く大きな空と海。波の音を聞いているだけで心が癒いやされていく。

　とんだ災難だと思っていたけれど、来てよかったかもしれないと、気持ちの切り替えが早い私はそう思った。

　こんな素敵な夜景を見ることができたんだもの。

　もっと海を近くで見てみたいと思い、サイドデッキにある二メートルほどの細長い梯はし子ごを見つけて足をかけた。ハイヒールだと踏ん張れなくて上ることが難しかった。それでも時間をかけて梯子を上がっていく。

　ようやく頂上まで着いた時、ほっとして気が緩んでしまい、右足のハイヒールが脱げてしまった。

「あっ！」

　慌てて下を見ると、カンッカンッカンと高い音を立てて白いハイヒールが梯子に当たりながら落ちていく。

　下まで転がり落ちた時、黒い人影が現れ、私のハイヒールを拾うために腰を屈めた。

「すみません！　それ、私のです！」

　慌てて人影に声をかけると、その人物はゆっくりと顔を上げた。

「げっ！」

　顔が見えて、思わず声が出てしまった。

　ハイヒールを拾った人物は、先ほどの嫌みな金持ち男性だったのだ。

「なにが、げっ！だ」

　彼が顔を上げて私を見つめながら、不愉快そうに言う。

　眉間に皺を寄せた顔も、憎らしいほどに絵になる。でも私は、いくら顔がいいからって性格が悪い男は嫌いだ。

「ちょっと、返してよ！」

「さて、どうするかな」

　ニヤリと意地悪な笑みを浮かべて私の出方を待っている彼。

　本当、嫌な奴！

「その靴は私の大事なものなの！　返して」

「まあそもそも靴が少ないだろうからな、そりゃ大事だろう」

「そういう問題じゃなくて！」

　焦って困っている様子の私を見て嬉しそうに顔を綻ほころばせている。

　なんなのこいつ！

　腹が立って、左足のハイヒールを脱いでその顔にぶつけてやりたくなった。

　お母さんのだから投げられないのが悔しい。

「返してやる。その代わり、逃げるなよ？」

「……分かったわよ」

　渋々頷くと、彼はハイヒールを手に持ち、梯子を上ってきた。そして上まで来ると、海に向かって隣合って立ちながら周囲を見回した。

　梯子の上は幅一メートルほどの通路があり、船内をぐるりと回れるようになっていた。端は転落防止用の手すりがあって、そこから覗き込むと海が真下に見える。

「いい眺めだな」

　潮風に当たりながら、彼は満足げに目を細めた。

「早く返してよ」

　彼はうるさそうに顔をしかめて、私にハイヒールを差し出した。奪い取るようにして受け取ると、スースーしていた右足に履いた。

　ああよかった、と思って梯子を下りようとすると、ぐいっと腕を掴まれた。

「逃げるなって言っただろ」

「あー……はい」

　私になんの用があるっていうんだ。まさか、私の暴言が気に食わなくて、わざわざ追ってきたとか!?

「なんだ、その目は」

　恐ろしいものでも見るかのように凝ぎょう視ししていた私を、彼が居心地悪そうに見下ろす。

「……もしかして、さっきのことで怒って私を追ってきたの？」

　なんという執念深さ。そして懐ふところの狭さ！

「は？」

　彼は眉間に皺を寄せてきょとんとした顔で私を見た。

「わざわざお前を追ってくるわけないだろう。ここに来たらたまたまお前がいただけだ」

「ああ、よかった」

　ほっと胸を撫で下ろす。

　でも、それならどうして私はこいつの側にいなくちゃならないの？

「どこに行っても囲まれて、本当嫌になる。ほっとできるのはひとりの時だけだ」

　彼は遠くの海を見つめながら言った。

「それなら私は行くね。ひとりになりたいんでしょ」

　これ幸いと言わんばかりに、この場を去ろうとすると再び腕を掴まれた。

「待て。だからって別にひとりが好きなわけじゃない」

　なんだそりゃ。要は、話し相手になれってこと？　なんで私が。

「お前さ、俺と一緒にいられて嬉しくないの？」

「は？　なにその発言。自信過剰すぎてキモいんですけど」

「キモいかあ、初めて言われたな。笑って流したいところだけど、ムカつくな」

　ムカつくと言って睨んでいるけれど、全然怒っている感じがしない。むしろ楽しんでいるように見えた。

　……変な奴。

　風が体を冷やす。カーディガンは着られないので、二の腕をさすっていると、彼がジャケットを脱いで私の肩にかけた。

　あまりにも自然なその所作に、思わず胸が高鳴った。

　肩幅の広い大きな服に包まれると、まるで風から身を挺ていして守ってもらっているような気持ちになる。それに、香水だろうか、爽やかで甘い、いい香りもする。

　なんだか妙に照れくさくなって、俯きながらお礼を言おうと口を開いた時――。

「ドキドキするだろ」

　不敵な笑みと上から目線のその言葉に、一瞬で甘い気持ちが吹き飛んだ。

「まったく、これっぽっちもドキドキしない。むしろ汗臭くて不快」

　自信過剰の俺様男に軽蔑の眼差しを向ける。

「は？　汗臭い？　なら返せよ！」

　ジャケットを取られそうになったので、ぎゅっと掴んで身を丸めた。

「不快極まりないけど、寒いからこれで我慢する！」

「ああ、もう勝手にしろ」

　呆れたように、ふいっと顔を横に逸らした彼。

　第一印象は、威圧的で感情を表さない冷たい男に見えた。でも話してみたら、意外と幼いところがあるというか、人間らしいというか……。

　まあ、どっちにしろ嫌いなタイプであることに変わりはない。

「お前さ、誰の紹介でここに来たの？」

　彼は手すりに手をかけて、興味深そうに私を見た。

「紹介なんかじゃない。商店街の福引きで一等を当てたの。そしたら景品がここの参加券だった」

　私の返答に、彼は「ぶっ」と噴き出して笑った。

「景品？　ここの招待券が景品にされてたのか。誰か転売したのかもな」

「それは知らないけど、私はね、福引きのおじさんが豪華な食事が出るっていうから参加したの。でもまさかこんなすごいパーティーだとは思わなかった。みんな派手なドレス着て、ここは舞踏会かってツッコみたくなった」

「独身の女たちは、必死になっていい男を捕まえようとしているぞ。ここに来ることができるのは上流階級者だけだからな」

「ふーん、興味ない。セレブな男なんて、あんたみたいに上から目線の嫌な奴でしょ」

　じとっとした目で見上げると、彼は「ははっ」と声に出して笑った。

「まあ、俺はその中で一番人気の男だと思うぞ」

「出た自慢。ここにいる女性、男を見る目ないね」

　取り巻きに囲まれていたので、きっとリアルに一番人気なのだろう。このルックスと、ただならぬ金持ちそうなオーラ。分からないではないけれど、私はごめんだ。

「お前、おもしろいな」

「悪いけど、冗談で言ってるわけじゃないからね。嘘偽りのない本心だから」

　こんなにボロクソに言ってもまったくへこたれない。それどころか目が輝いてきているんだから、変にもほどがある。

　すると、彼は急に「そうだ！」と大きな声をあげた。

「いいこと思いついた。お前、俺の婚約者のふりをしろ」

「はい？」

　彼は最高の思いつきをしたと言わんばかりの顔で、ワクワクしている様子がこちらにも伝わってくる。

「なんで出会ってまもない男の婚約者にならなきゃいけないのよ！」

　声を荒らげて言うと、彼はしれっとした顔をしている。

「大丈夫だ、ふりだから」

「ふりでも嫌！　なんで私が名前も知らない男の婚約者のふりなんか」

「そうか、お前、俺の名前知らなかったな。俺は東郷彰貴。東郷財閥のひとり息子だ。ちなみにこのパーティーは東郷財閥が主催している」

「なっ……」

　とんでもない金持ちだろうとは思っていたけど、このパーティーの主催者だったなんて！　しかも、東郷財閥って、私でも聞いたことあるし！　なにをしているかはまったく知らないけど。

　開いた口が塞がらず、言葉を失っていると、東郷彰貴と名乗る男は、目を悪戯いたずらに輝かせながら言った。

「それで、お前の名前はなんていうんだ？」

「え、私の名前……？」

　冴木胡桃……と言いかけて、慌てて言葉を飲み込んだ。

「言わない！　絶対言わない！」

「なんでだよ！」

「言ったら婚約者のふりさせられるでしょうが！」

　喧嘩のような押し問答が続く。お互い一歩も引かない構えだ。

「いいだろ、ふりくらい！」

「だからなんで私なのよ！　そんなにモテるなら、ふりでもいいから婚約者になりたいって子はいっぱいいるでしょう！」

「そうだよ、だからお前なんだよ。俺のことを好きじゃないお前だからいいんだ」

「は？　なにそれ……」

　先ほどまでの勢いはなくなり、彼は大きなため息をついて悩みを吐と露ろするように語り出した。

「もうすぐ三十歳になるからか、最近周りが結婚しろとうるさいんだ。ひとり息子だからな、早く跡取りが欲しいんだろ。だが俺はまだまだ結婚するつもりはない。それなのに次から次へと見合いだ、どこぞの娘とデートだけでもしろだの、とにかく強引に勧めてくる。特定の恋人がいればかわせるんだろうが、そんな女もいない。仮に作っても、今度は女の方から結婚を推し進めてくるだろう」

　話の暗いトーンからして、本気で困っているようだ。御曹司も大変なんだなと同情する気持ちが湧きそうになって、いかんいかんと首を横に振った。

　困っている人を見ると、つい助けてあげたくなる自分の癖に、幾度も首を絞められた。助けてあげられることと、あげられないことがある。今回は間違いなく後者だ。

「だからといって、婚約者のふりなんかできない！」

「百歩譲って恋人のふりでもいい」

「絶対嫌！」

　男の人とまともに付き合ったこともないのに、ふりなんてできないし！　そんなことしたらますます出会いが遠のく。

　お互い主張を引く気のないまま睨み合っていると、携帯の着信音が夜空に響いた。

「ちょっと待ってろ」

　彼はズボンのポケットから携帯を取り出し、耳に当てた。

「もしもし、ああ、もうそんな時間か。分かった、すぐ行く」

　電話に出た彼の声はとても低くて、一瞬で冷気を身に纏まとったような冷淡さを感じさせた。さっきまでの話しやすい彼はなりを潜め、近寄り難いオーラを放っている。

　電話を切ると、威圧感を放ったまま、私の顔を見下ろしてきたので、思わずたじろいでしまった。今の彼に気やすく憎まれ口を浴びせることなんてできない。

「行くぞ」

　彼は見えない仮面でも被ったかのように、ピリリとした無表情さで私の手を掴んだ。

「え!?　どこに!?」

　強引に手を引っ張り、梯子を下りようとする彼。

「ああ、危ない！　分かった、分かったから！」

　転げ落ちる危険性を感じた私は、手を離してもらい渋々彼の後に続いて梯子を下りる。床に足がついた途端、再び彼は私の手を引っ張り、歩き出した。

「待って！　ちょっと、どこ行くの!?」

　引きずられるように小走りでついていく私に、「いいから黙ってついてこい」と言う彼。

　強引すぎ！　なんなのこの男！

　しっかりと握られた手は振りほどくことなんてできなくて、私はわけが分からぬまま彼の後ろを歩く。

　一切の迷いも見せずに堂々と歩く後ろ姿は妙に貫禄があって大人に見えた。

　二重人格かと思うくらいの変へん貌ぼうぶり。

　そうして戸惑いながらも着いた先は大ホール。中は先ほどまでの自由に歓談している雰囲気ではなく、いつの間にか作られた壇上に皆の視線が向けられている。

　会場の照明は暗く落とされ、スポットライトが当てられた壇上には司会者らしき男性がひとりと、見るからに偉そうな重役みたいな人が数人立っていた。

　彼はその壇上に向かってズカズカと歩いていき、彼の存在に気が付いた周りは避けて道を作ってくれている。

　なにが起きようとしているのか想像もできないけれど、悪い予感しかしなかった。

　なぜか彼に手を引かれて歩いている私に冷たい視線が投げかけられる。

　振りほどこうにも、彼の手の力はますます強くなっている。

　私を連れて壇上に上った彼は、司会者の男性に「遅くなってすまない」と小声で言った。司会者の男性もマイクに拾われないように小声で「それはいいのですが、そちらの女性は……？」と困惑気味に尋ねた。「それは今から説明する」と言って、司会者からマイクを受け取り、私の手を引っ張って真ん中へと歩いていく。

　いやいや私まで行くのはまずいでしょ！と思い、渾こん身しんの力で手を振りほどこうとするも、彼は逆にその力を利用して私を抱き寄せた。

　冷や汗ダラダラな私とは対照的に、彼は平然とした面持ちでマイクに声を通す。

「遅くなって申し訳ありません。東郷グループ副社長の東郷彰貴です」

　彼の挨拶に盛大な拍手が送られる。

　私は抱き寄せられながら、この男、副社長だったんだと心の中で驚いていた。

　拍手がやむと、彼は再び話し出した。

「この場を借りて皆様にご報告があります。私事ながら、このたび、こちらの女性と婚約いたしました」

　どっと会場が揺れるような驚きに包まれる。

　その言葉を聞いた私は、体中から血の気がサアッと引いていった。

　声を失うとはこういうことなのだろうか。頭が真っ白になって固まってしまう。

　束の間のどよめきの後に、ひとりが拍手してから皆がそれに続くようにして拍手の音がどんどん大きくなっていく。

　ハッと我に返り、否定しようとマイクを奪おうとすると、彼はサッとマイクを隠し、微笑みを浮かべている。

「ちょっと！　今すぐ否定して！」

「してみろよ、できるものならな」

　私たちの声は盛大な拍手に包まれて誰の耳にも届いていない。

　勝ち誇った顔で会場を見つめる彼につられるように大ホールを見渡すと、歓喜の声と拍手に包まれた異様な光景が目に映る。

　……い、言えない。嘘だなんて、言える雰囲気じゃない～！

　祝福の嵐を受けながら、ただ茫ぼう然ぜんと突っ立っているしかできなかったことは、言うまでもない。










悪魔の契約




　茜あかね色の西日が、巨大な白い病院を照らしている。

　あの悪夢のような豪華客船パーティーから数日後、私は早めに仕事を切り上げて母が入院する病院に向かっていた。

　なぜか大勢の人たちの前で、初めて会った男の婚約者と紹介され、盛大な拍手に包まれた。その後、船が港に着いたので、私は全速力でその場から逃げた。

　背後で東郷彰貴と名乗った俺様男が『待て』だか『止まれ』だか叫んでいたような気がするけど、聞こえないふりをして、ハイヒールの音を響かせながら走った。

　その時にお母さんから借りた大事なハイヒールをまたしても片方落としてしまったけれど、これ以上彼に関わっていたら危険な気がして、諦めて逃げることを選んだ。

　名前も教えていないし、あいつが私を見つけることは不可能だ。それだけがせめてもの救い。

　まったく、とんだ災難に遭あった。

　いきなり婚約者のふりをさせられたことは、心配をかけそうで母には言えなかった。当然、その成り行きで母のハイヒールをなくしたことも隠している。

　数日経った今でも思い出すと怒りが湧いてくる。

　なんで私があんな目に。ハイヒールは、母が退院したら新しいものを買って許してもらおう。

　今日は、抗がん剤治療の経過観察結果を、担当主治医から説明してもらう大事な日。

　母は副作用にも耐えて、これまで頑張ってきたんだから、絶対にいい結果が聞けるはず。

　豪華客船パーティーであんなに嫌な目に遭ったのに、次はいいことがなきゃ人生やってられないじゃないか。

　神様はきっと見ている……だから大丈夫。

　震えそうになる指先をぎゅっと握りしめて、病院の自動扉を通った。母がいる大部屋には向かわずに、指定された診察室で担当主治医を待つ。

　テーブルと椅子が置かれただけの小さな部屋の中で、自分の心臓の音がやけに耳に響いた。何度も生唾を飲み、天井を見上げる。

　大丈夫、きっといい報告が聞ける。

　そう自分に何度も言い聞かせるけれど、心臓の音は大きくなっていくばかりだった。

「すみません、お待たせしました」

　突然、カーテンの仕切りから白衣を着た主治医が現れて心臓が縮み上がった。

　ずっと待っていたはずなのに、心の準備ができていなくて焦ってしまう私。

　そんな私の前に座った先生は、慣れた手つきでカルテやレントゲンなどの資料を準備していく。

　母の主治医は、眼鏡をかけた三十代後半くらいの優しそうな男の人だ。おっとりとした親切な先生なのでお年寄りから慕われている。しかし、過労と寝不足のせいなのか、いつも顔が青白い。

　レントゲンに光を当て、丁寧に説明してくれるけれど、専門用語を出されると途端になにを言っているのか分からなくなる。首を傾げる私の様子を見て、先生は私にも分かるように言葉を選んで簡単に説明してくれた。

「このように、がんはわずかではありますが大きくなっています。血液検査の結果もいいとは言えず、抗がん剤は冴木さんには効かなかったものと思われます」

「そんな……あんなに頑張ったのに……」

　求めていた説明とはまったく逆のことを言われ、頭が真っ白になった。視界がくらみ、涙が浮かんでくる。

　ショックを受けている私を、先生は真剣な眼差しで見つめ、切り出した。

「そこで、私から提案があります。手術を検討してみてはどうでしょうか？」

「手術？　受けられるんですか？」

　これまで脊椎がんは手術が非常に難しく再発性が高いと言われてきたので、手術はもとからできないものだと思っていた。

　驚いている様子の私に、先生は淡々と続ける。

「はい、残念ながらこちらの病院ではできないのですが、まったく新しい術式で成功を収めている病院があります。ほかの抗がん剤が有効か試すのも手段としてありますが、冴木さんの場合年齢が若いのでがんの進行も早いのです。一刻も早くがんを摘出した方がいいと思われます」

　そんな方法があるなら最初から教えてくれ！と思った。つらい抗がん剤治療に耐えて、病に有効な薬を試していくより、手術した方がよっぽどいいじゃない！

「やります！　その病院、紹介してください！」

　身を乗り出す私に、先生は言いにくそうに顔をしかめた。

「そうですか。ですがひとつ、問題があります」

「問題？」

「この手術方法は先進医療となるため、手術費用は高額です」

「え……」

　身を乗り出したまま固まった。

「ど、どれくらい……？」

　震える唇で、やっとのことで言葉を絞り出す。

「詳細な費用は分かりかねますが、数百万円はかかるのではないでしょうか」

　息をのむ私に、先生は労わるように優しい笑顔を向けた。

「今回効かなかった抗がん剤ですが、ほかにも薬剤はありますし、手術だけが唯一の手段なわけではありません。希望を持って、よく考えてください」

　声も出ず、頭を下げ、診察室を出た。

　そうか、だから先生は手術のことを言わなかったんだ。私にお金がないことを知っているから……。

　先進医療も扱う高額な保険料は払えなくて、必要最低限の少額の医療保険にしか入ってなかった母。数百万円なんて大金、私が借りられるわけもない。

　貧乏人は死ぬしかないのかな。毎日寝る暇もなく働いて、病気になったらお金がなくて適切な治療も受けられない。

　なんてひどい世の中。なんて悲しい母の人生。

　世界が一瞬にして淀んだものに映った。

　重い気持ちのまま、母のいる大部屋へと向かい、ドアを開けようとして手が止まった。

　……こんな気持ちのまま会えない。作り笑顔もできない今の私が母の前に立ったら、勘のいい母のことだ、きっと自分の病状が深刻だと気付くだろう。

「ごめん、お母さん……」

　ドアに額を当て、下を向いて小さく言葉を吐き出した。

　涙が溢れてくる。

　なんて自分は情けないんだろう。大好きなお母さんを助けることもできない。

　お金さえあれば……。お金さえ……。

　踵きびすを返して、病院を出る。

　綺麗な茜色の西日は落ち、辺りは薄暗くなっていた。風が横に吹き抜けて、頬を伝う涙が唇に落ちた。

　これ以上母の苦しむ姿を見たくない。

　一般的に脊椎がんは転移が多く、母のように原発性なのは非常に珍しいとのことだ。でも、見つかったのが初期だからきっと治ると信じていたのに……。

　手術を受けさせたい。でも、お金がない。

　どうすれば……どうすれば……。どうしたら母を助けることができるの？

　次から次へと溢れ出てくる涙を拭いもせずに、ただ下を見て一歩一歩進む。

　足が鉛なまりのように重かった。

　いや、足だけじゃない、体全体。頭が、一番重い。

「神様……神様……」

　縋すがるように必死の想いで口にする。

　神様、聞こえていますか？　どうか母を助けてください。

　そのためなら私、なんでもしますから。

　神様……。

「おい、見つけたぞ、冴木胡桃！」

　突然背後から自分の名前を呼ばれて、重い頭を動かして後ろを見る。すると二メートルほど離れた場所に、黒のリムジンの隣に悠然と佇む長身の男がいた。

　端正な顔立ちの男は切れ長の瞳を輝かせ、口元にはニヤリと微笑を湛たたえている。

「あんたは……」

　目を見開いて男を見つめ返す。

　東郷財閥の御曹司、東郷彰貴。

　私の名前、教えなかったはずなのにどうして……。

　頬に伝っていた涙を豪快に手の平で拭って、睨みつける。

「なんの用？」

　背筋を伸ばして必死に虚勢を張る。

「忘れ物を届けに来てやったぞ」

　……忘れ物？　あっ、ハイヒール！

「ああ、それはわざわざどうも」

　男のもとに歩み寄る。

　手を出して受け取ろうとすると、彼は両手を組んだまま私を見下ろした。

「返すのは話が済んでからだ」

「話？」

「そうだ、とりあえず乗れ」

　顎で隣のリムジンを指す。

　普段使いで運転手付きのリムジンに乗ってるなんて、本当いけ好かない。

「あのね、乗るわけないでしょ。そんな危険なことするほど馬鹿じゃないの」

「世間に名の知れてる俺が、変なことするわけないだろう」

「世間に名の知れてる？　少なくとも私はあんたなんか知らなかったわよ」

　お互いに睨み合うこと数秒。彼は目を背けて、諦めたように大きなため息をついた。

「分かった。お前の好きなところでいい。とりあえず話をさせてくれ」

　急に頼まれて、思わず面食らってしまう。

　最初からそういう態度なら、私だって話くらい聞いてやってもいい。

「いいわ、こっちに来て」

　長身の彼を引き連れて、病院の近くにある公園へと入る。

　遊具は少なく、野球やサッカーができるほど広いわけではないので、普段から人はほとんどいない。時間的にも子供たちは帰った後のようで、犬の散歩をする人が歩いているくらいだった。

　とりあえずベンチに腰かける。すると、彼もためらうことなく隣に座った。肩が当たるほど近かったので、腰を浮かせて拳三つ分の距離を取る。

「それで、話って？　……ああ、ちょっと待って、その前にどうして私の名前知ってるの？」

「チケットに名前と住所、それと紹介者名を書く欄があっただろ。紹介者名が空欄だったのはお前だけだった」

　嘘……たったそれだけで。ということは、住所も把握しているということだ。

　厄やっ介かいそうな人物に知られてしまった……。

「……まあ、理由は分かった。それで、私に話ってなに？　最初に言っておくけど、婚約者のふりを続けろっていう話なら聞かないからね」

「察しがいいな。その通りだ」

　悪びれもせず、しゃあしゃあと。

「帰る！」と言って、すっと立ち上がった私に、彼は慌てた様子で声を投げた。

「待て！　……金に困ってるんだろ？」

　ドキリとする言葉に、立ち上がったまま固まった。背筋が凍る。

　どうして、それを……。

　恐る恐る振り返ると、彼は底意地の悪い不気味な笑みを浮かべていた。

「お前のことは調べさせてもらった。たったひとりの肉親である母親が入院していること。そしてその母親の病はとても深刻で、治療に難航していることも」

「なっ……！　あんた、よくも勝手に人のプライベートを！」

　怒りで目がくらんだ。

　私のことならまだしも、お母さんのことまで調べるなんて！

　今にも殴りかかりそうな私を、彼は腰かけたまま冷静な顔つきで見上げている。

「悪いが、病気のことも踏み込んで調べさせてもらった。脊椎がんだってな。しかも原発性の。特殊なケースで治療が難しい。化学療法も上手くいってないらしいな」

「どうしてそこまで……」

　怒りを超えて恐ろしくなってきた。

　患者の情報がどうして部外者に漏れるのだろう。この男は一体……。

「東郷財閥の関連企業は、銀行、保険、不動産、病院など多た岐きに渡っている。これくらいのことを調べるのはわけない」

　なんて恐ろしい。この男はただのお金持ちなんかじゃない、絶大な権力を持っていることが想像できた。

　そして彼は表情ひとつ変えず、じっと私を見上げたまま話を続けた。

「あまりに不運……と言いたいところだが、たったひとつだけ助かる方法がある。先進医療の腫瘍脊椎骨全摘出手術だ」

「っ……！」

　驚きと共に、なぜか涙が込み上げてきた。

　さっき聞いたばかりのことを、この男が知っていることに呆然とする。

　この涙は恐れなのか、それとも母の深刻な病状を再び突きつけられたからなのか、自分でもよく分からない。ただでさえ頭がめちゃくちゃで混乱してるのに、追い打ちをかけられて全身が震えてくる。

　彼は立ち上がり、二、三歩歩きながら続けた。

「おそらくお前よりも詳しく知っている。その手術は極めて斬ざん新しんで高度な術式だ。できる病院は限られている。というよりも、手術を行える医者がほとんどいない。よって、手術費用も高額だ。お前の家の財政状況も調べさせてもらったが、貯金もほとんどないようだし、とてもじゃないが払える金額じゃない」

　涙がポロポロと溢れ出てきた。

　こいつが言ってることは、悔しいけどすべて事実だ。今の私にはどう頑張っても、数百万円なんて大金は用意できない。

「……でも、手術だけが手立てじゃないって。病に効く抗がん剤が見つかるかもしれない」

　先生だって希望を持ってと言っていた。手術しなければ助からないというわけではない。

「がんが日に日に大きくなっているのに、そんな悠長なことを言っていられるのか？」

　睨みつけるように私の顔を見て言った彼の言葉は、ぞっとするほど冷たく核心をついていた。

「でも……私……」

　涙腺が崩壊し、立っているのもやっとの状態だった。

　……お金がない。だって、お金がないんだもの。

「そこで、俺が救いの手を差し伸べてやる」

　彼は妖よう艶えんな笑みを浮かべて、右手をすっと伸ばし、差し出してきた。

「婚約者のふりをしろ。そうすれば、手術費用を全額出してやる」

「え……？」

　涙で歪む視界で彼を見つめる。

　その提案は私にとってはあまりにも魅力的で、だからこそ怖い……。

「手術費用を出すだけじゃない。うちが経営する病院ではその手術を行える優秀な医者がいる。うちの病院に転院させて、最高のチームスタッフを揃えて手術に備えさせる。本来なら予約でいっぱいの手術日程も、優先的に手配しよう。どうだ、悪い話じゃないだろう？」

　心臓の音が、耳元で鳴っているかのように大きく聞こえた。

　ドクッドクッドクッドク……。

　目の前にいる、不敵な笑みを浮かべる端正な顔立ちの男が救いの神だとは思えなかった。

　だってどう考えてもこんな話、できすぎている。なにか裏があるんじゃないだろうか。

　怖い……。甘い蜜みつを差し出してくるこの男の腹の中が見えない。

　婚約者のふりをする、たったそれだけで数百万円もの大金が手に入る。母を助けられる。

　でも……、でも……、本当にいいんだろうか。大丈夫なんだろうか。

　差し出された手をなかなか取ろうとしない私に、彼は訝いぶかしげに眉を寄せる。

「どうした、なぜ迷うことがある。ここで俺の手を取らないなら、お前の母親は助かる可能性は極めて低いぞ。それとも、闇金で金を借りて風俗にでも堕おちる気か？」

「風俗……。闇金……。考えもしなかった。そっか、私がお金を用意するにはそんな手もあったんだ」

　なるほど、と思っている私に彼は慌てた様子で近寄り、私の肩をさすった。

「おい、闇金だけはやめておけ！」

「ちょっと、闇金から借りようなんてひと言も言ってないでしょ！」

　私が怒って言うと、彼はほっと安心したように肩から手を離した。

　彼は本気で焦っていた。私が風俗で働くことになるんじゃないかと心配してくれていた。

　……悪い人じゃないのかもしれない。でも、いい人にも見えない。

　彼の手を取らなければ、私に残された選択肢はふたつ。

　つらい抗がん剤治療で完治を目指すか、闇金でお金を借りて風俗で働くか。

　抗がん剤治療に望みを託すのは早すぎる気がする。ほかに手立てがなくなってからなら、つらい闘病生活も頑張ろうと思えるかもしれないけど、せっかく治る可能性の高い手術の道があるのに、希望の低い抗がん剤治療に頼るのは危険すぎる。

　そう考えると、二択じゃない、一択だ。母を助けるためならなんだってする。男性経験なんて一度もないけど風俗でだって働ける。

　でも、それを母が知ったらきっと悲しむだろう。母にそんな思いをさせたくはない。それなら……。

　顔を上げ、男を見上げる。

　モデルのように長身で整った顔立ちに加え、富と権力を生まれながらにして手中に収めたこの男は、まるで別の世界からやってきた、人間ではないものに見えた。

　そう、たとえるなら、悪魔。甘い言葉で巧みに心につけ入る悪魔。

　彼の案に乗った結果、私の人生がどうなるか予想がつかない。

　でも、この際、悪魔でもなんでもいい。母を助けるためなら悪魔の手も取る。

　絶対に母は死なせない。私が母を幸せにするんだ。

　私は大きく深呼吸をした。

　……決めた。私は、この男の手を取る。

　たとえこの先、どんなことが待ち構えていようとも、負けない。

　絶対に、負けるもんか。

「分かった、婚約者のふりをする。でも、お金は返すから。何年かかっても、絶対返すから」

「侮あなどるな。俺はそのくらいの金、どうってことない」

　呆れるように言われ、私は必死に言い返した。

「それじゃ私の気持ちが収まらないの！」

「……それなら勝手にしろ。俺はお前が婚約者のふりをするならどちらでも構わない」

　私がコクリと頷くと、彼は満足そうにニヤリと笑った。

「契約成立、だな」

　契約、という言葉にぞくりと背中に悪寒が走った。

　もしかしたら悪魔のような残忍な男と契約してしまったのかもしれないと思うと怖くてたまらないが、もう逃げることはできない。

　やるしかない、偽の婚約者を演じるんだ。

「とりあえず、座れ」

「え？　あ、うん……」

　私がベンチに腰かけると、彼は紙袋から四角い箱を取り出して開けた。中には、お店で買った時のように白い紙に包まれて保護された、母のハイヒールが入っていた。

　……大事に持っていてくれたんだ。

　彼は無言でひざまずき、私の左足に触れると、そのままスニーカーを脱がせた。

「え、ちょっと」

　驚いていると、彼は私の足首を掴み、箱から母のハイヒールを取って爪先からゆっくりと私の足に履かせた。

「今日からお前は、俺のシンデレラだ」

　満足げに微笑み見上げる彼の瞳が優しくて、思わず胸がドキリと高鳴った。

「ふ、ふりでしょ！」

　なぜか照れてしまって、彼の顔から目を背けた。

　意識していないからつい忘れてしまうけれど、こいつの顔はとびきりかっこいいのだ。直視したら、私の中で眠っている女の本能が胸をドキドキさせてしまう。

「そうだ。ふりだが、対外的には俺の婚約者だ。よろしくな」

「よ、よろしく……」

　なかなか火照りが取れない顔を上げることができず、左足に履いたハイヒールに目を落とす。

　母の靴は、私の足には少し大きい。ぴったりとはまったシンデレラのガラスの靴とは違う。

　そのことが、私と彼の間柄を物語っている気がした。

　……婚約者のふり。

　私は本当のシンデレラではない。

　どうしてだろう。胸が少しチクリと痛んだ。










出会った時から、女として見ていたよ




　東郷財閥の御曹司の婚約者のふりをすることになってから三日が経過した。

　母の手術や転院についてなどで、かなり頻繁にメールや電話のやり取りをしている。内容はいたって事務的なのだけれど、男性とこんなにたくさん連絡を取り合ったことがないので、メールや電話が来るたびに胸の奥がむず痒くなる。

　しかも、奴はごく自然に私のことを『胡桃』と呼び、自分のことは『彰貴と呼べ』と呼び方まで指定してきた。対外的には婚約者なんだから、私も下の名前で呼ばないとおかしいかと思って、要求通り『彰貴』と呼ぶようになったけれど、口にするたびにいちいち照れてしまう自分がいる。

　男の人と付き合ったことがないのに、婚約者なんて無理がある。だけど、やるしかないんだから仕方ない。

　今日も、お風呂を終えて暇を持て余している時に携帯の着信音が鳴った。

　ディスプレイを見て彰貴だと分かると、なぜか口元が緩み、少し心が躍った。

「もしもし」

《もしもし、胡桃？　今なにしてた》

　こういう本物の恋人同士みたいな言葉をかけられると、免疫のない私は自分の意思に反してドキドキしてしまう。

　相手は腹黒冷血男。ドキドキするような男じゃないと自分に言い聞かす。

「お風呂終わって暇してたとこ。彰貴は？」

《俺は今仕事が終わったところだ。さっき病院から連絡が来て、手配はすべて完了したそうだ。もういつ転院してきてもいいぞ》

「そ、そうなんだ……」

　歯切れの悪い返しに、彰貴は怪しむように声を落として言った。

《……もしかして、まだなにも言ってないのか？》

　図星だった。

　きまりが悪くなった私は、逆切れするように声を荒らげる。

「だ、だって、なんて言えばいいの!?　手術するお金なんてうちにはないこと知ってるし、どこから借りたんだって問いつめられるに決まってる！」

《本当のことを言えばいいだろうが》

　呆れるような冷静な声。

「言えるわけないでしょ！　婚約者のふりをすることになっただなんて……。お母さんには心穏やかに手術日を迎えてほしいの。余計な心配させたくない」

　彰貴はしばらく無言になり、なにやら考えているようだった。そして、考えがまとまったのか、再び声が聞こえ出した。

《それじゃあ、婚約者のふりじゃなくて、婚約することになったと言えばいい。それなら母親も喜ぶだろ》

「ちょっと待って。お母さんも騙すってこと？」

《そうだ。嘘も方便というやつだ。病気が完全に治って心労をかける心配がなくなったら、改めて本当のことを言えばいい》

「そんな……怒らないかな？」

《まあ、怒るだろうな》

　淡々と言われてむっとする。

　でも、彰貴の言うように、今真実を告げるよりはいいような気がする。今は、自分のことだけを考えてもらいたい。

「……分かった。そうする」

《お前は嘘が下手そうだから、俺も一緒に行って説明してやる。その方が色々手間が省けるだろ》

「え!?　いいの？」

《超絶忙しいが、婚約者が挨拶に行かないのもおかしいだろ。完璧な猫を被って、最高の婚約者のふりをしてやるよ》

　色々と癪しゃくに障る言い方だけど、彰貴が来てくれるのはありがたい。それに実際、猫を被るのが上手そうだ。

「それじゃあ、お願いします」

　誰もいない部屋の中でぺこりと頭を下げる。これが目の前に本人がいたら、頭を下げるなんて不本意だけど、電話だからできるのだろう。

《ああ。その代わりといってはなんだが……今週末空いてるか？》

「土日？　空いてるわけないでしょ。仕事だよ」

《そこをなんとか空けろ》

「無理」

　被せるようにはっきり言い切ると、彰貴はしばし無言になった。

《……お前、自分の立場分かってるのか？》

「分かってるけど無理なものは無理。弁当屋なめんじゃないわよ」

　キレ気味の私に、彰貴は小声で《なめちゃいないが……》と困惑している様子だ。《はああ》と彰貴はこれみよがしな大きなため息をついた後、吹っ切れたように言った。

《弁当屋の定休日はいつだ？》

「水曜」

《二日後か……。水曜は確か来客はなかったな。まあ、俺は土日だろうが休みなんてほとんどないから、特別にお前に合わせてやる》

「偉そうに……。不定休なら最初から私に合わせなさいよ！」

《うるさい！　とにかく、今週の水曜デートだからな！》

　……は？　デート？

　一瞬頭が真っ白になって固まった。

「え……？　ちょ……え？」

　聞き間違いだろうか。彰貴の口からデートなんて言葉が出てきた。

《あ、キャッチが入った。じゃあ、またな！》

「えっ!?　ちょっと待っ……！」

　無情にも通話終了の音が耳元で鳴っている。

「もう！　一方的なんだから！」

　やりきれない思いを携帯に向かって投げつける。

　……デートって。婚約者のふりだからデート？　え、それって必要？

　目を瞑つぶってうんうん唸りながら悩んだ結果、デートをしない婚約者も変かという結論に落ち着く。

　でも私……デートしたことないんですけど。デートって、なにするの？

　高校は女子校だったし、合コンとかに誘われても、そういうのは苦手で行ったことすらない。高校を卒業してからは本格的に弁当屋で働き始めて忙しくて、それを不ふ憫びんに思った友達が男の人を紹介すると言ってくれたこともあった。だけど土日仕事の私は友達と遊ぶことさえ難しいのに、もし恋人なんてできたらもっと友達と会う時間が減ってしまうと思って断っていたのだ。

　弁当屋に来るお客さんはおじいちゃんおばあちゃんがほとんど。出会いなんてあるわけがない。

　そんな私がいきなりデート。しかも相手は御曹司？　難易度高すぎでしょ！

　……でも、仕方ない、やるしかないか。

　相手はよくも悪くも彰貴。ふたりきりで緊張する相手でもないし。気楽にいこう。




　そして、あっという間に二日後を迎えた。

　腰の曲がったおばあさんが何度も丁寧にお辞儀をしながら歩いていく姿を手を振りながら見送り、その姿が見えなくなったところで、腕時計に目をやった。

　まずい、待ち合わせ時間に四十分も遅刻してる。

　六ろっ本ぽん木ぎヒルズの森もりタワーのふもとに巨大なクモのオブジェがある。そこが彰貴との待ち合わせ場所なのだが、広いし人が多いし、どこにいるのか分からない。

　キョロキョロと首を左右に振りながら探していると、クモのお腹のちょうど真下で、腕を組み不機嫌そうに立っている長身の男がこちらを睨んでいた。

　うわー、怒ってるー。

　踵を返して帰りたいところだけれど、あちらに私の存在はすでに見つけられている。これは覚悟を決めて叱られに行くしかあるまい。

「ご、ごめん、遅れて」

　引きつった笑顔を浮かべながら、努めて明るい声を出して彰貴のもとへ近寄る。

「なんだ、さっきのばあさんは」

「ばあさん？」

　いきなり言われて、首を傾げる。

「ああ、もしかしてさっきの腰の曲がったおばあさんのこと？　なんだ、見てたんだ。あのおばあさんがね、交差点を歩いていて、もうすぐ赤信号になりそうだったから、一緒に交差点を渡ったの。方向が一緒だったからその後も付き添ってて、そしたら遅れちゃって」

「ちょっと待て。なぜお前は交差点にいた。ここは地下鉄上がってすぐに辿り着けるだろ。どっから来たんだお前は」

「いやそれが、地下鉄降りたら、日本語が通じない中国人の女の子に道を聞かれてね。私、英語も中国語も話せないからさ、地図見て彼女の目的地まで案内してたの」

　それを聞いた彰貴は額に手を当て「はああ」と大きなため息をついた。

「そこまでやる必要ないだろ」

「だって困ってたから」

「そんなだからお前はいつも損ばかりしてるんだ」

「は？　いつも？」

「お前のことは調べていると言っただろう」

「どこまで調べてるの!?」

　私の問いに彰貴は答えず、平然とした顔で話題を変えた。

「それより、なんだその格好は。やる気あるのか？」

　その格好と言われて自分の服を見る。

　ボーダーの半袖カットソーにジーパン、そしてスニーカー。いつも通りの格好だった。

「え、駄目だった？」

　彰貴に指摘されて、ふと周りを見ると私のような服装の子はいなかった。みんな見るからに高級そうな服を着て、都会の垢抜けた感じが六本木ヒルズの街並みに溶け込んでいる。

　一方の私は、何度も洗濯したよれよれのカットソーに色褪せたジーパン。

　うん、確かに浮いている。

　途端に萎縮し出した私を見て、彰貴は強引に私の手を引いた。

「いいんじゃないの。胡桃らしくて」

　手を繋いで大股で進み出した彰貴に、引っ張られるようにして隣を歩く。

『やる気あるのか？』なんて言っておきながら、『胡桃らしくていい』なんて、言葉に一貫性がなさすぎる。しかも、いきなり呼び捨てにするから、ドキッとしてしまったではないか。急に手を繋ぐのも反則だ。

　ドキドキしてしまうのは、恋愛に免疫がないから。別に彰貴にときめいているわけではないんだから。

　……って、なんで言い訳するみたいに自分に言い聞かせてるんだ、私は。

　手を繋いで並んで歩く姿がショーウィンドーに映る。

　今日の彰貴の服装は、七分袖のサマージャケットに白のＶネックのカットソー、黒のアンクルパンツにレザーシューズ。シンプルで爽やかな出で立ちは、長身で小顔の彰貴によく似合っていた。

　黙ってさえいれば文句のつけどころがない彰貴とこうして並ぶと、自分のみすぼらしさをいやが上にも感じてしまう。服装のことだけを指してるんじゃなくて、鼻ぺちゃの薄い顔だったり、小柄でスタイルの悪い体だったり……。

　彰貴の隣に立つ女性は、洗練された大人の美人が似合う。私のような平凡な女が並ぶとちぐはぐとした印象を与えてしまう。

　別に、ふりなんだから周りの目なんて気にしなくていいと思うけど、でもやっぱり、こうしてふたり並んだ姿を見ると大きなため息がこぼれた。

「どうした？」

　ため息を漏らした私を、彰貴が不思議そうな目で見下ろす。

「なんでもない。それより、どこに行くの？」

　小首を傾げて見上げた私を、彰貴は戸惑うような顔をしてふいと顔を背けた。

「まあ、デートだからな、無難に映画でいいんじゃないか」

「ふーん……。ていうか、私たちってデートする意味あるの？　誰も見てないんだから手も別に繋がなくてもいいんじゃないの？」

「見てるんだよ。今もつけられてる」

「ええ！　誰に!?」

　後ろを振り返ろうとした私を、彰貴はぐっと手に力を込めて制した。

「馬鹿！　声がでかい。俺たちが婚約したことを怪しんでいる奴らはたくさんいる。あのパーティーの日だって、お前が転んで俺にぶつかったところを見ていた人は大勢いた。明らかに初対面だったのに、急に婚約者と紹介したんだから怪しむだろ」

「ああ、そっか」

　自然と小声になっていた。

　気楽に構えていたデートが、途端に責任重大に思えてきた。

「それに、なんの肩書もなく、なんの取り柄もないお前が俺の婚約者だなんて、ぶつかった瞬間を見ていなくも不審がるのは当然だ」

「なんの取り柄もないっていうのはひと言余計だから」

　むっとした顔でツッコんだにもかかわらず、彰貴はなにも聞こえなかったかのようにスルーした。

　……この男はまったく。本当に失礼極まりない。

「まあ、会話までは聞こえないだろうが、傍から見て仲のいい恋人に見えるように演技しろよ」

「分かった。……でもさ、今さら身も蓋ふたもないこと言うけど、そもそも私が婚約者って無理があるよね？　それに、デートとかしなきゃいけないのも面倒くさくないの？」

「無理があるのは百も承知だ。はっきり言ってデートも面倒くさい。だがな、取引先や懇こん意いにしている人から、ぜひうちの娘と会ってくれと言われて、断ることができずに何回デートしてきたことか……。あれほど気を使う無駄な時間はない」

　彰貴は苦虫を噛み潰したような顔をしていた。どうやら断れなかった歴代のデートを思い出しているらしい。さらに彰貴は続けて言った。

「来る女は、ちょっと見てくれがいいだけの自信家の勘違い女ばかりだった。そういう女はたちが悪い。きっとちやほやされてきたし、親は金持ちだから、エスコートされて当然と思っている。ないがしろにするわけにもいかないから丁重に扱うと彼女気取りしてくるし、断るとヒステリックに怒り出す。それに比べたらお前とのデートなんてひとりで出掛けるようなもんだよ」

「いやだから、ひと言多いって。一応私も女の子」

「これで断る口実ができた。相手が誰であれ婚約者がいるって言えば、もう勧められないだろ」

　またスルー。しかも相手が誰であれって、ひと言余計だしね！

　これほどまでに女として見られていないことは、かえって清々しい。

　手を繋いで歩く行為も、まったく特別に感じられなくなってきた。




　今話題のアクション映画を観て、ぶらぶらと六本木ヒルズを探索して、夕食はレストランの個室で鉄板焼きをご馳走になる。

　彰貴が相手だからか、まったく緊張しないし、映画はおもしろかったし、鉄板焼きはとろけるようなお肉が出てきた。

　憂ゆう鬱うつだったのに、私、気が付いたらめちゃくちゃ楽しんでる。

　デートってこんなに楽しいものなんだ。みんなが彼氏を作りたがる理由が分かった気がする。

　でも、こんなに笑えるのは相手が彰貴だからなのかな。私が緊張しないように、さりげなく気を使われている気がする。

　綺麗に盛りつけられた三種のデザートを食べながら、まじまじと彰貴を見る。

　思い返してみれば、映画も予約してくれていたから待ち時間なくいい席で観られたし、六本木ヒルズに来るのは初めてだって言ったら、まるで観光でもするかのように私が見たいところ、行きたいところに連れていってくれた。

　見るからに高級でお洒落な鉄板焼きの店に入って萎縮してしまった時も、個室をわざわざ用意してくれた。

　さりげないエスコートとか、気取らない会話とか、人に気を配ることが自然と身についているのかも。そこはさすが御曹司だなと思う。

「なんだよ、人の顔をじろじろ見て」

「いや、楽しかったなあと思って。婚約者のふりなんて、想像もできなくて恐かったけど、こんな美味しいものを食べられるなら悪くないなあ、なんて思っちゃった」

　素直な気持ちを伝えた。すると彰貴は、ニヤリと意味深に笑った。

「デートはこれで終わりじゃないぞ。むしろここからが本番だ」

　きょとんとする私を横目に、彰貴はとても機嫌がよさそうにぐいっと水割りを飲んだ。

「え、どういう……」

「俺のデザート食べていいぞ」

　私の質問を遮さえぎり、手をつけていない自分のデザートをくれた。

「いいの!?」

「俺は甘いものは食べない。しかし、よく食うな」

　満面の笑みで彰貴のデザートに食らいついた私を、彰貴は満ざらでもない微笑みで見つめている。

　目の前に差し出されたデザートに夢中になりすぎて、彰貴の言葉ははるか遠くの方に忘れ去られてしまった。




　お店を出ると彰貴はすぐに私の手を取って歩き出した。

　てっきりもう帰るものだと思っていたけど、さっきこれで終わりじゃないとかなんとか言ってたな。これからどこかに行くのかな。彰貴のことだから、最後に素敵な場所に連れていってくれるのかも。例えば……夜景の見える展望台とか？　それとも、私が想像できない、見たこともないようなところ？

　ぐいぐい彰貴に引っ張られるようにして歩きながら、私の妄想は膨らんでいく。

　彰貴に任せていれば大丈夫か。大人のデートって感じだなあ。

　お腹も満たされ、すっかり満足しきっている私の警戒心は緩みまくりどころか切れていた。

　そして、彰貴はなぜか超高層階の高級ホテルに入っていく。私をロビーに座らせ、彰貴はフロントで慣れた様子で署名している。戻ってきた彼はベルボーイに荷物を持たせ、再び私の手を繋ぎ、ベルボーイの後に続く。

　……え？

　頭の中はクエスチョンでいっぱいだった。

　ここは一体。なんでチェックインの手続きしてるの？　え、どこに行く気？

　エレベーターに乗り、彰貴の袖を引っ張り、不安げな顔で見上げる。

　すると彰貴はベルボーイに聞こえないように小声で「大丈夫だ」と言った。

　……大丈夫。大丈夫なの？　なにが大丈夫？

　ベルボーイがいる手前、色々聞きたい気持ちをぐっとこらえ、心拍数が高くなっていく胸でエレベーターが到着するのを待つ。

　最上階に着くと、そこにはひとつの部屋しかなかった。ベルボーイがカードキーで鍵を開け、中に入る。

　すると、四十平米はありそうなリビングが眼前に広がっていた。

　大きなソファに、大きなテレビ。もちろんただ大きいだけではない、一見して高級なものと素人目にも分かる家具が設えてある。

　また、ガラス天板のセンターテーブルには、氷が入ったシャンパンクーラーにシャンパンボトル、フルート型のグラスがふたつと箱に入ったチョコが置かれていた。さらに部屋の一角には一段高くなったところにバーカウンターがあり、様々な種類のお酒が並べられている。

　すべての家具が規格外の大きさなのに、まったく狭さを感じさせず、大きな窓からは綺麗な夜景を見渡せる。圧巻の光景だった。

　ベルボーイが部屋の説明をすると、彰貴は「大体分かっているからいい」と言って下がらせた。私はベルボーイが部屋から出ていったことをしっかりと確認すると、待ってましたと言わんばかりに彰貴に向かって一いっ喝かつした。

「どういうことよ！」

「なんのことだ？」

　怒られていることが心外だと言わんばかりの顔で聞き返されて、ぐっと言葉に詰まった。

　こんなに堂々とされては怒っている私の方がおかしいみたいに思えてくる。

　いかんいかん、どう考えたっておかしいのは彰貴だ。

「どうしてホテルなの!?」

「ここじゃ不満か？　最上級のスイートルームを用意したんだが」

「不満とかそういうことじゃなくて、だからなんでホテルなの!?」

　頭に血が上りすぎて、息遣いが荒くなっている私に、彰貴はあからさまに失望の色を滲ませた。『お前は馬鹿か』と思っているのが表情で伝わってくる。

「俺たちは婚約してるんだぞ」

「ふりね！」

　被せるように大きな声で言ってやった。

「婚約してるのに夜を共に過ごさず帰ったら怪しまれるだろうが」

　……まあ、確かに。

　彰貴の言い分も一理あると思って、私は頭を整理させるためにいったん口を噤つぐんだ。

　……ということは、ただホテルに来ただけってこと？

　私が危き惧ぐしているようなことは起こらないってことでいいのかな。

　いやでも、いくら彰貴が私を女として見ていなくても、ホテルで一夜を共に過ごすのは抵抗がある。なにもしないって言われても、やっぱりそういうのはよくないと思う。

「分かった。じゃあ私はバレないようにこっそりひとりで帰るね」

「バレるに決まってるだろ」

　またしても顔に『お前は馬鹿か』と書いてある。

「でもこういうのっていくらふりだとしてもいけないと思う」

「こういうのっていうのは？」

「一緒に泊まるのはさすがに抵抗ある。いくら彰貴が手を出さないって約束してくれても、やっぱりさ……」

「ちょっと待て。いつ俺が手を出さないと約束した」

「え？」

　きょとんとした目で彰貴を見ると、奴は平然と言い放った。

「手を出すぞ、俺は」

「は？」

　ポカンと口を開けて彰貴を見る。きっと私の顔は『なに言ってんだ、こいつ』と書いてあるような表情をしているだろう。

「婚約者のふりをするんだ。体の相性も知らなきゃ嘘に真実味が宿らないだろ」

「な、な、な、ばっばっ……」

　動転しすぎて言葉にならない。

　ちなみに私が言いたかった言葉は『なに言ってんの、ばっかじゃないの！』だ。

「まどろっこしいのは嫌いだ。さっさとベッドに行こう」

　顔面蒼白になっているであろう私を見ても、まったく動じない彰貴。むしろ楽しんでいるようにも見える。

　固まっている私の手を掴んで、彰貴は迷うことなくベッドルームに歩を進める。

「ちょ、ちょっと待って！」

　引っ張られて、ようやく言葉が出てきた私は精一杯抵抗する。しかし、彰貴はなんでもないように進んでいく。見た目によらず、力はとても強いらしい。

「おかしい！　おかしいでしょ！　どう考えたっておかしいでしょ！」

　決して歩くまいと、主人にリードを引っ張られながらも懸命に抵抗する犬のごとく足に力を入れる。

　ところが必死の抵抗虚しく、あっという間に立派なキングサイズのベッドがでんと構える寝室に連れ込まれてしまった。ふかふかと気持ちがよさそうで、一度でいいからこんなベッドで寝てみたいと思わせるような魅力を放っている。けれど一方で、大きすぎるベッドはやけに生々しさを感じさせた。

　ゴクリと唾を飲み込む。

「私、こんなの聞いてない！」

「言わなくても察しろ」

　ぶんぶんと首を振る私に、彰貴は一切戸惑いの色を見せない。

　……こいつ、本気だ。

「けけけけ、契約違反よ！」

「契約範囲内だ。なぜなら俺がすべてを決定するからな」

　悪魔のような微笑みを浮かべ、目には欲望が宿っている。

　なんてことだ。やっぱりおいしい話には裏がある。タダより高いものはないって、いつも母が言っていたのに、私ったら映画代に食事代まで全部奢ってもらってラッキーなんて浅はかに考えていた。たとえ貧乏人でも、心まで貧乏になったらおしまいだって自分に言い聞かせていたのに。

　でも、でも、だからといって体を提供するのはおかしいと思う。

　絶対、絶対、おかしいと思う！

　突然、彰貴がぐっと手を引っ張り、私はベッドに押し倒された。ほわんとした心地いい弾力が背中に伝わる。

　さすがスイートルームのベッド。夢のような肌触りだ。

　でも、だからといって、こんな風に処女を捨てるわけにはいかない！

「待って、待って、一回冷静になろう」

　覆い被さろうとする彰貴に、必死で説得を試みる。

「俺は常に冷静だ」

　じりじりと近寄る彰貴。飢えた獣けもののように見える。

　なんで飢えてるの、あなたに抱かれたいって思う女はいくらでもいるでしょ。なんでよりにもよって私なの！

「あのね、本当はこんなこと言いたくないんだけど、私、処女なの」

「知ってる」

「なんで知ってんの！」

　間かん髪ぱつを容れないテンポのいい応おう酬しゅうだった。

　驚く私に、彰貴はさらに驚きの事実を告げる。

「お前のことは調べたと言っただろう」

「そこまで!?」

「俺の部下は優秀でな」

「プライバシーの侵害！　訴えてやる！」

「やれるものならやってみろ」

　彰貴は私の両手を押さえて組み敷いた。上からまっすぐに見下ろされる。

「私なんか抱いたら消化不良を起こすよ」

「大丈夫だ。上手く調理してやる」

「私のこと女として見てなかったんじゃないの!?」

「いつ俺が女として見てないなんて言った」

　……え？

　予想外の発言に固まる私に、彰貴は魔法の言葉を投げかける。

「出会った時から、女として見ていたよ」

　胸がとくんと高鳴って、体が熱くなった。

　息をのむ私に、彰貴は不意打ちのように唇を重ねる。

　ハッと気が付いた時には、唇が覆われて柔らかな感触に包まれていた。

　なぜか抵抗する気が起きなくて、されるがまま身を預ける。

　まだ魔法が解けていないらしい。彰貴のたったひと言に、心を奪われてしまっている。

　触れるだけの優しいキス。彰貴はゆっくりと唇を離し、至近距離で私の顔を見下ろした。

　彰貴の瞳を見つめる。鋭くて怖い目だと思っていたけど、こうして間近で見ると瞳の奥は薄茶色で優しい色をしているんだなとぼんやりと思う。

　彰貴は私の髪を撫で、またゆっくりと顔を下げてきた。再び唇が重ねられる。

　けれど今度のキスは最初とはまるで違った。

　優しく啄ついばむようなキスは、やがて熱を帯びてきて情熱的に激しくなってくる。

　お腹の下がきゅっと締まり、体の奥が熱く溶け出るようだった。

　息を吸うために少し口を開けると、そこから舌がねじ込まれた。舌が絡み合い、口の中を蹂じゅう躙りんされる。

　脳みそが溶けてしまう、と思った。理性も背徳感もなにもかもがどうでもよくなる。そんな初めての感覚が気持ちよくもあり恐ろしくて、ぐっと体が硬直すると、彰貴は私の手を強く握った。

　上顎を舌先でなぞられると、ゾクゾクッとした少しくすぐったいような感覚が肌を伝う。

　彰貴は目を開けたり閉じたりしながら、私の反応を観察するように見ている。私の体が少しでも硬くなると、優しく顔や頭、首筋などを撫で、愛おしむような視線を投げかける。

　そんな瞳で見つめられると、抵抗する力を奪われる。胸がドキドキして、頭が真っ白になって、緊張は高まっているのに、体の力が抜けていく。包み込まれるような安心感もある。

　自分の体が、自分のものじゃなくなったみたいだ。唇から溢れる吐息、肌、そして太腿の内側が熱い……。

　服の上から胸を揉まれ、体をよじって抵抗するも簡単に押さえつけられてしまう。

　それもそのはず、本気で抵抗していないからだ。こんなこと駄目だと分かっているのに、キスをされ舌先を吸われるとなぜか体の力が抜けていく。

　服の中に手を入れられ、あっという間にブラのホックが外された。キスで押さえつけられながら、胸の頂きを手の平が這う。上下に揉まれ、吐息がこぼれる。

「やっ……駄目……」

　キスをかわしながら抵抗の言葉を発する。

「全然駄目って顔してないけど？」

　彰貴が勝ち誇ったような顔で私を見下ろす。

　羞恥心で顔を真っ赤にしながら、力なく抵抗を続ける。

「やだ、やめて」

　強めに言うと、彰貴は胸の頂きを指先でつまんだ。すると、静電気が脳のう髄ずいに向けて走るような感覚がして、思わず「あっ……」という声が漏れた。

　初めて聞く自分の卑ひ猥わいな声に、私が一番びっくりした。

　なんだこれは。私……どうなっちゃうの？

　彰貴は、私の太腿を撫で上げた。ジーパンの上から局部を触られ、急激にその部分が熱くなっていくのを感じる。分厚い布越しで指の感触なんてまったくしないのに、触られていると思うだけで疼うずいてしまう。

　そして彰貴はついにジーパンを脱がそうとチャックに手をかけた。

　その時突然、母の顔が頭に浮かんだ。

「待って、駄目！」

　両手で彰貴の手を制する。けれど彰貴は気にする様子もなく脱がそうとした。

「本当に駄目！　これ以上は本当に駄目！」

　固いボタンでよかったと思う。難なく脱がされていたら、たぶん私は本気で抗うこともなく体を預けていたかもしれない。

　わずかに残っていた理性で、彰貴に懇こん願がんする。

「やめてお願い！」

　必死に言う私を、彰貴は不服といった表情で見下ろす。

「どうしてやめなきゃいけない。さっきまで感じてただろ？」

　確かに感じていた。でも、この一線を越えちゃいけない。

　こんな風に流されて体を許してしまったら、絶対に母が悲しむ。初めては好きな人と、愛し合って結ばれてほしいと思っているはずだ。今まで大切に育ててくれたのに、ここで彰貴としてしまったら、母を裏切るような気がした。

「初めては好きな人とするって決めてるの！」

　まるで宣言するように睨みつけながら言った。

　すると彰貴はなぜかとても傷ついた表情を浮かべた。瞳はゆらゆらと揺れ、唇をぎゅっと噛みしめている。

「……好きにしろよ」

　吐き捨てるようにそう言うと、彰貴は私の上から退いた。

　背中を向けて、苛立ちを抑えるように自分の前髪をくしゃくしゃとかいている。

　……やめて、くれたの？

　上半身だけ起き上がり、乱れた服を整える。

　彰貴は私に背を向けたまま立ち上がり、そのまま黙ってベッドルームを出ていった。

　声をかけようと思ったけれどやめておいた。気が変わってまた押し倒されたらどうしようと思ったからだ。

　彰貴のいなくなったベッドで、膝を抱えてうずくまる。

　……なにをやってるんだ、自分は。なに流されかけてんの。

　後悔で胸がいっぱいになる。

　よかった、最後までやらないで。もしもしていたら、これ以上の後悔で胸が押し潰されるところだった。

　どうしてキスを受け入れてしまったんだろう。嫌悪感どころか気持ちよさに頭が真っ白になってしまった。

　私って、こんなに軽い女だったんだ。好きでもない人とキスできるなんて。

　彰貴の顔を見ていたら、このままどうなってもいいと思ってしまった。胸がきゅうっと締めつけられて、甘かん美びな思いに体を支配されてしまった。

　どうしてしまったんだろう。こんな気持ちはまるで、私が彰貴に恋をしてしまったみたいじゃないか。

　違う、絶対違う。断じて違う。好きになんて絶対ならない。

　これは契約の繋がり。私的な感情を挟んだらいけないのだ。

　好きじゃない、好きじゃない、好きじゃない。

　頭から布団を被って、まだ体の奥で燻くすぶる甘く切ない欲情を抑え込む。

　けれど、目を瞑ると『出会った時から、女として見ていたよ』と言った彰貴の切ない瞳と甘い声がありありと浮かんでくる。

　それに、まだ唇が、肌が、彰貴の温もりを覚えていた。




「おい、起きろ」

　二の腕を揺すられ、気怠い感覚の中でゆっくりと目を開けると、そこには私を覗き込むように見下ろしている彰貴の顔があった。

「え、あれ!?　私、寝てた!?」

　ベッドの上にいた私は慌てて上半身だけ起き上がり、両手で頬を包む。

　カーテンの外は明るく、いつの間にか朝になっていた。

　昨夜はあれから全然眠れなくて、間違いなく起きたまま朝を迎えるだろうと思っていたのに、いつの間に落ちてたんだ、私。

「気持ちよさそうに寝ていたところ悪いが、急な仕事が入った。もう会社に行かねばならん」

　気持ちよさそうって……ばっちり寝顔見られたんだ。うわ、恥ずかしい。

　いや、それよりも、今何時!?

　ベッド脇にあるデジタル時計を見ると、朝の五時三十分だった。そしてそのまま視線を彰貴に移すと、スーツに着替えていて髪もしっかりセットされていた。

「あれ？　スーツ、どこから？」

「至急届けさせたんだ。俺はもう行かなきゃならない。胡桃はどうする？　まだ寝てるか？」

「ううん、私も一緒に出る。弁当屋に行かなきゃいけないし」

　ベッドから降り、手て櫛ぐしで髪の毛を整える。全然寝た気がしなくて、大きな欠伸あくびが出た。

　そういえば、彰貴はどこで寝たんだろう。寝室のベッド、占領しちゃってた。

　チラリと横目で見ると、彰貴はそわそわと時間を気にしていた。

「私、もう出られるよ」

「ごめんな、慌ただしくて」

　急に優しくなった気がして面食らった。

　首をぶんぶん振って、まったく問題ないということを仕草で伝える。

　昨日の今日なのになにもない顔をされて、でも態度は優しくて、そんな風にされたら胸がドキドキしてしまって、なんて言っていいか分からなくなる。

　彰貴の後ろに続いて部屋を出て、エレベーターに乗り込んだ。

　スーツ姿の彰貴は、昨日よりも大人っぽく見えて、ただ隣に立っているだけで胸が苦しくなる。

　心臓が、壊れたみたいに大きく鳴っている。ものすごく意識してしまって、気軽に話しかけることもできない。

　ホテルのエントランスを出ると、一台のリムジンが止まっていた。その前に紺色のスーツを着て白い手袋をはめた長身の男が背筋を伸ばして立っていた。体つきは細身で女顔、髪の毛が少し長めなので、遠くからだとホストのようにも見える。

　彼は彰貴に気付くと恭うやうやしく礼をし、後部座席のドアを開けた。

　近くで見ると、落ち着いていて大人の風格が漂っている。顔だけなら三十代前半くらいかと思ったけれど、醸し出す雰囲気は四十代のようにも感じられる。

　イケメンすぎて年齢不詳。美容師やアパレル業界にいそうな人が、どうして運転手に？と思ってついついジロジロ見てしまった。

　彰貴が乗り込むと、運転手は当然のようにドアを閉めようとした。すると彰貴が「待て、こいつも一緒に乗せていく」と身を乗り出して言った。

「この方を……ですか？」

　運転手は驚いたような顔で聞き返した。

「ああ、こいつも送ってやってくれ。いいだろ？」

「もちろん、問題ないですが……」

　そう言って運転手はまじまじと私の顔を見た。上から下まで値踏みするような眼差しに、居心地が悪く感じる。

「どうぞお乗りください」と丁寧に言われ、彰貴と運転手の会話に少し違和感のような引っかかりを受けたけれど、「すみません、失礼します」と言って車に乗り込んだ。

　初めて乗るリムジンに、思わず緊張してしまう。

　まるで飛行機のファーストクラスの座席のように広々としていて座り心地がふかふかだ。運転席との間に可動式の仕切りがあり、プライベートも保たれている。

　あまりに立派な造りに背もたれによりかかることができず萎縮してしまう私。

「すごいね。リムジン、初めて乗った」

　感心しながら言う私に、彰貴は「リムジン以外乗ったことないからすごさが分からん」と平然としながら言い放った。

　……こいつ、殴ってもいいですか？

　呆れて怒りを押し殺すようなじとっとした視線を向ける。

「なんだその心の底から軽蔑するような目は」

「あ、ごめん。ほら、目は口ほどに物を言うっていうじゃない。つい本音が目から溢れ出ちゃった」

「お前なあ……このっ！」

　仕返しだと言わんばかりに、彰貴は隣に座っている私の脇腹のお肉をつまんだ。

「ちょっ、なにすんの！　……このっ！」

　お返しに脇の下をくすぐる。

「うわ、やめろっ！」

　予想以上に脇の下は弱いらしく、身をよじらせて抵抗している。

　その反応がおもしろくてさらにくすぐる手を強める。

「馬鹿！　やめろっ……本当に……」

　怒っているんだか笑っているんだか分からない表情で悶もだえる彰貴。

　ああ、なんか、かわいい。

　意地悪い目で笑いながらくすぐっているけど、胸の奥はキュンとした甘酸っぱさに包まれている。

「まじで……やめないとキスするぞ！」

　大きな声で放たれたひと言に驚いて動きが止まる。

　すると私の手が止まったにもかかわらず、それが少し不満げな顔で私を見つめる。

「……やめるのかよ」

「だって……やめないとキスするんでしょ？」

「嫌なのか？」

　真剣な眼差しで詰め寄ってくる彰貴に、急にドキドキしてしまう。

「やっ、あっ、嫌っていうか、な、な、なに急に」

　突然変わった雰囲気に圧倒されてしどろもどろになる。

　一気に形勢逆転で、完全に押され気味の私。

　すると、いきなり彰貴がぐっと距離を詰めてきて、唇が軽く重なってすぐに離れた。

　呆然として固まってしまう。

　え、なに、今の。くすぐるのをやめたのにキスされた。

　なんで？　なんでこのタイミングでキス？　しかもここ、車の中だし。運転手さんだっているのに！

　硬直したまま動かない私に、「顔、真っ赤」と、さらに私の恥ずかしさを助長する無神経な言葉を投げかけられる。

「……もう、知らない！」

　これ以上真っ赤になった顔を見せるのは私のプライドが許さず、顔を背けた。

　早く顔の火照り治まれ、と思いながら窓から景色を見つめていると、彰貴の手が私の左手を握った。

　……え、どうして手を握るの？

　さらに胸の高まりが増して、心臓が大きな太鼓を叩いているような音を奏かなでる。

　やめてよって言って、手を解いてしまえばいいのに、どうしてだかそれができない。繋がれた手が熱くなる。

　この上昇する体温は、私のものなのか、それとも……。

　顔を背けたまま手を繋ぎ続け、無言の時間は過ぎていく。気まずいけれど、嫌な緊張感ではない。

　ふと気が付くと、見上げるほどに大きなガラス張りのオフィスビルの前に到着した。自動で車の後部座席のドアが開くと、彰貴は名残惜しそうにゆっくりと私の手を離した。

「家まで送ってやれなくてごめんな」

「いいよ、そんなの」

「またな」

「うん……」

　気恥ずかしくて、彰貴の顔をまともに見られなかった。

　颯さっ爽そうと去っていく姿が、仕事ができる男という感じで、大人っぽくて、かっこよくて……なんだか胸が苦しくなった。

　トクトクトク……と甘い疼きに似たときめきの音が聞こえる。

　さっきまで隣に座っていた彼は、後ろを一度も振り向かずに行ってしまった。

　空に向かって伸びているような堂々とした佇まいの高層ビルに、彰貴は吸い込まれるように入っていく。

　……ここが彼の居場所。

　将来、何千、何万人もの従業員のトップになる男。

　私とは住む世界が違う人。

　胸が針で刺されたようにズキンと痛んだ。

　……絶対に結ばれることなんてない、好きになっては、いけない人。

　自分に言い聞かせるように、胸の中で呟いた。強く瞼まぶたを閉じて、まだ彰貴の手の温もりが残る左手を、右手で覆うように太腿に押しつけた。

「発車してもよろしいでしょうか」

　運転手はバックミラーで私を見ながら言った。

「はい、お願いします」

　リムジンは私の家に向かって進んでいく。

　着くまでに心を整理していつもの私に戻らなきゃ。私を混乱させる胸の甘い疼きなんて、早く捨ててしまおう。

　私のいるべき場所はあの古びたアパートで、守るべきものはあの小さな弁当屋と母なのだから。

「彰貴様が、女性を乗せたのは初めてです」

　運転手は、まるで独り言を呟くように言った。

「え？」

　思わず顔を上げて聞き返す。

「彰貴様の笑った顔を見たのも、初めてです」

「え？」

　驚いて聞き返すと、「社交辞令の笑顔ならされますよ。でも、本当の心からの笑顔は、初めてです」と運転手は付け加えた。

「そうなんですか？　でもあれは笑ってたっていうより、無理やり笑わせたって感じで……」

　苦笑いしながらこめかみをかく。

「あんなに楽しそうな彰貴様を見たのも、初めてです」

　運転手の顔は見えないけれど、声は温かく嬉しさが滲み出ていた。

　……楽しそう、だったのかな？　私にはよく分からないけど。

「いやあ、ははっ」と照れくさそうに笑いながら返すと、運転手はさらに言葉を続けた。

「私は、彰貴様が小学生の頃から運転手をしていますが、彰貴様は誰にも本当の笑顔を向けられたことはないのです。口元に笑みは浮かべますが、目はいつも死んだように凍りついていました」

　小学生の頃からって……運転手さん、若く見えるけど結構歳いっているのかな？

「誰にも？」

「ええ、お友達にも、ご両親にも」

　運転手は淡々と、とても悲しい事実を告げた。

「え……意地悪な笑顔もですか？」

　告げられた真実があまりにも重すぎて、実感が湧かない。

　私は出会った時から彰貴の笑う顔は見ていたから、にわかには信じられなかった。

「意地悪な笑顔ですか……。いいですね、見てみたいです」

　運転手が微笑ましそうに言うので、彰貴が心から笑ったことがないという言葉の真実味が増した。

　笑わずに育ったって……どんな環境だったの？

　確かに、普段の彰貴は仏頂面で、怖い顔をしていて近寄り難いけど、私には小憎たらしいくらい開けっ広げに接してくる。だから私も自然体でいられて、一緒にいると楽しくて、気付いたらいつも笑っていて……。

「彰貴様のことをよろしくお願いいたします」

　突然運転手は恭しい口調で述べた。

「いや、えと……」

　婚約者っていうのは嘘なので返答に困ってしまった。でも、ここで否定するのはいかんだろうと思って、調子を合わせる。

「あの、はい、こちらこそよろしくお願いいたします」

　こんなに彰貴を思ってくれている人に嘘をつくのは申し訳なくて心が痛んだ。

　私は彰貴を支えられないし、ずっと一緒にもいられない。彰貴が笑ったことがないというのが事実なら、私は彰貴の側にいて彼をずっと笑わせてあげたいと思うけど、それも身分不相応な願いだ。

　彰貴の心の闇を思わぬ形で知ってしまった。

　きっと彰貴は私が想像する以上に大きなものを背負っているのかもしれない。

　くすぐりにこらえるあの無邪気な笑顔と、豪華客船で見た冷徹な無表情の顔を思い出し、胸が痛んだ。

　本来の彰貴はあんなにかわいく笑えるのに。それを許してもらえない環境にいたのだとしたら……。それは不幸で残酷な境遇だと思った。

　私は、いつもお母さんと笑って過ごしていたから。できることなら彰貴にもそうあってほしい。

　私の前では気がねなく笑えるというのなら、私は彰貴が素を出せるような相手でありたい。

　たとえ、それが束の間の時間で、そう長くはないとしても……。










運命を呪う




「初デート、初キス……初……」

　チラシの裏の白紙に落書きするようにボールペンを走らせていると、急に恥ずかしくなってぐちゃぐちゃと文字を黒く塗り潰した。

　彰貴との初デートから早いもので二週間が過ぎた。

　そろそろ寝なければいけない時間帯なのに、胸の奥がざわついていて眠れない。

　たとえるなら、糸が絡み合って取れない、あのイライラするような感じ。別にそのままにしておいてもいいのだけど、なんだか気持ち悪い。自分の中で渦巻いているモヤモヤした気持ちに、もがき苦しんでいる。

　理由は分かっている、すべてあいつのせいだ。

　もつれた糸を解こうと、自分の気持ちを書き殴ることにした。

　書くだけでストレス発散になるっていうし、文字に起こすことで客観的になれるかもしれない。そう思ってとりあえず書いてみたはいいものの、あの衝撃的なお泊まりのことを思い出して、顔から火が出るどころか、体から発火するんじゃないかっていうくらい恥ずかしくなった。

　でも、私の胸の奥で感じているのは恥ずかしさだけじゃなくて……。

「うれし……かった？」

　口に出しながら、紙にも書く。自分で書いておきながら、どうして嬉しいなんて感情が生まれるのだろうと不思議に思った。

　後悔とか、腹立たしさとか、そういうマイナスな感情が生まれて然るべきだろうに。

　これじゃまるで私が……。

「彰貴のことを……好き……？」

　再び口に出しながらボールペンを動かす。ハッとして〝好き〟の文字を黒く塗り潰す。

　好きだなんて！　馬鹿か私は！　違う、それだけは駄目！　絶対認めない！

　これは……そう、これは、この感情は、すべてが初めてだったから、なんかこう、気持ちが昂たかぶっちゃっただけよ。世にいう吊り橋効果みたいなもので、アドレナリンがわあって出て、それを恋と錯覚しているだけ。そうそうそうそう、きっとそう。

　恋愛経験があまりにもなさすぎると、うっかり変な男性にコロッと騙される女性がいるって聞くけど、まさに今の私がその状況なんだ。

　危ない、危ない、あー怖い。

　私は不毛な恋愛をするほど暇じゃないんだから。

　私にはほかに考えなきゃいけない大切なことがある。母の転院がついに決まったし、今後手術も控えてる。こんなくだらないことで悩んでる余裕はないのだ。




　先週末、彰貴が母のお見舞いに来た。目的は、母に私と交際していると告げて、転院を納得してもらうためだ。

　スーツ姿で、外向きの見えない仮面を被った彰貴は、誰が見てもパーフェクトと言いたくなるくらい素敵だった。

　端正な顔立ちに、高身長の抜群のスタイル。それに加えて、なんといっても超がつくほどのお金持ち。彼を交際相手として紹介されて、誰が反対するだろう。

　彰貴が『胡桃さんと結婚を前提にお付き合いをさせていただいています』と挨拶した時は、嘘なのに顔から火が出るんじゃないかっていうくらい恥ずかしかった。

　初めて恋人を母に紹介するような気持ちで、隣に彰貴がいることが照れくさくもあり、誇らしくもあった。本当の恋人じゃないのに、『私の彼、素敵でしょう？』って心の奥底で母に囁きかけている自分がいた。

　前は毛嫌いしていた。苦労知らずのお坊ちゃんがって、妬みにも似た嫌悪感でいっぱいだった。

　でも、知れば知るほど、彰貴がいかに仕事に真しん摯しに向き合っていて、寝る暇もなく忙しくて、何万人もの従業員の生活を左右する、あまりにも大きな責任の重圧と戦っているかということが、おぼろげながら見えてきた。

　それに、苦労知らずどころか、苦労しか体験してこなかったんじゃないかと今は思っている。彰貴は過去を話さないから、私には想像することしかできないけれど、ただ甘やかされて育ったのなら、本当の笑顔を見せたことがないなんてありえるはずがない。ずっと、孤独だったんじゃないだろうか。

　そういう目で見ると、小憎たらしい台詞せりふも、不器用ながら私に心を開いてくれているようで、前ほど腹が立たなくなった。

　母は彰貴の突然の訪問と挨拶に、とても驚いていたけれど、『やっぱりね』とも言っていた。

『最近、胡桃の様子がおかしいと思っていたのよ。恋してるとは思ったけど、こんなに素敵な人だったとはね』

　母の言葉に私は真っ赤になりながらあたふたしてしまった。『違う違う、恋じゃない！』と、その場で必死に否定したかったけれど、そんなことをしたら嘘がバレてしまう。かといって、彰貴に私が恋していると思われるのは絶対に避けたい。

　彰貴は、母の言葉を聞いてどう思ったのだろうと気が気ではなかった。チラリと彰貴を横目で見ると、にこやかな外向きの笑顔を浮かべていて、心の中がまったく読めない。

　無事に挨拶を終えて、病室を出ると、彰貴はひと仕事終えたような顔をして、さっさと会社に戻ってしまった。ふたりきりで話す時間が少しくらいはあると思っていた私は、なんだか取り残されたような気持ちになった。

　あっさりしているっていうか、事務的っていうか。もうちょっと、『お疲れ』とか『これから頑張れよ』とか、少しくらい労うじゃないけど、心がこもった言葉を投げかけてくれてもいいと思うの。それにこの前会った時は、恋人のふりとはいえ、手も繋いだし、笑いかけてくれたのに……。

　私は彰貴になにを期待しているんだろう。自分の気持ちが、まったく分からない。

　ただひとつだけ言えることは、今後どんなに彰貴と距離を縮めても、彰貴のいいところをたくさん見つけても、絶対に好きになってはいけないということ。

　私と彰貴は住む世界が違いすぎる、絶対に結ばれることなんてありえない。そんな悲しい恋はしたくない。

　泣くことが分かっている恋なんて、自分の心を自分で傷つけるようなものだから。




　私は、ところどころぐちゃぐちゃと黒く塗り潰された紙に大きくバツを書いて、その下に〝嫌い〟と勢いよく書いた。

　これまた自分で書いておきながら、首を捻る。

　いや別に、嫌いなわけではないんだけど……。

「ああ、もう、余計ストレス溜まるわ！」

　紙を両手でくしゃくしゃに丸めて、ゴミ箱に放り投げる。すると、まるで見計らったように、ラインの着信音が鳴った。

　もしかして、彰貴!?と期待に満ちた心が躍る。

　ラインを開くと、やっぱり送信者は彰貴で、嬉しくて自然と笑顔になってしまった自分に気付き、頬を軽く叩く。

　私が犬だったら、尻尾しっぽをぶんぶんと振っている状態だ。これ以上彰貴に懐いてたまるか、こんちくしょう。

　そう思うものの、心臓は大きく高鳴っていた。

　落ち着け、落ち着け、と自分に言い聞かせ、ラインの本文を読む。

「嘘、え……」

　メッセージを読みながら、さらに胸が高鳴る。あまりにも心臓の動きが速くなるので、二回読み返さないと内容が頭に入ってこないほどだった。

　それは、二度目のデートの誘いだった。ただシンプルにデートの日付と時間を書いたものだったのに、デートという単語に過剰反応して、なぜか指が震えていた。

【お人好しのお前と待ち合わせすると、また遅れてくるだろうから、今度は家まで迎えに行く】と書かれてあったことも嬉しかった。

　若干、ディスられているような気がしないでもないけれど、車に乗せてもらえるという行為が特別に感じられた。運転手さんが『彰貴様が、女性を乗せたのは初めてです』と言っていたことを思い出したからだ。

　別に、初めてだからどうだというわけではないけれど、私だけというのは悪い気はしない。それにデートだって、嘘に信ぴょう性をもたせるためであって、本当のデートではないのだから、指が震えるほど喜ぶというのは我ながらおかしなことだと思う。

　恋愛経験が浅すぎて、というかなさすぎて、いちいち過剰反応してしまう自分をなんとかしたい。

【分かった】と簡単に返信すると、すぐに返事が来た。

【どこに行きたい？】

　私の意見も聞いてくれるんだと思って、嬉しくなった。すかさず指を動かす。

【遊園地！】

【馬鹿か、俺が行くわけないだろ】

　馬鹿って……。どこに行きたいっていうから……。

【だって、遊園地デートするのがずっと夢だったんだもん】

　デートといえば遊園地。大人は行かないのかな？

　既読になるも、返事がない。

　これは無視という却下か？と思っていると、新しいトークメッセージが届いた。

【ガキか】

　ムカッとして、反論のメッセージを打っていると、送る前にまた新しいトークが表示された。

【仕方ない、付き合ってやるよ】

【嫌々ならいいよ！】

【拗ねるな、ガキ】

　ガキ、ガキうるさい！　やっぱりこいつ、嫌な奴だ！

【遊園地デート楽しみにしてる。おやすみ】

　さらに届いたメッセージに、頭がフリーズする。

　え、楽しみって……。

　いや、さっき、〝俺が行くわけないだろ〟とか〝ガキ〟とか散々言っておいて……。

　遊園地になんて行かない！と打とうとしていた手が止まる。

　ちょっとだけ、素直になろうかな……。

【私も。おやすみ】

　そして、かわいい動物のキャラクターが寝ているスタンプを送った。

　気が付いたらまた、顔がにやけている。

　寝よ、寝よ、寝よー！

　なぜか無性に叫びたい気分だった。

　嬉しいような、恥ずかしいような、くすぐったいような不思議な気持ち。

　彰貴が本気で遊園地デートを楽しみにしているとは思えないけど、私はものすごく楽しみだ。これは素直な気持ち。

　遊園地に行くこともそうだけど、彰貴とデートできることが待ち遠しい。

　布団を被って目を瞑る。

　晴れると、いいな……。




　三週間後、今日は待ちに待ったデートの日。心配していた天気も見事快晴！　てるてる坊主を作って、空にお願いした甲か斐いがあった。

　部屋で待ってろと言われたけれど、ソワソワしてしまって、家を出て待つことにした。

　外に出ると、空気はからっとしていて、空は雲ひとつない青空だった。

　真夏の照りつけるような嫌な暑さは過ぎ、秋が顔を出し始めている。

　待ち合わせ時間ぴったりに、黒塗りのリムジンが狭い道路を走ってやってきた。

　うちの地域でリムジンなんて見ることはまずないので、少し異様な光景に映った。

　私の目の前で停車すると、後部座席の窓が開き、久しぶりに見る彰貴の顔が現れた。

「部屋で待ってろと言っただろ」

　彰貴はおはようの挨拶もなしに、呆れるように言った。

「いいじゃない、外に出て待ってた方が時間の節約になるでしょ」

「節約ね、お前らしい。女は外で待たせたら怒るっていう俺の概がい念ねんはお前には通用しないらしい」

「悪かったわね、私は日傘を持ち歩くようなかわいらしい女じゃないわよ」

　開き直ってふんぞり返る私に、彰貴はふっと笑いをこぼして目を細めた。

　ちなみに今日の服装もジーパンに桃色の五分袖ニットとスニーカー。

　デートだから、女の子っぽい桃色を選んだのだけれど、ジーパンとスニーカーを履くと、いつもの出勤スタイルとたいして変わらなかった。

　色気ゼロの私に、彰貴はなにも言わない。諦めたか、はたまた興味がないのか。

「いいからとりあえず乗れ」

　後部座席に乗り込むと、バックミラー越しに運転手さんと目が合った。運転手さんは柔和な笑顔を浮かべていた。彰貴の笑った顔をまた見られたことが嬉しいのか、私にとても好意的な目を向けてくれる。

　運転手さんが軽くお辞儀をしたので、私も慌ててお辞儀を返す。

　車が発進してまもなく、彰貴は大きな欠伸をし始めた。え、私といるのがそんなにつまらない？と思っていると、彰貴は「悪い、寝ていいか？」と聞いてきた。

「え、あ、うん……」

　駄目とも言えず頷くと、「サンキュー」と悪びれもしない返事と共に、彰貴が横に倒れ、私の膝を枕にして目を瞑った。

「えっ!?」

　膝枕を許可した覚えはないんですけど！

　いきなりのことで戸惑っていると、ものの数秒足らずで寝息が聞こえてきた。

「寝つくの早っ！　しかも爆睡？」

　私の声に反応することなく、気持ちよさそうにすやすやと眠っている。

　どうしたものか途方に暮れていると、運転席からクスクスと笑い声が聞こえてきた。

　会話する相手を失った私は、運転手さんに話しかけた。

「会った途端に寝るって、ひどいと思いません？」

「朝方まで仕事をしていらっしゃったので疲れているのですよ」

　運転手さんは笑顔を浮かべたまま言った。

「朝方まで……それじゃあほとんど寝てないってことじゃないですか。そんな状態で遊園地なんて行って大丈夫なのかな。今日はやめた方がいいですかね？」

　今日はデートなのに朝方まで仕事をしていた彰貴を責める気はなく、純粋に彰貴の体を心配しての言葉だった。

　すると運転手さんは、それはとんでもないというような顔をして言った。

「彰貴様が頑張られたのは、本日胡桃様と会うためでございます。遊園地もどこがいいか真剣に悩まれて楽しみにしていらっしゃったのですよ」

　まさかの発言に、言葉を失った。

　彰貴が……楽しみにしていた？

　ラインで楽しみにしてるって言っていたけど、絶対嘘だと思っていた。それに、私とのデートのために朝方まで頑張ってくれたなんて……。

　彰貴の顔を見下ろすと、私たちの会話はまったく聞こえていないようで、あどけない寝顔を隠すことなく見せている。

　ちょっと……やめて。そんなこと言われたら、私……。

　彰貴の顔を見つめながら、心臓がドンドンと大きく鳴っている。胸が締めつけられて、顔が火照る。

「ありがとう」

　彰貴にも、運転手さんにも聞こえないように、小さな声で呟いた。




　東とう京きょうを離れ、高速に乗って一時間弱。着いたのは隣の県の中規模のそこそこ名の知れた遊園地だった。

　廃すたれているわけでもなく、かといって人が多すぎるわけでもなく、大人も子供も十分に楽しむことができる絶妙な大きさ。平日だから、人気のアトラクションにもあまり並ばずに乗ることができそうだ。

　車で睡眠を取ったせいか、彰貴の顔はすっきりしているように見える。ごく自然に手を繋がれ、本物の恋人同士のように園内を歩く。

「ジェットコースター乗るぞ」

「ええ、一発目から!?　徐々にレベル上げていこうよ」

「その考えはぬるい。一発目だからいいんだ、行くぞ！」

　手を引っ張られ、小走りになりながら彰貴についていく。

　……なんか、楽しそう？　表情が生き生きとしていて、目が輝いている。

　彰貴が楽しんでくれるなら、いっか。

　手を繋ぎ、彰貴の横を歩きながら私も全力で楽しむことにした。




　遊園地に到着してから二時間。

　絶叫系のアトラクションに連続して乗ったので、さすがにクラクラしてきた。

　彰貴はまったく平気なようで、アトラクションで楽しんでいるというより、隣で絶叫している私を見て大笑いしている。

　本当、ドＳ。でも、そんな性格も慣れると居心地がよかったりして。

　今度は逆に、彰貴が苦手であろうメルヘンチックなアトラクションに乗って、嫌そうな顔を見て大笑いしてやろうと思った私は、なにがいいかなと園内をキョロキョロ見渡しながら歩いていた。

　メルヘンチックといえば、やっぱりメリーゴーラウンドかな。白馬にまたがって揺られる彰貴、見ものだわー。

　想像しただけで笑いがこぼれる。

「お前なんか、悪いこと考えてるだろ」

　彰貴は怪け訝げんそうに私を見下ろす。

「えー、そんなことないよ。……って、ちょっと待って！」

　私は、メリーゴーラウンド脇の生垣に、隠れるようにして立っているひとりの男の子を見つけて走り出した。

　歳は三、四歳くらい。声をあげず、メソメソ泣きながら棒立ちしている。

「どうしたの？　お父さんかお母さんはどこ？」

　優しく話しかけると、男の子はぶんぶんと首を横に振るだけだった。

「迷子になっちゃったのかな？　迷子センターに行って、探してもらおうか」

　男の子の手を取り、一緒に保護者を探しながら迷子センターに向かおうとした時、彰貴が「待て」と言って急に割って入ってきた。そして男の子の目線と同じ高さになるようにしゃがみ込むと、目をじっと見て話しかけた。

「名前はなんていうんだ？」

　男の子は固まってしまっている。

　無理もない、こんな威圧的に話しかけられたら、大人でも戸惑う。

「ちょっと、彰貴……」

「名前は？」

　止めに入ろうとする私を無視して、彰貴は再び男の子に問う。すると……。

「さとういつき……」

　男の子はとても小さな声で名前を答えた。

「よし、いつき。今日は誰と遊園地に来たんだ？」

「パパとママ」

「パパとママはどこにいる？」

「分かんない」

「どこではぐれた？　最後に一緒だった場所はどこだ？」

「ここ」

「そうか、いつきは賢いな。はぐれた場所から動かず待ってたんだな」

　男の子はコクンと頷いた。

「じゃあ、しばらくここで一緒に待っていよう。三十分経っても来なかったら迷子センターに行こう。いいな？」

「うん！」

　男の子は、不安が減ったのか大きな声で返事をした。すると、彰貴はとても優しそうな顔で笑った。

　胸がキュンと高鳴る。

　私に見せる笑顔とはまた違う、父性に溢れた柔和な顔に心を鷲掴みにされた。

　男の子の視点に立ち、子供扱いするわけでなく、しっかりと話を聞こうとする態度は、彰貴らしいなと思った。

　すっかり彰貴に心を許した男の子は、彰貴の手を自分から握り、泣かずに立っている。

　感心しながらふたりを見ていると、ほどなくして「いつきー！」と血相を変えて園内を走り回る両親らしき男女の姿が見えた。

　男の子を無事に両親に引き渡し、彰貴は「やれやれ」と言って肩を鳴らした。「子供は小さいから、ずっと手を繋いでいると肩が凝る」と面倒くさそうな口ぶりで言うけれど、目の奥は嬉しそうだった。

　彰貴は、口は悪いけど、根はとっても優しい人……。

　彰貴を見る目がまたひとつ変わって、彼のことを知る喜びに打ち震えた。

　やばい、私、猛烈に彰貴に惹かれている。

　一緒にいることが楽しくて、嬉しくて、彰貴の一挙手一投足に目が釘づけになって、ときめいて……。

　どうしよう、私……。




　日が傾くまで遊び尽くした私たちは、休憩もかねて観覧車に乗った。

　空が茜色に染まっている。もうじき暗くなるだろう。ほんのわずかな貴重な空の色の移り替わりだ。

　彰貴が目の前に座っている。丸い箱の中で、ふたりだけの空間。

　さっきまで馬鹿なことを言ってふざけ合っていたのに、妙な緊張感が流れていた。

　夕焼けが、ロマンチックすぎるんだ。

「彰貴ってさ、実は子供好きだよね」

　どうしてか照れてしまって、彰貴の顔をまともに見られない。

　密室に流れる甘くなりそうな空気を消そうと、わざと色気のない話題を振った。

「どうしてそう思った？」

　彰貴は怪訝な顔つきで問いかけた。

　子供好きと言われて、喜んでいないことは明らかだった。

「え、違うの？」

　質問には答えずに、聞き返してしまう。

　急に彰貴の顔色が変わったから、怖気づいてしまった。

「好きじゃない、むしろ嫌いだ」

　彰貴は顔を背けて言った。

　……嘘だ。なんでそんな嘘をつくの？

　外を眺めている彰貴の横顔を見つめながら、心の中で問いかける。

　迷子になった男の子との一連の出来事を思い返すと、とても子供嫌いには思えないのに。

　彰貴って、結婚して子供を作りたいとは思わないのかな？　今はまだその時期じゃないと思っているだけ？

　いつか彰貴が結婚したいと思った時に、私の存在は確実に邪魔になる。

　一体いつまでこんなことを続けるつもりなのだろう。

「……彰貴は結婚したいとか思わないの？」

　彰貴の顔がゆっくりとこちらに向く。

　綺麗な茜色の夕日が、山に吸い込まれていっていた。

「俺は一生、結婚する気はない」

　まっすぐに見つめられて放たれた言葉に、心臓がぎゅっと握り潰されたような痛みを感じた。

　喜ぶべきなのか、悲しむべきなのか。

　結婚する気がないのなら、この偽りの婚約は長く続くだろう。

　仮に結婚する気があったとしても、私と彰貴が結婚するなんてありえない。ありえないのに、どうして傷ついているんだろう。なに、泣きそうになっているんだろう。

　恋人でもないくせに。

　自分の愚かさに心底呆れてしまう。

　本当に馬鹿。大馬鹿者。傷ついて、ようやく認めることができた。

　私は彰貴のことが好きだ。好きになっていた。

　あんなに好きになっちゃ駄目だって自分に言い聞かせていたのに。傷つくだけだからって。

　ああ、本当に自分が自分で嫌になる。

　傷つくだけの恋愛に踏み込んでしまった。

　気が付いたら、認めてしまったら、もうもとに戻ることはできない。好きな気持ちをなくすなんて、そんな器用なことは私にはできない。

　ただ、傷ついていくだけだ。どこまでも深く、深く、傷を深めて、痛みの範囲を広げていくのだろう。

　夕日が沈み、辺りは一気に暗くなった。ちらほらと明かりが灯り始める。彰貴の顔が男の顔に変わっていく。

「隣行ってもいいか？」

　いいと言う前に、もう隣に移動してきている。私の意見なんか聞く気すらない。

　距離を詰めて、頬を触り、甘い目で私を誘う。

「キスしていいか？」

「嫌だよ、なんでキスするの」

　そう言いながらも、離れようとはしない私。そして、嫌だと言っているのに、まるで承諾を得たかのように、彰貴は顔を近づけてくる。

　なにをされるか分かっているのに、抵抗できない。

　唇が重なり合う。まるで、離さないと言わんばかりに私を抱き寄せ、甘い蜜を吸うように角度を変えて優しいキスが何度も繰り返される。

　とろけるような甘いキスに、自然と吐息がこぼれ、空いた口の隙間から彰貴の舌先が侵入してきた。「やっ……」と言って、顔を横に背け唇を離すと、今度は強引に荒々しく唇を奪われる。

　もっと強く抵抗すればいいのに、それができない自分がいる。彰貴は押しが強いけれど無理やりではなくて、私が本気で拒んでいないことを分かっている。

　唇だけでなく心まで奪われて、私は抗うことをやめ、彼のキスに溺れていく。

　心の傷がまた深くなるのを感じながら……。




　観覧車を降りると、園内は幻想的にライトアップされていた。昼間とはまるで違う雰囲気。手を繋いで歩く距離感も、心なしか少し近づいているような気がする。

　恋人同士のような甘い雰囲気が漂い、胸がきゅうっと締めつけられる。

　幸せなようで、苦しい。嬉しいけれど、悲しい。

　偽りの婚約者。この関係はまがいもの。

　それなのに彰貴はまるで本当の恋人のような愛おしむ眼差しで私を見つめる。その表情はとても嬉しそうで穏やかだ。

　向けられる笑顔が虚しい。これが全部演技だなんて。

　どうして好きになってしまったんだろう。

　どうして彼なんだろう。

　あんな契約、しなければよかった。

　でも、出会わなければよかったとは思えない。

　これからどんなに傷つこうとも、母を助けるためなら仕方ない。

　会えば会うほど好きになるとは分かっていても、離れることはできない。

　それが私たちとの間に取り決められた契約だから。

　好きな男の偽りの婚約者を演じ続ける。これが私の運命。

　これからが、本当の悲しみの始まりなのだろう。










お前以上に大切なものなんてない




　母の手術の日程が決まったのは、遊園地デートから五日後のことだった。

　私はそれまで、東郷病院に転院して、最高のスタッフをつけてもらい手術ができるという安心感から、もう母の病気は治るものだと思って呑気に暮らしていた。だから彰貴への恋心なんてものが生まれてしまったんだろうし、デートにうつつを抜かすことができた。

　でも、病院に呼ばれて手術の詳細を聞いた時、私はなんて間抜けだったのだろうと、まさに地獄に突き落とされたような気分だった。

　母の手術は私が考えていた以上に大がかりなものだった。がんを含む背骨を特殊なのこぎりを使って丸ごと切り取り、それをマイナス二百度の液体窒素で凍結し、その骨を砕いてチタン製ケージ内に詰め込み、脊椎にはめ込む。凍結処理で死滅したがん細胞を体に戻すことで体の免疫系が活性化され、がん細胞を根こそぎやっつけてくれるのだ。素人の私が聞いても画期的な方法だと分かる高度な手術。

　母の病状は私が思っていたよりずっと深刻で、手術だって絶対に成功するとは限らない。下手すればそのまま死んでしまう可能性もあるし、神経を傷つけて体の一部が動かなくなる可能性も低くはないらしい。

　どうしよう。手術すればもう治るって思っていたのに。母が死んじゃったら、どうしたらいいんだろう。

　母は私のすべてだ。母がいなくなったら、私は天涯孤独の身となる。

　生きる意味を見失ってしまう。

　彰貴に母の手術の日程が一週間後に決まったことを報告するため、電話をかけた。

　明るく、気丈に話しているつもりだったのに、彰貴は私がドキリとするようなことを言った。

《今からそっちに行って抱きしめてやろうか？》

「え!?　なに急に！　なに言ってるの!?」

　驚いて、胸がバクバクとうるさいほど鳴っている。しかもいつもよりも優しい声色で言うから余計に胸が高鳴る。

《心配なんだろ？　ひとりが心細いなら俺が側にいてやる》

　私が落ち込んでいること、見破ってたんだ……。

　彰貴なりに私を励まそうとしているのが伝わってきて、涙が込み上げてきた。

　そんなに優しいことを言われると、頼ってしまいそうになる。弱音を吐きたくなってしまう。

「心配しなくても私なら大丈夫！　じゃあ、もう明日早いから寝るね！」

　でも、彰貴に頼るのはいけないと思って、慌てて乱暴に通話を切った。

　いくら契約だからといっても、立派な個室を用意してもらって、手術代や入院費用まで払ってもらっているんだから、これ以上負担はかけたくない。

　それに、好きだから余計甘えたくなるんだ。そんなの迷惑なだけだ。

　これは私の問題。私が解決しなきゃいけないし、乗り越えなきゃいけない。

　どんなにつらくても、絶望の波に飲み込まれていても、助けを求めちゃいけないんだ。




　手術までの一週間は、なるべく母と一緒にいるように努めた。まるで、タイムリミットがあるかのように、たくさん話をした。

　ほとんどは、『今日は天気がいいね』とか、『売店の焼き菓子が美味しい』とか、『元気になったらどこか旅行に行きたいね』とか、そんななにげない話ばかりだったけど、どうしてだかひとつひとつの言葉が胸に刺さった。

　今この時の会話を忘れないようにしようと、大事にしようと、綺麗な包装紙で包み込むみたいに、母の口から出てきた言葉を大切に胸の中にしまった。

　死ぬわけじゃない、これからが始まりだと自分に言い聞かせるけど、波のように押し寄せる不安を押しとどめることはできなかった。

　ただ話しているだけなのに、泣きそうになる。

　私がしっかりしてなきゃ駄目なのに。私が信じていなきゃ駄目なのに。

　これからのことを思うと、怖くて、怖くて仕方なくなる。

　何度、彰貴に電話をしようと思っただろう。メールを打とうと思っただろう。

　ひとりで立っているのがつらくて、ほんの少しだけ肩を借りたいと願うけど、彼の負担にはなりたくなかった。

　私は本当の婚約者でもなければ、恋人でもない。私は彰貴にとって、何者でもない。

　不安を口にして、私は彰貴になにを求めようとしているのか。

　これからは、どんな状況になってもひとりで歩いていかなきゃいけない。

　いつも母に頼りきりだった。今度は私が母を支えていくんだ。

　だから、だから、強くならなきゃいけないんだ。




　そして、手術前日。

　母の体調はとてもいい。先生も「必ず成功させます」と力強い言葉をくれた。

　用意された個室は、一泊数万円はしそうな高級な部屋だった。室内には録画やＤＶＤを観られる最新の薄型テレビが置いてあり、広々とした寝心地のいいベッドに、サイドテーブル、食器棚、冷蔵庫に加湿空気清浄機、付き添いの人が寝られる簡易ベッドも備え付けられている。さらにクローゼットとトイレにお風呂まであり、病院の個室というより、ホテルのようだ。それもビジネスホテルなどのような狭い空間ではなく、リゾートホテルのように広々としていて清潔でお洒落だった。

　そんな恵まれた環境にいるにもかかわらず、なぜか母は思いつめたような顔をしていた。ベッドの背もたれを起こし、足を伸ばして寄りかかりながら、ずっと外の景色を見つめている。

　やっぱり、明日の手術が不安なのだろうか。大丈夫だって励ましてあげないと……と思っていたら、母は意を決したように私の顔を見つめ、意外な言葉を発した。

「彰貴さんとは上手くいってるの？」

　急に彰貴のことを振られて、動揺して一瞬固まってしまった。

「え、なに、上手くいってるに決まってるじゃん。どうしたの、いきなり」

　笑顔が引きつる。驚きすぎて声も震えてしまう。

　なんだか、すべてを見透かされているようで、嘘をつくのが怖くなる。

　真剣な目で見つめてくる母から、私は視線を逸らした。

　なんで、今、彰貴の話題を出すの？

「婚約、嘘なんでしょ」

　心臓の音が自分の耳にも届きそうなほど、激しく動き出す。

「な、なに言ってるの。お母さんだって、彰貴に会ったでしょう。嘘なわけ、ないじゃん」

　目が泳ぐ。必死で動揺を隠して、作り笑いを浮かべる。

「胡桃の嘘に乗っかっておこうと思ってたんだけど、もしかしたら今日で最後になるかもしれないから、ちゃんと話しておこうと思って」

「最後って……なに？」

　母の口から聞き捨てならない言葉が出てきて、体中の血が一気に冷える。

　だけど母は、なんでもないことのように話を続ける。まるで、雨が降るから傘を持っていけ、みたいに。

「彰貴さんのお陰で、とてもいい先生に手術をしてもらえることになったから、そんなに心配はしてないんだけど、でも最後になる可能性はゼロじゃないからね。……お母さん、最初から気付いていたよ。ふたりが嘘をついていること」

　あまりにも淡々と言うから、否定する言葉も出なかった。そんな私に、母はさらに話を続ける。

「きっとなにかわけがあるんだろうなと思った。急に婚約の話が出て、こんなにいい個室を用意してもらえて、有名なお医者さんに手術してもらえるなんて、おかしいと思わないわけないでしょ。でも、胡桃が彰貴さんを好きだっていうことは真実だって分かったから、騙されたふりをしてきたのよ」

　もう、隠し通せないと思った。そもそも母に嘘をつくということ自体が無む謀ぼうだったのだ。私のことを一番分かっている母に、こんな大それた嘘が通用するわけがない。

　下を向いて、ぎゅっと手を握りしめた。そして、ポツリポツリと時系列に沿って真実を語り始めた。

　彰貴との出会いから、お互いの利益のために契約したこと。そして最後に彰貴のことを好きになり始めていることも。

　でも、ひと晩共に過ごして襲われそうになったことは言わなかった。彰貴の名誉のためにそこはさすがに隠した。

　私が話している間、母は一度も驚いたそぶりを見せることなく、まるですべて知っていたかのような顔で静かに聞いていた。

「……やっぱりね、そんなところかなと思った。だって話ができすぎているもの」

「そうだよね。私が彰貴みたいな人と婚約なんかできるわけないもんね」

　自じ嘲ちょう気味に笑うと、母は眉をひそめた。

「そういうことじゃなくて。私には彰貴さんの方が胡桃に惚れてるように見えたわよ」

「なに言ってるの！　そんなことあるわけない！」

　むきになって否定する私を、母は軽く受け流す。

「ふたりのことは、ふたりが向き合っていくことだから、あんまり口出ししたくないんだけど、胡桃はいつも我慢ばっかりしちゃうから。相手のことを考えすぎて、素直になれずに苦しんでこじらせちゃってるんじゃないかなって思ってたの」

　ドキリとした。言い当てられて、怖いくらいだった。

　でも、関係はこじれてはいないはず。彰貴の負担になるようなことはしていないし、私の恋心は必死に隠している。

　黙っている私に、母は優しい微笑みを浮かべた。

「もっとわがままになっていいんだよ。自分のために生きていいんだからね」

　泣きそうになった。母の気持ちが痛いくらい伝わってきたから。

　まるで遺言のようなその言葉は、とても温かくて愛に溢れていた。

「……うん」

　涙をこらえながら返事をしたけれど、実際どうやったらそういう風に生きられるのか分からなかった。わがままを言うくらいなら我慢をしていた方が楽だし、自分のために生きるよりも母のために生きる方が大切だ。

　でも、そんなことを言ったらまたたしなめられそうで、言葉をぐっと飲み込んだ。

　これが遺言になりませんように。また明日も母に会えますように。




　そして、手術の日を迎えた。

　母の手術は最短でも五時間は超える大手術だ。

　彰貴も、今日が母の手術の日ということは覚えていたみたいで、朝から電話をくれた。今日は大事な会議があるらしくて、病院に行けないことを申し訳なく思っているのが伝わってきて、それだけでありがたいし、励まされた。

　そもそも最初から彰貴についていてほしいなんて思うこと自体が図々しくて、そんなこと考えたこともなかった。確かに側にいてくれたら、どんなに心強いかと思うけど、これは私と母の問題で彰貴には関係ない。私ひとりで乗り越えなきゃいけない。

　母が手術室に入り、【手術中】のランプがついた後も、私はその前を離れることができなかった。廊下脇に置いてある長椅子にひとり座って、ただただ祈る。それくらいしか私にできることはない。

　そうして四時間が経過した頃、突然手術室が騒がしくなった。看護婦さんが走って出てきたり、なにに使うか分からないような手術道具が急いで運ばれていった。

　なにが起きたのかは不明だけど、嫌な予感がして、体中がぞわぞわした。座っていることもできなくて、立ったまま手術中のランプを見つめる。

　指先が震えていた。怖くて、不安で、今にも泣き出しそうだった。

　もしも……。もしもこのまま母が死んでしまったら。昨日の言葉が、本当に遺言になってしまったら。私は今後、どうやって生きていったらいいんだろう。母を失って、ひとりで立っていられる自信がない。

　いかないで。私を置いて、いかないで。お父さんお願い、お母さんを連れていかないで。

　気が付いたら、彰貴に電話をかけていた。三コール目で留守番電話になった時、黙って通話を切った。

　出るはずなんかないのに。今日は大事な会議だって言ってた。

　なにやってるんだろ、私……。

　涙がこぼれて頬を伝った。

　しっかりしろ、しっかりしろ、私。

　そう言い聞かせるも、涙が溢れて止まらなかった。

　その時、握りしめていた携帯が鳴った。驚いて見ると、発信者は彰貴だった。

「……もしもし？」

　泣き声のまま電話に出た。

《胡桃？　どうした、大丈夫か？》

　焦っているような、心配しているような優しい声に、大きな波が押し寄せるように涙がどっと溢れ出した。声にならない声で嗚お咽えつをこぼす私に、彰貴は黙ってそのまま私の泣き声を聞いていた。

《今から、そっちに行く》

「え？」

　予想もしていなかった言葉に驚いてしまった。

《待ってろ》

　そうひと言残して通話は途切れた。

　……え、来るの？　まさか、だって、今日は大事な会議があるって言ってたのに。

　半信半疑のまま、手術室の前でずっと泣き続けていると、本当に三十分もしないうちに彰貴が病院に駆けつけてきた。

「胡桃！」

「彰貴!?」

　長椅子から立ち上がり、目を丸くして彰貴を見る。

　私の目はきっと赤く腫れていたのだろう。私の顔を見るなり、彰貴は心配でたまらないといった表情を浮かべ、ぎゅっと私を抱きしめた。

「あき……たか？」

　彼の大きな胸に包まれて、さっきまで不安で仕方なかった気持ちが落ち着いていく。

「大丈夫、俺が絶対に死なせない」

　彰貴の言葉は、なぜか本当に大丈夫になるような気がするほど重みがあった。

「……うん」

　彰貴の背中に手を回し、私も力強く抱きしめる。

　大丈夫、きっと上手くいく。

　自然とそう思えるようになって、息を吸うことが楽になった。

　大きく深呼吸すると、彰貴の匂いに全身包まれて、温かい気持ちになった。

　……彰貴が、好き。愛してる。

　もう止められない。




　互いをしっかりと抱きしめながら、どれほどの時が流れたのだろう。手術の予定時刻の五時間はすっかり過ぎて、六時間が経過していた。

　抱き合った手をほどき、並んで長椅子に座る。手は恋人繋ぎをして、彰貴の肩に頭を寄せていた。

　そうして六時間半が過ぎた頃、ようやく赤いランプは消え、ほどなくして手術室から担当医が出てきたので、私たちは弾かれたように立ち上がった。担当医は、私の隣に彰貴がいることに少し驚いた様子で、彰貴に軽く会釈すると、すぐに私の顔を見た。今にも泣き出しそうな私の思いを汲み取るように、ほっとするような優しい笑みを浮かべて言った。

「……手術は、成功しました」

　安心して腰が抜けそうになった私を彰貴が支える。

　それを見て、先生がまた笑う。その顔には隠し切れない疲労が浮かんでいたけれど、その分やり切った安堵感もあった。

「ありがとうございます」

　泣きながら感謝を伝えた。それしか言葉が出てこなかった。

　ありがとうございます、ありがとうございます。

　涙がとめどなく溢れてきて、とてもじゃないけど話をすることができない。

　彰貴はそんな私を支えながら、担当医にひと言「よくやった」と声をかけた。

　そこには、感謝と敬意が溢れていて、先生は畏おそれ多い様子で深く頭を下げた。そんな先生の態度から、難しい手術な上に彰貴からのプレッシャーも半端じゃなかったのだろうということが見受けられた。

　彰貴にも先生にも感謝の気持ちでいっぱいだった。

　明日もお母さんに会える。それが、当たり前ではないことを痛感して、命の重さを学んだ。

　そして、先生がいなくなると廊下にまた静けさが戻ってきた。

　彰貴はスマホを見て、軽くため息をついた。

「すまん、もう行かないと」

「ううん、ありがとう。ごめんね、大切な会議の途中だったんでしょ？」

「お前以上に大切なものなんてないよ」

　彰貴は私の顔が真っ赤になるような台詞を言って、照れている私を見て微笑んだ。

「仕事が終わったら、また会いに行く」

「本当？　嬉しい、待ってる」

　なぜか、自然に素直になれた。

　嬉しい、待ってる、なんて普段はそう思っても口に出すことはできなかったのに。

　もう、好きな気持ちを隠すことなんてできない。

　彰貴の顔が近づき、口づけを落とした。私は自然にそれを受け入れる。

　唇が離れて名残惜しい空気が流れ、それを振り切るように「じゃあ、また」と言って彰貴は私に背中を向けて歩き出した。

　小さく手を振りながら、離れる寂しさと必死で戦う。

　今夜も会える、その約束がなかったら、遠ざかる背中に抱きついてしまいそうだ。うっかり気を緩めたら、好きと口走ってしまいそうになるくらい、体中が好きで溢れている。

　彰貴が誰で、私が誰で、身分だとか将来のこととか、そんなことどうだっていいくらい、好きになってしまった。

　傷つくのが怖かったけれど、傷ついたって構わないくらい、彰貴が好きで、彰貴を求めている。

　この恋を全力で守りたい。

　消え行く彰貴の背中を見つめ、そう思った。










たそがれの蜜月




　彰貴が帰った後、ようやく母と対面できたけれど、まだ意識はなく目覚める様子もなかった。それでも面会時間が終わるまでは病院にいて、ひとまず容態は安定していると聞いたので、帰宅することにした。

　家に帰り、ひんやりとした暗闇の中電気をつけると、誰もいない部屋が殺風景で寂しく見えた。

　ひとりのつらさが身に染みて、心が痛い。孤独なんて大嫌いだ。

　でも、これが現実なのだから受け入れるしかない。お母さんが帰ってくるまで耐えるしかない。

　一生続くわけじゃない、希望はある、だから、もうちょっと頑張れ、私。

　押し寄せてくる寂しさを追いやるように、ぐっとお腹に力を入れて動き出す。とりあえずお茶でも飲もうと思って、やかんを火にかける。

　そういえば、仕事が終わってから会いに行くって言っていたけど、どこで会うんだろう。どこかに行くにしても、家に迎えに来るだろうから、部屋に上がるのかな？　上がらせないのも少し失礼な気もするし。

　この家に入ったらなにもなくてびっくりするだろうな。でも今さら飾っても仕方ないし、そもそも物理的にも飾るものすらない。

　まあ、いいか、と諦めの笑みがこぼれる。

　これが私だ。なにもないけど、彰貴を愛する気持ちだけは溢れるほどにある。

　傷ついたっていい。無鉄砲だっていい。

　彰貴が側にいてくれれば、それでいい。




　二十三時を少し過ぎた頃、玄関のチャイムが鳴った。心臓が跳ね上がり、喜び勇んで玄関へと走る。

　小さな丸穴から外を見ると、スーツ姿の彰貴がいた。急いでドアを開ける。

「遅くなったな」

「ううん、彰貴こそ疲れてるでしょ」

「胡桃の顔を見たら、疲れなんて吹っ飛んだよ」

　またもやこちらが恥ずかしくなるような台詞を言って、彰貴は家の中に入ってきた。

　部屋に上がることを自然と受け入れている私。本当の恋人同士みたいだ。

「なにもないでしょ」

　部屋の真ん中に立つ彰貴の背中に言葉を投げかけた。

「そんなことよりセキュリティーの甘さが気になる」

「セキュリティー？」

「危ないだろ、こんなところに若い女がひとりで住んでたら」

　至極真面目な表情をして、心の底からよろしくない、と思っている様子が表われていた。

「大丈夫だよ、きっともうすぐお母さんが退院するから」

　私がそう言っても、彰貴は渋い顔をして不服そうだ。

「なにか飲む？　っていっても彰貴が普段飲んでいるような美味しい飲み物はなにひとつないんだけど」

　話題を変えようと、座布団に座るように促しながら言った。すると、キッチンに向かおうとした私の手を彰貴が掴んだ。

「なにもいらない。お前がいればそれでいい」

　そう言って、私を無理やり隣に座らせた。

　密着する距離に、胸が張り裂けそうなくらいドキドキする。

　彰貴は私の腰をぐっと引き寄せ、ぴったりと体をくっつけた。

「一緒に住むか」

「はあ、なに言ってるの？」

　驚くのを通り越して、呆れた眼差しで見つめる私に、彰貴は柔らかな表情で答える。

「一緒に住めば安心だし、なにより会える時間がぐっと増える」

　会える時間が増えることはとても魅力的な提案だった。でも一緒に住むなんて現実的とは思えない。

「住むってどこに。うち？　古いし、なにもないよ」

「俺の家に来ればいい。まあ家っていっても、ランドタワーのレジデンスだが」

「ランドタワーのレジデンスってなに？」

「そうだな、代表的な例を言えば、六本木ヒルズとかミッドタウンとかだな」

　絶句だった。そんなところに、本当に人が住んでいるなんて。私にとっては火星に住んでますと言われるくらいの別次元の話だ。

「ムリムリムリムリ！」

　顔を何度も左右に振って、拒絶の意志を表した。

「どうして」

　彰貴は明らかに不満げだ。

「お店とか病院とか通えないし！」

　どこに住んでいるのか知らないけど、いつも車で来るってことはそれなりに遠い距離にあるのだと思う。

「お前専属の車を用意させる」

「ムリムリムリムリ！」

　またもや無理を連発する。よっぽど無理なんだということを分かってほしい。

「なんでだ」

　今度は眉間に皺を寄せて、少し怒っている様子。自分の提案が拒否されることが気に食わないようだ。

「そんなところ住めないし、居心地悪いし、とにかく無理！　上手く説明できないけど、無理なものは無理！」

「ここよりはよっぽど居心地がいいはずだが。最高級のシーツにキングサイズのベッドもある」

「あのね、想像してみて。例えばジャングルに住んでた動物が、急に人間用のふかふかのベッドで寝ろって言われても寝られるわけないのよ」

「お前はジャングルにいる猿か」

「だからたとえ話だってば。それくらい私にとっては受け入れられない世界なの」

　彰貴はうーんと唸り、部屋を見渡した。八畳ほどしかない畳敷きの部屋にはベッドさえない。あながちたとえ話も的を射ているかもしれないと思ったのか、彰貴は大きく鼻で息を吐き、唇を真一文字に結んで考え込んだ。

「分かった、俺がここに住もう」

「はあ!?」

　驚きで大きな声が出てしまった。

　冗談ではなく、本気で言っているのが伝わってくるから、うろたえてしまう。

「待って、彰貴がここに住むってことは、ふかふかのベッドで寝ていた人間が、ジャングルのなにもないところで野宿するようなもんだよ」

「いや、そこまでなはずはないだろう。いいとこ、アウトドア感覚だ」

「でも……でも……」

　彰貴がうちに住むなんて、そんなの無理に決まってる。

　住む世界が違う人なんだ。生まれてからずっと、これからも……。

　でも上手くそれを言葉にできなくて、ただ慌てふためくだけだった。

「場所なんてどうでもいいんだよ。言っただろ、胡桃がいればなにもいらないって」

　彰貴はもう、覚悟を決めたようだった。

　彰貴の豪華なマンションに住むというよりも、狭くて古いこのアパートで一緒に暮らすという方が、なぜか甘美なもののように感じた。

　彰貴の家と違って、ここはひと部屋しかないし、小さな布団を寄せ合って寝るしかない。そこには避けられない男女の深い結びつきが当然あるわけで……。

「でもさ、だってさ……」

　なにを言えばいいのか混乱してきた。問題となる趣旨が、私の中で少しずつ変化していって、ここに住むことが問題なのか、深い仲になることが問題なのか、よく分からなくなってきた。それに、一度言い出したことはなにがなんでも押し通す性格の彰貴に、どうやって納得してもらえばいいのだろう。

「服とか、物とか、置き場所ないよ！」

　物理的に無理だということを分かってもらおうと現実的な不可能さを押してみた。

「服なんて会社で着替えればいいだろう」

「お母さんが退院したらどうするの!?」

「そしたら、お役御免ってことになるんだろうな。不服だが」

　その言葉からは、ずっと一緒に住みたいと思ってくれている気持ちが伝わってきて、とんでもない提案をされているのに、なんだかだんだんその気になってきた。

　一緒に住めば会える時間が増えると彰貴は言った。会いたいと思ってくれていることが嬉しかった。私のために、こんな狭くてなにもなくて寝心地の悪いところでも、一緒に住もうと言ってくれる。

「嫌か？」

　彰貴の指が、私の髪の毛に潜り込み、右耳に軽く触れた。

　懇願するような官能的な目。

　そんな風に見つめられたら、断ることなんてできない。だって本音は私だってずっと一緒にいたい。ひとりでいるこの部屋は寂しくておかしくなりそうだった。

「……嫌じゃない」

「じゃあ、決まりだ」

　彰貴は妖あやしく微笑んで、私の唇を食べるように口づけしてきた。吸いついては離れ、また吸いつく。静かな部屋に、リップ音が響く。

　腰が砕けるような、甘いキスの嵐に、頭も体もどうにかなってしまいそうだ。

　ゆっくりと押し倒され、首筋を舌が這う。

　そうだ、私たちはまだ一線を越えていないのに、一緒に住む約束をしてしまった。

　一線を越えていないどころか、付き合ってもいない。でも彰貴は当然のように、私を抱こうとしている。そして私もそれを受け入れようとしている。

　本当にいいのだろうか、これで。このまま、流されて……。

「胡桃、愛してる」

　私の心配を読み取るように、彰貴は愛の言葉を囁いた。

　……いいんだ、これで。

　流されてもいい、傷ついてもいい。すべてを彰貴に捧げたい。

　彰貴が欲しい。彰貴を愛してる。

　ただそれだけでいい。

　余計な力が抜けて、彰貴から与えられる刺激に身を震わす。

　ただ、彰貴だけを感じていたい。私を彰貴でいっぱいにしてほしい。

　愛してる、今はただ、それだけで……。




　目覚めた時にひとりではないということが、どれほどの安らぎと幸せを与えてくれるかを、身をもって体験した。

　布団の中で私は彰貴に包まれるように眠っていて、頭の下には彼の手があり、彼の足は離さないと言わんばかりに私の足に絡まるように乗せられていた。彰貴の体温を感じて、額には彼の寝息が吹きかけられる。

　くすぐったくて、少し窮屈で、それでも胸の中がムズムズするような、笑い出したくなるような、不思議な幸福感に包まれていた。

　起き上がるのがもったいなくて、彰貴の体にすり寄り、腰に手を回してぎゅっと抱きしめた。

　すると、彰貴が目覚めた。

「ん……おはよう」

　寝ぼけまなこで、少し掠れた声を出した彰貴の顔は、温和で幸せそうに見えた。こんなに優しい顔もできるんだと少し驚く。

「おはよう」

　私は少し照れくさそうに言った。

　なにしろ裸のまま寝てしまって、今も肌と肌が直接触れ合っているのだ。

　軽くキスをしてから彰貴は起き上がり、まだ寝起きの声のまま、どこかへ電話をかけ、「すぐに迎えに来てくれ」と頼んでいた。

「朝ご飯いる？」

「いや、時間がない」

　忙しいんだなと、よれよれになってしまったワイシャツに袖を通している彰貴の背中を見て思った。

　そうだ、私もお店に行かなくちゃ。仕込みをして帳簿をつけて、それが終わったら病院に行って……。やることはいっぱいある。寂しさを感じている場合じゃない。

　いそいそと着替えを済ませ、頭のスイッチを切り替える。

　彰貴も、スーツを身に着けた頃には、いつもの鋭い眼差しに戻っていた。

「今夜も帰ってくるから」

　仕事モードになりつつも、私に向ける声色は優しくて、それが独特の色気を醸し出している。

『帰ってくるから』

　彰貴の中では、もうここが帰る場所だと当然のように認識しているのが照れくさくもあり、嬉しくもあり、そしてなにより安心した。

　もうひとりじゃない。

「……うん」

　小さく頷く。

　ふたりの間には、昨日まではなかった親密な空気が出来上がっていると肌で感じた。

　友達でもない、親友でもない、家族に少し似た、それよりも甘い親密性。この関係を恋人、と呼んでいいものなのか。

　少なくとも私は、彰貴のことを心から愛している。

　愛がなにかと聞かれたら上手く説明できないけれど、自分よりも大切なものとして表現するなら、彰貴は間違いなくそうだと躊ちゅう躇ちょなく言える。

　自分よりも大切なものは、この世で母だけだった私に、ひとつ増えた大切な宝物。




　ほどなくして、彰貴専用のリムジンが到着し、彼は颯爽とそれに乗って出勤していった。

　空気の澄んだ清々しい朝だった。午前七時、まだ早朝だというのに、人はまばらにいて、少しさびれた商店街はすでに動き出している。

　いつもよりも早い時間にお店に着き、シャッターを開けた。東の空から昇る日差しを背中に浴び、普段より空気が軽く感じて自然と背筋が伸びる。

　さて、今日も頑張ろう。

　まずは溜まっている事務仕事を片付ける。小さな店には事務机を置く場所がないので、キッチンの片隅で背もたれのない丸椅子に座って、伝票を広げて電卓を叩く。

　今月も少し赤字。私が病院に行って店を空けることが多いので、閉店時間を早め、お弁当の数を減らして営業していることが原因だ。

　萩原さん夫婦にお給料を支払ったら、手元に残るお金はほとんどない。材料費や賃料、その他雑費などに綺麗に消えてしまって、ここ数カ月はタダ働き同然だ。

　貯金もどんどんなくなっていっているし、このままだとお店の存続自体が危ない。

　もっともっと頑張らないと。

　母のことで頭がいっぱいで、お店のことが二の次になっていた。だから、店の経営の心配ができるようになったということは、自分に少し余裕が出てきた証拠かもしれない。もちろん、母の手術が成功したということもあるし、母のほかにもうひとつ大きな支えができたということも大きい。

　集中して事務処理をきりのいいところで終わらせ、エプロンと三角巾をつけて料理の下ごしらえの準備に取りかかろうとしているところで、萩原さん夫婦が出社してきた。時刻は八時半。私の出社もいつもはそのくらいの時間なので、もう着替えて準備に取りかかっていることに驚いていた。

「あら、おはよう、胡桃ちゃん。今日は早いのね」

「おはようございます。なんか目が覚めちゃって」

　笑顔で返事をすると、萩原さん夫婦は互いに目を合わせて、ほっとしたように顔を綻ばせた。

「その様子だと、お母さんの手術は成功したのね」

「はい、そうなんです。お陰様で。昨日は一日お店に出られずすみませんでした」

「いいのよぉ、そんなこと。無事だったことがなによりなんだから」

　言いながら、萩原さんの目が潤んできて、最後の声が震えていた。ご主人が萩原さんの背中をポンポンと叩き、笑いながら言った。

「こいつね、昨日一日、心配で心配で、三十分おきくらいに、大丈夫かしら、もう終わったかしらって言うもんだから、そんなに心配なら電話すればいいだろって言ったんだけど、それは大変な時だからできないって言ってさ」

「あ、それは……すみません、私から電話すればよかったですね」

「いいの、いいの、いいの、いいの！　そんな余裕ないことくらい分かってるから」

　萩原さんは涙ぐみながら真剣に言っているのに、『いいの』がやたらと多いことがおもしろくて、思わず笑ってしまう。

「ああ、成功してよかった」

「本当だな」

　ご主人は萩原さんの肩に手を回して、しみじみと呟くように言った。

　こんなにも心配してくれる人がいるなんて、私は恵まれているなと思った。

　私は、幸せ者だ。




　お昼のピークを過ぎてお店が静かになったことを見届け、後のことは萩原さん夫婦に任せて急いで病院に向かった。

　店の最寄り駅から電車で二駅、駅から歩いて三分ほどの一等地に東郷病院はある。まるでホテルのロビーのような雰囲気のエントランス受付には、黒のスーツを着たコンシェルジュと呼ばれる受付嬢が三人立っている。一階は外来専用となっており、二階がリハビリ病棟、そして三階から五階までが入院病棟だ。

　高級感漂うエレベーターに乗り込み、五階のボタンを押す。入院病棟のフロントで名前を記入し、見舞い客用のストラップとカードキーを受け取った。そしてフロント右側の高級個室専用エリアへと歩を進める。

　名前札もなにもないドアにカードキーをかざし、音を立てないように中に入ると案の定、母は寝ていた。小さな寝息を立てて、胸が上下に揺れていることに、幸せな安心感を覚える。

　今日も生きている。当たり前なことのようにも、奇跡的なことのようにも思える。

　椅子に座りながら、まるで子供の寝顔を見守る母のような気持ちで、母の寝顔を見つめた。それは少し胸の奥がむず痒くなるような不思議な感覚だった。

　ちょうど担当医が巡回に来て、モニターに映し出された母の脈拍や鼓動をチェックした。

　嬉しいことに、母の容態はとても安定しているとのことだった。でも、まだ意識がはっきりしている時間は少なく、会話をするほどの体力はないらしい。

　面会時間ぎりぎりまで待って目覚める気配がなかったので、メモ程度の手紙を残して、今日は帰ることにした。

　朝からずっと動いているのに、不思議と疲労感はなかった。

　母の手術が成功した安堵も当然あるけれど、それ以上に、心の中で支えとなってくれるものの影響も大きかった。

　父が死んで、母とふたりで支え合って生きてきた。母に愛され大切に育ててもらってはいたけれど、心の奥底には埋められない空洞があって、漠然とした孤独を抱えていた。それが不思議なことに、すっかり孤独を感じなくなっていた。きっと空洞は今もあるのだろうけれど、厚い蓋で閉められたような安心感があった。

　愛する人ができるということは、こんなにも心の安定に繋がるものなのかと驚いた。

　ただ愛している、それだけで心は満たされる。




　二十一時を過ぎた頃、今から帰るという電話の二十分後に玄関のチャイムが鳴った。高鳴る鼓動を抑えてドアを開けると、いつも通りスーツ姿の彰貴がいた。

「ただいま」

「……お、おかえり」

　なんだこれは。すごく恥ずかしい。まるで新婚さんごっこ。

　赤面してしまって、顔を上げられずにいる私の横を当然のように通り過ぎ、部屋の隅に私でも知っている高級ブランドのロゴが施された大きなボストンバッグを置いた。

「なに入ってるの？」

　興味深げにボストンバッグを見る私。

「下着とか部屋着とか……色々」

「そうだよね、色々必要だよね。もっと部屋が大きければ彰貴の荷物も置けるんだけど」

　苦笑いしながら彰貴を見上げる。

　今夜もここに帰ってきてくれたことが本当に嬉しい。一泊で音を上げて、やっぱり住めないと言われても、なにも文句を言えない立場だから。

「そのことだが、しばらくここで厄介になるわけだから、これをお前に預ける」

「え？」

　きょとんとしていると、彰貴は財布からなにかを取り出した。

「好きに使っていいぞ」

　目の前に差し出されたのは、黒光りするクレジットカード。

　これは、まさか……かの有名なブラックカード!?

「ムリムリムリ！　こんなの怖くて持てない！」

「大丈夫だ、落としたって盗まれたって、盗難保険が充実しているから、普通のカードよりも安全だ」

「そういう問題もあるけど、そういう問題じゃなくて」

　自分でもおかしなことを言っている自覚はあるけど、それよりも気が動転していた。

「じゃあどういう問題なんだ」

　彰貴はとてもまっとうな疑問を投げかけた。

「わ、私が無駄遣いしたらどうするの！」

「無駄遣いとは子供みたいな言い方だな。要は、このカードで胡桃が豪遊したらどうするんだって話か」

　私は彰貴の目を見ながら、コクコクと頷いた。

「例えば、そうだな、胡桃が高級バッグを買ったり、高価な家具を買ったり、エステに行ったり、とかそういうことだよな」

「そう、内緒でそういうことされたら嫌でしょ！」

　そんなことは絶対しない自信があったけれど、危機感を持ってほしくてあえて否定せずに言った。すると……。

「なんの問題もない。むしろ歓迎する」

「はあ!?」

　なに言っちゃってるの。お金がありすぎて困ってるとでも言うわけ!?

「いつも色気ゼロのジーンズ姿だから、まあその姿も好きではあるが、女性らしい格好をして輝いていく胡桃も見てみたい」

　彰貴は少し遠くを見つめて、ニヤリと笑った。

　……なんかもう、呆れてというか、驚いてというか、私の常識の範はん疇ちゅうを超えすぎていて言葉にならない。

　私が散財するお金なんて彰貴にとっては痛くも痒くもないのだ。

「ということで、そのカードは好きに使え」

「いや、でも……」

「せめて日用品くらいはいいのを買ってもらえると助かる」

　あっ、と小さく息をのんだ。

　生まれた時から最上級なものに囲まれて育ってきた彰貴が、こんな質素なところで寝起きするというのは、とてもストレスがかかり疲れることだろう。

　そうだな、せめてトイレットペーパーはシングル十二個入り百九十八円の特売品じゃなくて、三百円か四百円くらいする分厚いものに変更してあげよう。

「分かった。しばらく借りるね。でも不必要なものは買わないから！」

「買ってもいいぞ」

「もう、だからそういうこと言わないでよ！　持ちにくくなる！」

　彰貴の肩を叩くと、力の抜けた自然な顔で彼は笑った。

「分かったよ。どう使おうと胡桃の好きにすればいい」

　彰貴の家に住むことを拒んだ私に譲歩して、こんな質素な家で寝てくれるという優しさを忘れちゃいけない。

　彰貴が少しでもほっとできる空間にしてあげたい。私も、少しずつ譲歩していかなくては。

「明日、ちょうどお店が休みだから、色々買ってくるね」

　ブラックカードを胸の前で両手に包んで、大事そうに持っている私を見て、彰貴は少しほっとしたように微笑んだ。頑固な私を説得してカードを持たせるにはどうしたらいいか、彼なりに考えていたのかもしれない。

「でも、どこで買ってこようかな。せっかくだからタオルとかお揃いのマグカップとかも欲しいし……。彰貴はいつもどういうところで買い物しているの？」

　私が行くのは商店街にある安い雑貨屋で、きっとそういうのは彰貴の趣味には合わないだろう。それならせっかく買っても意味はない。

「八や重え木ぎに車を出すよう言っておく。あいつなら俺の好みを熟じゅく知ちしているからな」

「八重木って……あの運転手さん？」

「そうだ」

「そんなの悪いよ！」

　慌てて拒む私に、「またか」と彰貴は呆れ気味に言った。

「明日は一日社内にいる。だからあいつは暇だろうし、これも運転手の仕事のうちだ。お前が気にすることはない」

「そっか……」

「納得してくれて嬉しいよ」

　ふと、まじまじと彰貴を見る。

　自覚はあまりないのだけれど、親しい人たちからよく『胡桃は頑固だ』と言われる。もしかしたら彰貴も、頑固でかわいげのない私に振り回されて苦労しているのだろうか。彰貴の性格上、私に譲歩するなんて考えられないと思っていたけど、実はいつも譲歩していたのは彰貴の方だったのでは？

　現に、こんな古くて狭苦しい部屋に一時とはいえ住むと言ってくれたし……。

「あの……彰貴……あのさ……」

　急に恥ずかしそうにもじもじとし出した私を、彼は訝しげに見つめる。

「なんだ」

　こいつはなにを切り出すつもりなんだと身構えているのが傍目から分かる。そんな大したことを言うつもりはないのに、なんだか妙に照れくさくて言い出しにくい。

「あの……えと、いつも……色々……ありがとう」

　最後の大事な言葉が尻すぼみになってしまった。ただ『ありがとう』と伝えるだけなのに、彰貴の目が見られなくて、俯きながら口にした。いつもは簡単に言えるのに、本当に心からの気持ちを込めようとすると、途端に恥ずかしくなる。

　なんて素直じゃないかわいくない女なのだろう。我ながら呆れる。

　こんな私と一緒にいてくれて、ありがとう。

　彰貴はなにが起こったのか分からないというような顔で、呆然と私を見つめていた。まさか『ありがとう』と言われるとは露つゆほどにも思っていなかったのだろう。しかもなぜか当人は照れている。

「お前は……」

　彰貴はわなわなと震え出した。

　え、なに!?　まさか……怒られる!?

「かわいすぎるだろ！」

　勢いよく放たれた言葉と共に、いきなり飛び込むように抱きつかれた。

「ひゃあ！」

　彰貴の重みで床に倒れ込む。思わぬ形で押し倒され、なにが起きたのか一瞬分からなかった。

　……かわいい？　しかも、かわいすぎる？　どこが？

　頭の中がクエスチョンマークでいっぱいの私を、非難がましく見下ろす彰貴。

「俺を翻ほん弄ろうさせたこと、後悔させてやる」

「翻弄？　なに言ってるか分かんない」

「分かんなくていいんだよ。知られたら……俺が恥ずかしいだろ」

　納得がいかない様子の私に、自分の情熱を流し込むように唇を重ねてきた。

　彰貴の身体が、熱い。

　珍しく余裕を感じなくて、溢れ出る感情をぶつけるようにキスを降らせる。

　固い畳の上は少し背中が痛くて、それでも彰貴は止まらなくて、それがなんだか妙に気持ちを昂らせた。ただ無心に互いの体を貪むさぼるように求め合った。

　狭くて古い部屋。天井にはいくつか染みができている。少し声を出せば隣に聞こえてしまうほどの薄い壁。それを気にして必死に声を我慢している私に気が付いた彰貴は、私の唇を自分の唇で覆う。

　そして私は悲鳴に近い声をあげ、その声は彰貴の口内に吸収されていった。

　固い畳の上。決して居心地がいい場所ではないけれど、ふたりで一緒にいる、それだけで十分だった。




　翌朝も、彰貴は朝日が昇る時間に家を出た。

　朝食はおろか、一杯のコーヒーすら飲まずに出勤していく彰貴。朝食は車の中か会社で取るという。

　うちには安いインスタントコーヒーしかないことが分かっているからなのか、これが彼のスタイルなのか。お風呂も済ませてから来ているし、そもそも、うちでシャワーを浴びる彰貴の姿が想像できない。

　少しの間とはいえ、ここに寝泊まりするのは彼にとって相当のストレスになるんじゃないだろうか。ゆっくり寝られたかな……。

　そんなことを考えていた時、玄関のチャイムが鳴った。八重木さんが来たのだ。

　彰貴から預かったブラックカードをなくさないようにしっかりと鞄に入れ、玄関へと向かった。




　八重木さんの運転するリムジンが到着したのは、都心の一等地にどんと構えるお洒落なインテリアショップだった。大きなガラス張りの外観から店内を覗くと、白を基調としたシンプルで上品な色合いでまとめられている。

　見るからに、高そう。若者受けするお洒落さというよりも、上質なものを好む本物志向の方たち向けの店だ。

　車の中から見ているだけなのに、もう気後れしている私に八重木さんが声をかける。

「わたくしは車の中で待っていますので、どうぞごゆっくりお買い物なさってください。荷物が多い場合は店内のスタッフに車で来ている旨をお伝えください。こちらまで運んでくださいます」

「え、でも私、なにを選べばいいか……」

　てっきり八重木さんも一緒に店内に入って選んでくれるものだと思っていた私はうろたえた。

「大丈夫です。選ぶのはとても簡単です。一番高いものを買えばいいのです」

　八重木さんは運転席から後ろを向き、ニコリと微笑んだ。

　……一番高いもの。まあ、なんてシンプル。選ぶ必要はないってことね。

　私は苦笑いで返事をすると、大きなため息をつきながら車から降りる。

　私はいつも一番安いものを選んでいるっつーの。

　心の中で毒づきながら店内に入った私だったけど……結局、数分で店を出てきた。

　意気消沈して車へと戻った私に、八重木さんは不思議そうに声をかける。

「早かったですね。おや、買ったものは？」

　私はまるで戦いに敗れた武士のように、落ち込みながら答えた。

「買わなかった……。ううん、買えない、あんな高いもの」

　ある意味では、私は戦いに敗れたと言えるのかもしれない。

　最初は意気揚々と乗り込んでいったのに、玉ぎょく砕さいしてなにも買わずに出てきてしまった。すべてがあまりにも高くて、買うことが怖くなってしまったのだ。

　だって、トイレットペーパーが四ロールで千二百円。フェイスタオルが一万円。枕カバーは一番安いので三万円、高いのは十万円を超えるなんて……。

　自分のお金ではないとしても、もったいなくて使えない。

「どうしましょうか。帰りますか？　それとも別のお店にお連れしましょうか」

　八重木さんの提案に、私は一拍分間を置いて言った。

「いい。もう買わない」

「……そうですか」

　明らかに落胆する八重木さん。

　私は昨夜からずっと考えていたことを彼に話した。

「私が……彰貴の家に住む」

　バックミラー越しに見えた八重木さんは驚いた顔をしていた。驚きすぎて声も出ない様子だった。

「そもそも最初からそうすればよかったのよ。変な意地張ってないで、甘えればよかった。そうしたら忙しい彰貴の負担にならずに済むし、今より一緒にいられる。カードなんてもらって、それで一から色々なものを揃えるより、あるものを使った方が安く済む。私はどこでだって寝られるし、どんなものを使おうと構わない。彰貴の家にあるものはうちよりいいものばかりだろうし」

　一気にまくし立てるように言う私を、八重木さんはポカンとした表情で見ていたけれど、ひと通り聞き終わると、ふっと笑みをこぼした。

「それを聞いたら、彰貴様は喜ばれると思います。決して口には出しませんが、胡桃様の家で寝泊まりするのは大変でしょうし」

「どうして口に出さないの？　失礼だと思うような繊細さが彰貴にあるとは思えないけど」

「苦労知らずのお坊ちゃまと思われたくないからでしょうね。それに、胡桃様にとってはお母様と暮らしてきた大切な家ですから、その家で過ごしたいだろうという気持ちも汲んでのご配慮でしょう」

　八重木さんの言葉にハッとした。

　自分がひどく子供に思えた。彰貴は私が思っていた以上にずっと大人で、私が考えていることなんてお見通しなんだ。

　カードのこともそう。私は贅沢を怖がる保守的なところがあるから、カードを持たせても浪費はしないって分かっている。自分と一緒にいるなら少しは贅沢に慣れろって意味で、あえてブラックカードを渡したのかな？　だとしたら、彰貴は私と長く一緒にいられるように考えてくれているのかもしれない。信頼の証を含めて。

　……なんて、それは私の願望か。

　彰貴が考えていることなんて、私には知るよしもない。

　でも、ひとつだけ分かったことがある。

　ふたりがずっと一緒にいるためには、お互いの価値観と生活に歩み寄っていかなければいけない。私と彰貴は、同じ日本に住んできたとは思えないほど生活の質が異なる。これはもう、異文化の人と付き合っているんだと思って、ある程度吹っ切らないとやってられない。

　無理だ無理だばっかり言ってないで、彰貴の生活に合わせる努力も必要よ、私！

　あの彰貴でさえ、私に合わせる努力をしてくれていたのに、それにまったく気付いていなかったっていうのも問題。

　ずっと一緒にいるために、ずっと一緒にいたいから、そして、会う時間が少しでも多くなるように……。彰貴の家に住んで、もっと彰貴のことを知っていこう。

「それでは、胡桃様の気が変わらないうちに、彰貴様にその旨を伝えてよろしいでしょうか」

　八重木さんはにこにこしながら言った。もう手には携帯が握りしめられている。

　気が変わらないうちにって……私は一体どういう性格だと思われているんだろう。

「うん、大丈夫。もう覚悟はできたから」

　女に二言はない。というより、私に二言はない。

　八重木さんはほっとしたように微笑み、すぐに電話をかけた。

　お店に連れていったけど、なにも買わなかったことを伝え、そして彰貴の家に住むと言ったことを簡潔に説明する八重木さん。その後は「かしこまりました」と言って電話を切った。数分もかかっていなかったと思う。

「これからすぐに彰貴様の家に行くように、とのことです」

「え、今から？」

「必要なものはすべてこちらで揃える、とのことです」

「いやいや、さすがに洋服類は持っていかせて」

　八重木さんは二秒ほど考え込んだ。

「……いいでしょう。『あいつの気が変わらないうちに一刻も早く連れていけ』とのご指示でしたが、このことによって行くことをためらわれたら本末転倒ですし」

　彰貴もか！　なんで私がすぐ気が変わる前提なの。私が頑固だから、自分の生活は変えたくないって頑かたくなに押し通すと思われてるのかな。




　それからすぐに自分の家に戻って、下着や洋服類をバッグに詰め込んで、再びリムジンに乗り込んだ。すぐに車は発車する。

　これから彰貴の家に行くんだ。どんなところなんだろう……。

　外の景色を眺めながら、胸がドキドキしてくるのを感じた。

　緊張と不安よりもワクワクの方が強い。

　いったん覚悟を決めたら、私はどんなところでも楽しめる図太さがある。

　知らずに口元が微笑んでいた。










大富豪のエトセトラ




　都心の一等地に佇む、ひと際大きなタワービル。街のシンボルマークでもあるその場所は、低層階が商業施設、中層階がオフィスフロア、高層階が住居となっている。

　低層階のショッピングエリアは高級店がずらりと並び、レストランやカフェも気軽に入れるような値段設定ではない。

　私も一度観光目的で来たことがあったけど、あまりにも場違いな雰囲気に圧倒されて、たくさんある店をただ通り過ぎただけで終わった。

　そんなところに、これから住む……？

　一般客は入れない場所からタワービルの内側に入ると、まるで高級ホテルの正面玄関のようなところが現れた。

　八重木さんがフロントの正面に車を停める。ドアマンがこちらに駆けつけてきて、後部座席のドアが開くと同時に、恭しく礼をした。戸惑いながらも、ゆっくりと車から降りれば、八重木さんも運転席から降りてドアマンにキーを渡している。

「さあ、行きましょう」

　八重木さんはまるで秘書か執事のように、慣れた様子で私をエスコートする。

　正面玄関横には、十四インチほどのテレビモニターがあって、八重木さんは暗証番号入力とさらに瞳の虹こう彩さい認証までして、ようやくガラス扉が開いた。

　ロビーは床が一面大理石で広々としていて、受付デスクには仕立てのいい黒のスーツに身を包んだ女性コンシェルジュがふたりいた。

　ここまで案内してくれた八重木さんは会社に戻り、私はコンシェルジュのお姉さんの案内でマンションの奥へと進んだ。

　メインエントランスから続く長い廊下には、天井まで届くブックシェルフが重厚な佇まいで並べてあった。分厚い書籍やアート系の本が飾るように置かれている。

　廊下を抜けると、海外のラグジュアリーホテルのようなフォレストラウンジが広がっていた。席数は十程度で、ガラス扉の向こう側には綺麗な庭園が見える。

　さらに奥に進み自動扉を通ると、エレベーターが六基並んでいた。一番奥のエレベーターの前に立ち、コンシェルジュのお姉さんがカードキーをかざすと、すぐにエレベーターは到着し扉が開いた。

「このエレベーターは、最上階の居住者専用になっております」

「え？」

　言われた意味をよく理解しないまま、エレベーターに乗り込む。

　扉横のボタンは、地下一階と一階、二十五階、そして四十七階の四つだけ。

「東郷様とスタッフ以外がこのエレベーターを使うことはありませんのでご安心ください。ほかのエレベーターは四十六階までしか行けません。ちなみに、地下一階はフィットネスジム、一階はメインエントランス、二十五階はラウンジとなっております」

「最上階に住んでいるのはひとりだけ？」

「はい、ペントハウスですから」

　……もう言葉も出ない。どうしよう、目の前がクラクラしてきた。

　想像を超えるセレブっぷり。今さらだけど……彰貴って……彰貴って……色んな意味でとんでもなくすごい人だったんだ。

　あっという間に最上階に着き、扉が開く。なぜか足が震えてきて、棒立ちしたまま動けずにいると、「どうぞ」と促され、重たい足を踏み出す。

　最上階は彰貴のみのフロアなので、当然ながら玄関扉なるものはない。エレベーターを出た瞬間から、そこは彰貴の部屋だ。まるでエントランスのような広いスペースの壁には巨大な靴置き場があり、ここが玄関なのだと気付く。

　とりあえず靴を脱ぎ、大理石でできた長い廊下を渡る。

　廊下の幅も大人ふたりが並んで歩けるほど広々していた。途中いくつかドアがあったが、とりあえず素通りして、ひと際大きなリビングへと辿り着いた。

　リビングは天井が高く、大きな窓ガラスからは都内を一望できる。大人四人は寝られるのではないかと思うほど大きなソファに、ガラス製のダイニングテーブル。椅子は六脚もある。

　キッチンは大理石製で、シンクが二台に大きな冷蔵庫が三台。そして、キッチンの横には、お店を開けるほど豊富なお酒が並べられているバーカウンターもあった。

「ここ……ひとり暮らしですよね？」

　自嘲気味に笑いながら言うと、コンシェルジュのお姉さんは困ったような笑みを浮かべて口を濁した。

「こちらは、来客用のお部屋が一部屋、寝室が二部屋、書斎が一部屋、バスルームがふたつと衣装部屋がひとつありまして、バルコニーにはプールもございます」

「プール付きの家……」

　色々とツッコミどころ満載で、なにから処理していったらいいのか分からない。

「共有施設も含め、ご案内いたしましょうか？」

「いえ、もう大丈夫です」

「かしこまりました。それではなにかご不明な点や困ったことがありましたら、こちらの電話をお取りください。コンシェルジュデスクに直通しております」

　壁にかけられた電話機。まるでカラオケルームみたいだ。

「分かりました。ありがとうございます」

「また、共有施設やビルの説明はこちらのファイルに記載されておりますので、お時間のある時にでもご一読ください」

　そう言って分厚い黒皮のファイルを部屋に置き、コンシェルジュのお姉さんは深々と一礼して出ていった。

　エレベーターが下降していく音を聞き、ようやく脱力した。

「はあああああ」

　大きなソファにダイブして、うつ伏せになる。

　さすが高級ソファ。とても弾力があり、気持ちがいい。

　……でも。

「落ち着かない」

　ボソリと呟く。

　こんな広い家で寛くつろげという方が無理がある。

　そりゃ、こういうところで育ってきたセレブな人たちにとっては普通なのかもしれないけど、こんな豪華な家は初めて見た庶民の中の庶民な私にとっては、刺激が多すぎてそわそわしてしまう。

　とりあえず、コンシェルジュのお姉さんが置いていったファイルをめくってみる。

　地下一階にはプールやスパも完備したジムがあり、一階のブックシェルフでは雑誌や本の貸し出しも行っていた。本好きの私としては、このサービスは嬉しい。

　さらに二十五階は、日中はカフェラウンジ、夜はバーラウンジとなっていて、日中の時間帯であれば居住者は無料で利用できるとのこと。メニュー表を見て釘づけになった。三段トレイにスコーンやケーキがのったアフタヌーンティーの写真があり、思わず唾を飲み込む。

　さらに読んでいくと、彰貴は毎日ルームクリーニングを頼んでいるそうで、清掃スタッフが部屋に入る時間帯も書いてあった。

　どうりでこんなに綺麗なわけだ。毎日プロに掃除してもらって、至れり尽くせりのサービスがあって、こんな贅沢を日常でしているなんて私には考えられない。

「やっていけるんだろうか……」

　またしても本音がポロリ。考えていた以上に、私と彰貴の生活のレベルは天と地ほどに違うのだなと思った。




　時計の短針が二十一時を指し、リビングを囲むように配置されている大きな窓ガラスに、展望台から眺めるような綺麗な夜景が広がっていた。

　早速本を借りてきた私は、ソファに座って本を読んでいた。

　その時、エレベーターが到着する音が聞こえた。さらに部屋の中に人が入ってきた気配も感じ、思わず姿勢を正してリビングのドアを見つめる。

　廊下を歩く足音に耳を澄ましながら、なぜか胸がドキドキしていた。不法侵入しているわけじゃないのに、この部屋にいることがあまりにも場違いだから、誰が来るのか分からない緊張感に包まれていた。

　ドアが開き、部屋に入ってきた人物と目が合った。

「お、本当にいた」

　彰貴は、飼い始めたペットを探すような顔つきでリビングを見渡し、そして私を見つけると安堵の笑顔を見せた。

「お邪魔してます」

　ソファに置いてあったクッションを抱きかかえて、照れくささを隠しながら言った。

　当然といえば当然なのだけれど、部屋に入ってきた人物が彰貴でほっとした。まだ勝手が分からないから、私の知らない人がひょっこり訪ねてきたりする可能性もあるわけで、いちいち緊張する。

「飯はどうした？」

「十六時頃に二十五階のラウンジでアフタヌーンティーセットを食べたから、まだ全然お腹空かない」

「早速食べたか」

　彰貴は嬉しそうな様子で、シャツのネクタイを外す。

「食べ放題って聞くと、なんか利用しないと損な気がしちゃうんだよね。貧乏人の悲しい性さがというか」

「ほう、いいこと聞いた」

　いいこと？　なにがだ。

　分からなかったので受け流す。

「彰貴は？　ご飯食べた？」

「いや、食べてない。そもそも俺はいつも、夜は酒とつまみくらいしか食べないからな。家政婦がつまみの作り置きをするために冷蔵庫に食材は入っているが、今日は胡桃が家にいるから頼まなかった」

「そうなんだ。じゃあ、なんかおつまみ作ろうか？」

「作れるのか？」

　彰貴が訝しそうに私を見たので、得意げに胸を張る。

「弁当屋の娘をなめないでいただけます？」

「そうだったな。じゃあ、お願いするか」

　彰貴はほんのり嬉しそうに見えた。

「任せて」

「俺は先にシャワー浴びてくる」

「うん」

　キッチンに立ち、冷蔵庫を開けると、顔がだんだんニヤニヤしてきた。

　なんだろう、このむず痒い感じ。好きな人のために料理を作る。ちょっと新婚さんみたいな？

　そう考えて、慌てて頭を振る。

　新婚さんだなんて、浮かれるのにもほどがある。

　……でも、なんかいいな、こういう生活。当たり前だけど、彰貴も私の家にいた時より寛いでいるし、お互いのことをどんどん理解していっている気がする。

　冷蔵庫には大体のものは揃っていて、なにを作ろうかと頭を悩ませることはなかった。しかも、つまみに使えそうな食材ばかりだったのが助かる。

　トマトとモッツァレラのブルスケッタと、真鯛のカルパッチョと、ズッキーニとパプリカのマリネをささっと作り、男の人が好きそうな塩つくね棒を焼いているところで、彰貴が戻ってきた。

　シルクの黒いパジャマを着た彰貴は、ゆったり寛いだ雰囲気とは裏腹に高貴な紳士の雰囲気を身に纏っていた。どんな格好でも彰貴は様になる。ひとり暮らしには大きすぎる豪華なこの部屋にいて、まったく違和感がないのだからさすがだ。

　キッチンカウンターに無造作に置いたおつまみに気付いた彰貴は、近寄って覗き込むようにしてそれらを見た。

「すごいな。店で出てくる料理みたいだ」

　彰貴は心から驚いている様子なので、気持ちがいい。

「うちはイタリアン食堂を意識した弁当屋だから。お父さんとお母さんはイタリアンレストランを本当はやりたかったけど、お金がなくて弁当屋になったんだって」

「ふーん、金がないっていうのは不憫だな」

「おい」

　悪気なく失礼なことを言う彰貴に、非難のツッコミを入れる。

　じとっとした目で睨んでも彰貴は気にしていないし、私も本気で怒っているわけではないので受け流す。

「私は結構弁当屋、気に入っているんだけどね～」

「そうだな、似合ってる」

「それ褒め言葉？」

　私の反応に彰貴は、さもおかしそうにくくくっと喉を鳴らして笑った。

「見た目は確かに立派なイタリアンだが、問題は味だな」

「味の方が自信あるよ。お母さんにみっちり仕込まれたし、うちの弁当屋は本格的な味で美味しいって評判なんだから」

「言ったな？　俺はそこいらの男と違って、女の機嫌をとるためにお世辞は言わないぞ」

「望むところですよ」

　彰貴はまたくくくっと笑って、上機嫌にバーカウンターの中に入っていった。

「特別に俺特製のカクテルを作ってやろう。乾杯だ」

　慌てて塩つくね棒を完成させて、作ったおつまみと共にバーカウンターに移る。スツールに腰かけて、カウンターの中にいる彰貴を見ると、胸の奥がむず痒くなってくる。

　慣れた手つきでリキュールを注ぐ姿も素敵だし、それが私のためにやってくれているというのも嬉しいし、ふたりきりで彰貴の家にいるというシチュエーションも非日常的だし、外の夜景はロマンチックだし……。すべてが特別で、甘ったるくて、ニヤニヤしてしまう。

　カクテルグラスに赤みを帯びたオレンジ色の液体が注がれる。甘い桃の匂いがした。

「シンフォニー。甘いがアルコール度数は少し高い。気を付けろ」

　不敵な笑みで私の見つめる彰貴は、痺れるくらい魅力的だ。色気を含んだ瞳、整った顔立ち、背が高く均整のとれた体にはほどよく筋肉がついている。

　別に面食いなわけじゃないけど、こんなにかっこいい人に見つめられたら誰だってドキドキすると思う。だから今、私の心臓の音が彰貴に聞こえてしまうんじゃないかってくらい大きく鳴っているのは普通のこと。きっと誰もが私のように顔を赤らめてしまうから。

　彰貴は自分用にブランデーをグラスに注ぐと、バーカウンターを出て私の隣に座った。

　まだ飲んでいないのに顔が赤くなっていることを気付かれてはいないだろうか。

　妙に胸がときめいてしまって彰貴の顔をまっすぐに見られない。

　今さらなにをそんなにドキドキしているのか。かっこよくて見惚れてしまったなんて、恥ずかしくて彰貴には絶対に知られたくない。

「乾杯」

　低音の色っぽい声と共に、グラスがカツンと音を立てて重なり合った。

　やばい、本当に、なんでこんなに緊張してるのっていうくらい心臓が高鳴っている。

　胸の熱さを抑えるために、ぐいっとお酒をあおる。夕焼けみたいに綺麗な色のカクテルは、喉越しがよくほのかな甘みが口の中に残った。

「おいし……」

　感心するように、一気に三分の一ほど飲んだグラスを眺めながら言った。

　彰貴は目を細めて嬉しそうに私を見つめていた。

　ふと見ると、彰貴のグラスのブランデーはもう半分なくなっていた。

「さて、胡桃の手料理をいただこうかな」

　いただきますと小さく言ってから、真鯛のカルパッチョをひと口食べた。

「どう？」

　期待に満ちた目で彰貴を見つめる。

「うん……うまい」

　よしっとガッツポーズを決める私。

「だがこれは、真鯛がもともと新鮮で美味しかったのかもしれない」

　そう言って彰貴は、顔色を変えずに次々と料理を口にしていった。そしてすべての品をひと口ずつ味見するように食べて、ゴクンと喉ぼとけを動かした。

「まあ、そうだな、上出来だ」

「なんかすごい上から目線」

　不満を口にしたにもかかわらず、彰貴は気にしない様子で黙々と料理を食べ続けた。

　非難がましく言ったけど、本音は嬉しかった。

　褒め言葉がやけに不器用なのが笑える。女慣れしているようで、肝心なところは照れくさがったり。そんなところがたまらなく愛おしい。

「彰貴……」

「ん？」

　次の言葉を言わずに、ただ黙って彰貴の肩に頭を寄せた。

　素直な気持ちを口にするには、まだ酔いが足りないのかもしれない。

　甘くて飲みやすいカクテルをまるでジュースのように飲み干した。




「起きろ、遅刻するぞ」

　体を揺さぶられて目を覚ますと、ハンマーで軽く叩かれ続けるような頭痛がした。

「う～、痛い～」

　頭を抱えながら上半身を起こす。

　白く滑らかなシーツの感触がして、ふと見下ろすと、全裸の自分の体があった。

「ええっ！」

　驚いてシルクの布団を手繰り寄せ、体に巻きつける。

　なんで裸!?

　顔を上げると、すでにスーツに着替え、支度が整った様子の彰貴が、ニヤニヤしながら私を見下ろしている。

「酒を飲むと、かなり激しくなるんだな。またひとついいことを知った」

「激しいって、なにが!?」

　声が上ずるほど動揺していた。

　そんな私を見て、彰貴はくくくっと笑う。

「もちろん、夜のことだ。すごかった」

　すごかった!?　なにしたの、私っ！

　顔面蒼白になって声も出せずにいる私を見て、彰貴はまた笑う。

　冗談なのか本当なのか、昨夜の記憶が綺麗に抜けている私には判断しようがない。

「悪いが俺は先に行く。店に行く時はタクシーを使え」

　そう言って、彰貴は一枚のカードを私に渡した。

「定期券、つまりは乗り放題だ。好きに使え」

「の、乗り放題……」

　乗り放題のひと言に心を鷲掴みにされている私を見て、彰貴はしたり顔になった。

　食べ放題、使い放題、乗り放題、これらの言葉に弱いことを完全に見透かされている。

「二日酔いが激しそうだから食べられるか分からないが、朝食のルームサービスを取っておいた」

「そこまでしてくれなくていいのに」

「いつも先に出ているんだから、これくらいはさせろ」

　ピシャリと強く言われて、押し黙った。

　彰貴にとってはこれくらいの費用を出すことはなんでもないことなのだ。それがだんだん分かってきた。意固地になって拒むより、甘えて受け入れる方が彰貴は喜ぶ。それなら甘えた方がお互いにとっていいはず。

「ありがとう」

　素直にお礼を言った私に、彰貴は少し驚いた顔をして、そして柔和に微笑んだ。

「じゃあ、いってきます」

「いってらっしゃい」

　彰貴は身を屈めて、ベッドに座っている私にキスをした。

　心が、満たされる。

　彰貴が出ていくのを見届けてから、のろのろとベッドから出た。

　ジーパンとＴシャツに着替えてからリビングに行くと、トレイにのった朝食がテーブルに置かれていた。エッグベネディクトとサラダとフルーツ、そしてグレープフルーツジュースとポットに入った紅茶があった。

　グレープフルーツジュースをひと口飲んで、ほかは食べられそうにないと思った。でも、もったいないので、プラスチック容器に残った朝食を詰め、水筒には紅茶を入れた。

　こんな美味しそうなものを食べずに捨てるなんて、私にはできない。ありがたく昼食にいただこう。

　食べ放題も使い放題も乗り放題も、一定の金額は払っているわけで、これを使わないということは損をしている気がするのだ。むしろ、もとを取ってやろうという貧乏根性が発動してしまう。

　この悲しい貧乏人の性を彰貴に知られてしまったから、今後も上手く利用されるかもしれない。案外単純で扱いやすい奴だと思われてそうで癪だけど、仕方がない。だって本当にもったいないんだもの。

　やばい、時間がない。

　残りのグレープフルーツジュースを一気に飲み干し、出掛ける支度に取りかかった。




　私が彰貴の家に居い候そうろうすることになってから、一週間ほどが過ぎた。ふたりの生活は、意外なほど上手くいっている。

　初めは、大きすぎるふかふかのベッドで寝られるのだろうかと思っていたけれど、その心配は無用だった。むしろ気持ちがよくて寝すぎてしまうくらいだった。

　食べ放題に読み放題、人が住むようなところじゃない！と思っていたランドタワーレジデンスは、慣れれば慣れるほど快適だった。

　彰貴とは、最初こそドキドキしてどう接していいか分からなくなる時もあったけれど、一緒にいることが自然で落ち着くようになってきた。

　もともとお互い素を出し合っていたので、遠慮するとか気まずくなるということもなく、まるでずっと前から知っていた間柄のようにしっくりと馴染んでいった。

　彰貴の帰りはいつも二十一時近くで、一緒に夕食は食べられないけれど、彰貴のために夜食やつまみを用意して待っている。これでも毎回早く帰ってきている方だそうで、仕事はかなり忙しいんだろうなと思った。

　夜は一緒にベッドに入って寝るけど、私が寝入ったのを見計らって、こっそり寝室を出ていくことがある。私は眠りが浅いので、動く気配を感じて目が覚めてしまうのだ。私を起こさないように気を使っているのが分かるので、私も起きたことがバレないように寝たふりをしている。

　なにをしているのかは分からないけど、とにかくあまり寝ていないことだけは事実だ。一緒に住んで初めて分かった彰貴の不規則な生活。

　体を壊さなければいいけど……。

　心密かに、心配していたりする。




　深夜、ふと目を覚ますと、今夜も、一緒に寝ていたはずの彰貴がいなくなっていた。ベッドサイドのデジタル時計は三時十二分を表示していた。

　彰貴が出ていくの、気付かなかったな。

　お店の定休日の前夜だったから、気が緩んで深く眠ってしまったのかもしれない。

　ベッド脇に置いていたカーディガンを羽織り、そっと寝室を出る。

　彰貴はいつも夜中に起き出してなにをしているのだろう。

　足音を立てないように気を付けながら廊下を歩くと、書斎のドアが少し開いていて、中から明かりがこぼれていた。なにかを話しているような声も聞こえる。

　そっと中を覗くと、パソコンが三台も置かれている大きな書斎机に座り、電話をしている彰貴の後ろ姿が見えた。しかも、どうやら英語で会話しているようだ。左手は携帯電話を持ち、右手はキーボードを打っていて、三台あるパソコンの画面を忙しそうに目で追っている。

　……仕事していたんだ。

　いつも朝早くに出社して、夜遅くに帰ってきているのに、まだ仕事しているなんて。

　驚きながら、彰貴の仕事姿をじっと見つめる。

　東郷財閥の御曹司で、将来は社長を約束された恵まれた人だと思っていたけれど、影ではこんなに努力していたんだ。

　驚きの眼差しが、尊敬へと変わっていく。

　最初は苦労知らずのお坊ちゃんだと思っていた。でも一緒に暮らすようになって、本当は、苦労して努力して身を削って、そうして今の地位があるのだということが分かってきた。

　若くして副社長になったのはそれだけの実力があるから。決して、コネだけではない。彰貴の後ろ姿を見て、そう感じた。

　食い入るように見つめていると、私の視線を感じたのか、電話を終えた彰貴が急に振り返った。

　……まずい！

　慌ててドアから離れ、壁際にしゃがみ込んだ。

　気付かれていませんように。

　祈るように両手を組みながら、バクバクとうるさく鳴る胸を押さえつけた。

　不気味なほど、シンとしている書斎。息を殺し、ぎゅっと目を瞑ると、上から呆れたような声が落ちてきた。

「お前は覗きが趣味なのか？」

　恐る恐る目を開けると、そこには仁王立ちした彰貴がいた。

「いや、趣味なわけでは……」

　いたたまれない気持ちで、彰貴を見上げる。

　こっそり覗いていたこと、怒っているかな？

「じゃあここでなにしていたんだ？」

「なにしているのかなあと思って。……怒ってる？」

　こわごわ聞くと、彰貴はふっと笑って言った。

「やましいことなんてしていないのに、こんなことで怒るわけないだろ。見て分かっただろ、仕事してたんだよ」

　怒ってないと聞いて、安心した私は立ち上がった。

「大変だね、こんな夜遅くまで」

「海外の株式は、今の時間にやらないと手遅れになるからな」

「そうなんだ……」

　なんだかできる男って感じ。でも、無理して倒れないか心配だよ……。

「あんまり寝てないよね。大丈夫？」

「俺はもともとショートスリーパーだから、三、四時間くらい眠れば平気なんだよ。むしろ長く寝る方が疲れる」

　気遣わしげに見つめる私に、彰貴はなんでもないことのように言った。

「それよりも……」

　彰貴は急に真面目な顔になった。

「いつも仕事で忙しくて、あんまり構ってやれなくてごめんな」

　ポンッと私の頭に彰貴の手がのる。

　彰貴がそんなことを考えてくれていたなんて。驚いて目を見開きながら、顔を横に振った。

「そんなことない。なるべく早く帰ってくるように頑張ってくれているし、夜はいつも一緒に寝てるでしょ。寂しいと思ったことなんてないよ」

　むしろ、いつも私のことを考えてくれているのが伝わってきて感謝している。

「でも俺は、もっとお前と一緒にいたい」

　そう言って彰貴は、ふんわりと私を抱きしめた。

　彰貴の腕に包まれて、胸がキュンと締めつけられた。

　毎日一緒にいて、毎日彰貴の温もりに癒やされながら眠っているのに、それでもまだ足りないと思ってしまう。不満なんてないけど、私も、もっと彰貴と一緒にいたいと願っている。なんて自分は欲張りなんだろうと呆れていたけど、彰貴もそう思ってくれていたことが分かって安心する。

　彰貴には、もっと貪どん欲よくに私を求めてほしい。そんなことを内心考えている私自身が一番欲深いことに、彰貴はきっと気が付いていないだろう。

「寒くないか？」

　彰貴は、いつだって私のことを気遣ってくれる。

「ううん、彰貴の腕の中にいるから、あったかい」

　私の言葉に、彰貴は腕の力を少しだけぎゅっと強めた。

　願わくば、ずっとこうして抱きしめていてほしい。片時も離れたくないと思っているなんて言ったら、彰貴は呆れるかな？　負担になりたくないから、口には出せないけど。

「眠い？」

「ううん、すっかり目が覚めちゃった」

「今日は弁当屋休みだったよな」

「そうだよ。彰貴は仕事だよね？」

　お互い忙しいから、休みが重なることはほとんどない。

　今までは彰貴が仕事を調整して、私の休みの日に合わせてくれていたけど、結構無理させていたんだなあと今なら分かる。

「今日はさすがに休めないが……午前中なら半休取れそうだ」

「いいよ、そんな。無理しないで」

　深夜も仕事している人に、そんな面倒をかけられない。

「俺が一緒にいたいの」

　言葉に詰まる。

　そんなことを言われたら無下に断れない。だって、本当は私も一緒にいたい。

「いい？」

「うん……」

　思わずにやけてしまう顔を隠すように、彰貴の胸に顔を押しつけて、背中に回した手に力を込める。

「なにしたい？」

　そう聞かれて、返答に困った。

　急だし、そんなに時間もないし……。

「リビングで映画が観たい」

　家でゆっくり、まったり、一緒の時間を過ごしたい。それが一番、至福のひと時だ。

「それはいい提案だ」

　抱きしめていた腕を解くと、今度は私の手を握り、リビングへと向かった。

「仕事は？」

　歩きながら尋ねる。

「あとは会社でやれば大丈夫」

　彰貴の顔は嬉々として輝いていた。

　リビングのふかふかなソファに並んで腰かける。

　彰貴は大画面のテレビをつけて、リモコン操作で観たい映画を探した。動画配信に加入しているので、わざわざビデオ屋に行く必要もない。テレビ画面を見ながら、ああでもない、こうでもないと言い合いながらふたりで映画を決めた。

　選んだのは、最新のミュージカル映画。お互い気になっていたものだった。

　映画が始まると、彰貴はソファに座ったまま私を後ろから抱きしめてきた。まるで包み込まれるような体勢。彰貴は、私のこめかみや頭に何度もキスをしてくる。

「映画に集中できないよ」

　クスクスと笑いながら抗議する。

　とはいっても、本気でやめてほしいわけではない。

「どうして？」

　彰貴はリップ音を響かせながら、耳や首筋にまでキスをしてきた。

「どうしてって、こんなことされたら……」

　くすぐったくて、身をよじりながら言うと、彰貴はさらに大胆になっていく。

「こんなことってどんなこと？」

　耳の後ろを舌先で舐めながら、パジャマの上から胸を揉み上げる。

「え、ちょっと待って。映画始まったばっかりなのに」

　彰貴はもう止まらない。私をソファに押し倒し、映画そっちのけで体を触ってくる。

「もう、全然観られない」

　口から出る言葉とは裏腹に、私は笑顔で彰貴の悪戯を受け入れていた。

「ん……」

　彰貴の口が、私の唇を塞ぐ。

　心も体も強烈に彰貴を求めていた。深いキスをしながら、もっとと乞うように、彰貴の背中に指先を滑らせる。慣れないながらも必死に舌を動かし、キスで応戦する。

　服でさえも、私たちを阻むものとして邪魔だと思った。心が、体が、私を司る細胞のひとつひとつが、彰貴を求め、飢えている。昨夜も愛し合ったはずなのに、どうしてこんな気持ちになるんだろう。

　好きだと思えば思うほど、もっと満たされたいと渇かつ望ぼうする。ただ純粋にひとつになりたかった。気持ちいいとか、体の欲望うんぬんを別にして、一瞬たりとも離れたくはないと思った。

　どうしてだろう、泣くような場面じゃないのに涙がこぼれた。

　愛しすぎて、怖くなる。

　彼を失ったら私はどうなってしまうんだろう。

　彰貴は、私の不安を吹き飛ばすかのように、いつもよりも激しく私を求めた。




　同棲生活から二週間が経ったある夜、私はまだ一度も入ったことのない家のプールサイドに腰かけていた。膝下を水につけて足元を包み込む水の感触を楽しむ。

　プールの水面が、バルコニーのライトに照らされて煌めく星々のように輝いている。

　東京の夜空は星がほとんど見えない。代わりに、地上の高層ビルたちが明かりを照らし、綺麗な夜景が一面に広がっている。

　でも、今夜はそれよりもさらに輝く光があった。月がひと際大きく近く見える。今こ宵よいはスーパームーン。満月の幻想的な明かりが降り注いでいる。

　ちゃぷちゃぷ、足を揺らすたびに水面に波が浮かび上がるのをひとり楽しむ。

　彰貴はリビングでノートパソコンを開いて仕事をしている。なにやら至急メールを送らなければいけなくなったとかで、邪魔になるといけないので外に出たのだ。

　ただでさえ月が大きく見えるのに、高層階にいるとさらに迫力が増す。なんだか得したような気分だった。

　夜空を見上げて深呼吸をする。ああ、幸せだなあ……。

　そう思っていた時、急に後ろから抱きしめられて、前のめりになって危うくプールに落ちそうになった。

「きゃあ！　危ない！」

　びっくりして声をあげると、リビングで仕事をしていたはずの彰貴がいつの間にか後ろにいて、目を細めて笑みを浮かべていた。

「かわいい後ろ姿を見ていたら、ムラムラしてきて、つい」

　彰貴はまったく悪びれた様子もなく言った。

　かわいい？　普段は口にしない言葉に違和感を覚える。

「もしかしてお酒飲んだ？」

「少しな」

　メールを打ちながらよくお酒を飲めるなあと呆れている私をよそに、彰貴は私の隣に腰を下ろした。自身の足もプールの水に入れ、「お、いい感じの温度」と、まんざらでもなさそうな顔をしている。

「ちなみに酒は、メールが終わった後に飲んだんだぞ」

　別に責めているつもりはないのに、彰貴は言い訳するように言った。

「ねえ、見て。綺麗な月。スーパームーンっていうんだって」

「本当だ。いつもより大きいな」

　ふたり並んでプールサイドに座りながら夜空を見上げる。

　ただ月を見ているだけなのに、いつもよりロマンチックで特別な時間に感じる。

　そういえば、日本文学で月は愛を象徴していることを思い出した。

「夏なつ目め漱そう石せきが、I love youをなんて訳したか知ってる？」

　ふいにそんなことを聞いてみた。

「月が綺麗ですね、だろ」

「なんだ、知ってたんだ」

　自分の得意分野の文学で豆知識を披露しようかと思っていたのに、あっさり答えられてしまった。

　東郷財閥の御曹司として英才教育を受けてきた彰貴は、多方面に博識で、教養の深さに毎度驚く。クラシック音楽も絵画も文学も、ただ知識として覚えたのではなくて、純粋に好きでたしなんでいることを最近知った。

　月を見上げている彰貴の綺麗な横顔を見つめながら、この人は知れば知るほど奥深くて、素敵だなと思う。口は悪いけど、意外と優しくて繊細なところがある。

「俺ならこう訳すな。君は月より美しい」

　彰貴は私をじっと見つめて言った。

　私に向けた言葉だと分かってドキッとした。でも、なんだか恥ずかしいし照れくさいから気付かないふりをする。

「キザ、そしてベタ」

　少し赤くなっている顔を気付かれないように、笑いながら俯く。

「男は好きな女の前では、滑こっ稽けいなほどロマンチストになるもんなんだよ」

「そうなの？」

「そう、笑顔が見たくて必死なの。馬鹿みたいに映るかもしれないけど、それくらい好きなんだよ」

　キザでベタと言われて、彰貴はちょっぴり傷ついているように見えた。

　恥ずかしかったから軽口を叩いたけど、本音は嬉しかった。好きな人に言われたら、嬉しくないわけがない。

「彰貴がロマンチックに演出するところ、見てみたい」

「お前、笑うだろ」

「笑わないよ。たぶん、感動して泣いちゃう」

　いつも余裕たっぷりの彰貴が、好きな人のために恥も外聞も捨てて、必死になって口説こうとしている姿は想像できなかった。

　ロマンチックな演出は得意そうではあるけれど、でもわざわざやろうと思うタイプでもない。だから無理だろうなあとは思いつつも口にした。

　彰貴は、いいよとも嫌とも言わず、考え込むように月を見上げた。

「月が綺麗だな」

　彰貴はポツリと呟いた。

「それ、私に愛してるって言ってるの？」

　冗談を言っているのだと思って、笑いながら返すと、彰貴は真剣な眼差しで私を見つめた。彰貴の指先が、私の頬に触れる。

「愛してるなんて言葉じゃ足りないくらい、愛してる」

　胸が大きくドクンと鳴った。

　冗談なのか、本気なのか分からない。

　固まってしまった私に、彰貴はふっと微笑んだ。

　自然に、まるで吸い寄せられるかのように顔が近づき、瞼を閉じる。

　唇に感じる彰貴の温もり。触れるだけのキスなのに、体の奥が熱くなる。

　耳の後ろに手を添えられ、指先で首を撫でられる。くすぐったさに身をよじると、ほんの少し開いた口の中に舌がねじ込まれた。優しく丁寧な舌の動きは、やがて激しく深いキスに発展する。リップ音が鳴り響き、互いの息遣いが荒くなる。

　月明かりの下でするキスは、いつもよりも特別に甘い気がした。

　数分にわたる長いキスを終えると、彰貴は私をぎゅっと抱きしめて耳元で囁いた。

「したくなった」

　直球すぎる素直な言葉に、思わず笑ってしまう。

「ベッドに行こうか」

「でも、お風呂に入ってない」

「いいよ、入らなくても」

「嫌だよ」

　抱きしめられながら会話する。彰貴は早くベッドに行きたくてうずうずしているのが、顔を見なくても伝わってくる。

「じゃあ、一緒に風呂に入るか」

「え!?　無理！」

「どうして？」

「裸を見られるのが恥ずかしいからに決まってるでしょ！」

　そんな当たり前のことをどうして聞くのか。

「なにを今さら。毎晩隅から隅まで見てるのに」

「ちょっと、ストレートすぎ！」

「事実だろう」

「……事実でも！」

　顔が真っ赤になってしまう台詞を、彰貴は平気で言う。

　彰貴は私にとって初めての恋人で、当然そうなったのも初めての経験で、まだまだ慣れていないのに、彰貴はいつも照れる私をからかう。

「さ、そうと決まれば早く行こう」

「決まってない！」

　彰貴は立ち上がり、私の手を引っ張った。

　私は頑として座ったまま立ち上がろうとはしなかった。

「明るいところで見られるのはまだ抵抗があるの！」

「大丈夫、すぐに慣れる」

　彰貴はニヤリと笑った。

「慣れないってば！」

　あくまでも拒み続ける私に、彰貴は強行突破に出た。

「一緒に入らないなら、プールに落とすぞ」

「はあ!?」

「大丈夫、ひとりはさすがにかわいそうだから、俺も入ってやる」

「そういう問題じゃないでしょ！」

　彰貴の目はワクワクしていて、飛び込むのも楽しそうだと思っているらしい。

　やばい、本気でやる、この人なら。

　まだ夏の暖かさが残っているとはいっても、九月だ。調子に乗って水の中に入ったら、絶対風邪をひく。

「分かった、分かったから！　一緒にお風呂に入る、入ります！」

　落とされる前に素早く立ち上がった。彰貴はプールに入れなくなったことに少し残念そうではあったけれど、すぐに満足げな笑顔を見せた。

「隅から隅まで洗ってやる」

　……プールに落ちた方がよかったかもしれない。




　大きなバスタブにお湯を張り、泡の出る入浴剤を入れてジャグジーのスイッチを入れる。お湯がふわふわの泡で包まれると、バスタブにゆっくりと体を沈めた。

　しばらく夜風に当たっていたので、お湯の温もりは心地よかった。

　彰貴も入ってきて、一緒に湯船に浸かる。ふたりでも十分余裕があるほどバスタブは広い。泡で見えないとはいえ、対面して座るのは恥ずかしかったので、彰貴に背を向けて座っていた。

「こっち向けよ」

　彰貴の声が後ろから聞こえる。

「恥ずかしいの！」

「しょうがないな……」

　そう言って彰貴はゆっくりと近づいてきて、後ろから私を抱きしめた。肌と肌が密着してドキドキする。

　すぐに慣れるなんて彰貴は言っていたけれど、私は到底慣れそうもない。

　今後もずっと彰貴にドキドキし続けるのだと思う。

「……なあ、変なこと言ってもいいか？」

　いつもとは違う真面目な声のトーン。

　彰貴は、私の肩に自分の顎をのせて言った。

　後ろにいるから彼の顔は見えない。

「……なに？」

　少し言いにくそうに切り出したので、なにを言われるのか身構えた。

「幸せだなあと思って……」

　彰貴の意外な言葉に驚いた。

　……幸せ？　私と一緒にいることが、幸せだって思ってくれているの？

「どうしたの、急に」

　嬉しくて、泣きそうなくせに、余裕のあるふりをして彰貴に聞く。

　よかった、彰貴に私の顔を見られていなくて。

「幸せだなんて思ったの、初めてかもしれないな」

　まるで独り言のように呟いたひと言の重みが、胸にどしんと降りかかった。嬉しさよりも、切なさの方が大きくなった。

　こんなに恵まれた境遇で、なにもかも人より優れていて、それなのに幸せだと思ったことがなかったなんて……。

　以前、遊園地で『俺は一生、結婚する気はない』と言っていたことを思い出した。

　彼にはきっと、私には知らない深い闇があるのだろう。

　子供を嫌いだと言ったり、家庭的なものに拒絶感を示している。でもその一方で、幸せそうな家族を羨ましげに見つめていたり……。

　このまま彰貴と付き合っていっても、結婚という未来はないのかもしれない。

　彰貴との日々があまりに幸せで、すっかり忘れていたけれど、私たちの関係は偽装婚約なのだ。

　いくら愛してる、幸せだと言われても、それはずっと続くものじゃない。私たちは偽りの婚約者なのだからいつか終わりが来るはずだ。

　それでも……。

　それでも彰貴が、私と一緒にいて幸せだと思ってくれるなら。それで十分だと、幸せだと思えるようになりたい。

「私も、幸せだよ……」

　抱きしめられていた彰貴の腕をぎゅっと握りしめ、絞り出すように言った。

　幸せなのに、切ないのはなぜだろう。

　愛されているのに、怖くなるのはなぜだろう。

　一緒にいられる時間が永遠ではないことが分かっているからだろうか。

　未来なんて誰にも分からない。

　どうなるかなんて今から心配していたって仕方ない。

　だから今はただ、ふたりでいられる幸せを噛みしめよう。

　愛しているなんて言葉じゃ足りないほど、私も愛している。










必然を飲み込むと終わりが見えた




　彰貴と一緒の時間は、いつも楽しくて幸せだった。

　でも、こんな生活を送っていると、時々ふっと怖くなった。

　贅沢に慣れる自分、彰貴をどんどん好きになる自分……まるで以前の自分が消えてなくなってしまうような、そんな怖さを感じていた。

　そのたびに、まったく違う価値観と生活環境の中で生きてきたふたりなのだから、互いに歩み寄って、理解し合って生活することは間違っていないはずだと自分に言い聞かせた。

　きっと上手くやっていける、ずっと一緒にいたい。

　そんな気持ちを抱いたまま、あっという間に一カ月が経った。公園にはコスモスが咲いていて、吹き通る風は涼しさを感じさせる。落ち葉が地面を覆い、金きん木もく犀せいの甘く芳かぐわしい香りが秋の訪れを告げていた。

　母の退院日もまもなくという頃、終わりは突然やってきた。

　春が来て、夏が来て、秋が来て、そして冬が来る。始まりがあれば、終わりがある。それは当然のことで、抗いようのない、分かりきったことだった。

　母の見舞いも終わり、病院を出てタクシーを拾おうとしていた時、目の前に一台の黒塗りのリムジンが停まった。

　最初は、彰貴が乗っているのかと思った。でも、運転手が八重木さんではないので、なにかおかしいなと感じた。

　急に嫌な予感がしてきて、それは見事に当たった。

　ゆっくりと後部座席の窓ガラスが下り、姿を現したのは威圧感のある五十代か六十代くらいの男性だった。

「冴木胡桃君だね」

　黒髪に少し白髪の入った頭、深い皺の入った額、眼光鋭い瞳。鼻筋が弓なりに曲がった鷲鼻に薄い唇。初老と呼ぶにはまだ早い、内側にギラギラしたものを秘めている眼差しが、私を捕えていた。

「……はい、そうです」

「乗りたまえ」

　そうひと言だけ言い放つと、私から視線を外し、これ以上の会話はここでは不要と言わんばかりに、私の返事を待たずして窓ガラスを閉めた。

　運転手が降りてきて、後部座席のドアを開けた。中には謎の男性がひとりで広い車内のソファ席に悠々と座っていた。

　当然のことながら戸惑っていると、「さあ、早く座りたまえ」と男性は言った。

　断ろうか、とも思った。なんならここで大きな声を出して逃げてもいいような状況だ。

　でも、私は素直に従い、車に乗り込んだ。

　来るべき時が来たのだと思った。逃げても仕方がない。

　私はどこかで、いつかこの日がやってくることを分かっていたのかもしれない。

　後部座席に座り、落ち着かない様子の私とは対照的に、男性は満足そうに微笑んでいる。

「ああ、そうだった。自己紹介が遅れたね。私は東郷和かず彰あき、東郷財閥の社長であり、彰貴の父親でもある」

　そう言って彼は、一枚の名刺を私に渡した。

　彰貴の父親、と言われても私は一切驚かなかった。

　この人を以前から知っていたわけではない。でも、ひと目見た瞬間に、ああ、この人が彰貴のお父さんかと思った。雰囲気や顔の作りが彰貴にそっくりだったのだ。

　だから私はこの車に乗った。そして、これから言われるであろうこともなんとなく予想はついている。

「冴木胡桃です。もちろん、ご存じだとは思いますが」

「ああ、知っているよ。というより、調べさせてもらった」

　私はなにも言わずに、拳にぎゅっと力を込めた。

「勝手に調べて悪かったね。けれどこれは、東郷家にとっても会社にとっても大変重要なことなんだ。気を悪くしないでくれ」

　私の体に一瞬力が入ったことを見抜いての発言だった。

　なるべく感情を顔に出さないように努めていたのに気付かれてしまった。

「いえ、彰貴さんも最初に私のことを調べていたのでもう慣れました」

「ははは、勝手に調べるなんてとんでもない親子だと思っただろう」

　それに対しては返事をしなかった。

　いいえ、そんなことは思っていません、なんて心にもないことは言えない。

「君の様子を見る限り、これから私が言おうとしていることはなんとなく分かっているんだろう？」

　一瞬、言葉に詰まった。ほんの一拍分、視線を落とし心を落ち着かせてから、まっすぐに彰貴のお父さんの目を見つめた。

「いいえ。なんの話か、見当もつきません」

　この人は、私に言わせようとしているのか。あんな残酷なことを。

　自分の手は汚したくないなんて、そんな身勝手なことは許せない。

　彰貴のお父さんは、静かに私を見つめ続けた。そして、私の意志が固いことを察して、ふーっと長いため息をついた。

「別れる気はない、ということかね」

「どうして別れなければいけないのですか？」

　いつかは、こんな日が来ることは分かっていた。

　彰貴は東郷財閥の御曹司で、私は高卒の小さな弁当屋の娘で、ふたりが結ばれることなんて周囲が許さないことくらい、私にだって容易に想像がついた。

「実は、君のことは二回調べている」

　私の質問には答えずに、唐突に驚くような話を切り出した。

「一度目は、彰貴が大勢の前で君と婚約宣言をした時。その時の周囲の驚きと困惑ぶりはすごかったが、私は気にも留めていなかった。どうせ嘘だろうと見抜いていたからね。現に調べた結果、君たちが出会ったのはあの日が初めてだった」

　この人にはすべて見抜かれていた。

　――私たちの出会いも、私たちの嘘も。

　どこまで私のことを調べているのだろうと思うと、背筋がぞくっとした。

「彰貴が誰と付き合おうが遊ぼうが、成人した大人であるわけだし、基本的には口出ししようなどとは思わない。然るべき時に、然るべき相手と結婚して跡取りさえ作れば、愛人を作っても構わないとすら思っている」

　それはどうなんだろう、道徳的に。

　そんなことを悪気なくサラリと言ってしまうこの人の腹黒さが怖くなる。

「だが、彰貴はそんなことはしないだろう。今まで本気で付き合った女性がいなかったから安心していたが、あいつはああ見えて一途で真面目すぎるところがある。仕事にまで影響を与えるほど、彰貴は君に夢中だ」

　胸がドクンッと大きく鳴った。

　こんな場面なのに、嬉しく感じてしまう自分がいる。私が想像していた以上に、彰貴は私のことを大切に思ってくれているのかもしれない。

「口を挟むようで申し訳ないのですが、仕事にまで影響を与えているとは思えません。彼は……そういうタイプではないと思います」

　私を思って仕事に集中できない。そんな姿は想像できないし、そんな女々しい性格ではないことは、はっきり断言できる。

「私も、驚いているんだよ。彰貴は私に似て、仕事が第一で、仕事のためならなんでも切り捨てられる男だと思っていた。それなのに、仕事より君のことを優先した出来事があった」

「え……」

　そんなことがあったの？

　固かた唾ずを飲んで、話に耳を傾ける。

「月に一度の役員会議を途中退席したことがあった。その場には私もいて、緊急の案件が入って退席すると言った時、周囲は特別不審がることもなく彰貴を見送った。だが私は、非常に嫌な予感がした。第六感というのか、たまに仕事でも嫌な予感がすることがあって、周囲は猛反対しても自分の直感に従った結果、大変なリスクを回避できた経験が何回かあってね。自分の直感はなによりも大切にしているんだ」

　会議を途中退席……。なんだか、聞いたことがあるような……。

　あっ、まさか、あの時！

「母の手術の日……」

　彰貴のお父さんの口元が苦笑いのように歪んだ。

「そうだ。あの日、彰貴は初めて仕事よりも女を選んだ。たった一度の出来事だが、これは相当に深い意味がある。その後、君のことや彰貴の様子を徹底的に調べさせた。さっきも言ったが、基本的に彰貴の交際に首を突っ込む気はない。だが、仕事にまで影響を与えるとなると話は別だ。これ以上放っておくと、仕事や家、すべてを捨てて君と生きる道を選ぶと言い出しかねない。あいつは、私と違ってそういう熱いところがある」

　彰貴とは血の繋がりはあっても根本的にはまったく違うのだと言われている気がした。そして、それが気に食わないのだということがひしひしと伝わってきた。

「彼が……私のためにすべてを捨てるとは思えません」

「君は、彰貴のために死ねるか？　彰貴と君、どちらかしか生きられない状況になった時、どちらを選ぶ？」

　生か死か。私が死ぬことで彰貴が助かるなら……。

「……死を、選ぶでしょうね」

「彰貴も君を選ぶだろう。きっと、迷うことなく」

「でも、それとこれとでは話が違います。私は、母であっても死を選ぶと思うし、見ず知らずの子供でも同じことをすると思います」

「君と彰貴とでは意味合いが違うんだ。彰貴は、なにを捨ててでも生きなければいけない。自分の命の重みを理解しなければいけない」

　それはまるで、命の重みは人によって違うと言っているように聞こえた。

「新聞も読まないような、若い女性にこんなことを言っても分からないかもしれないが、彰貴が東郷財閥を捨てたら、何万人何十万人の人々が生活に苦しむことになるだろう。東郷財閥が傾いたら、多くの企業が潰れ、人々は職を失うだろう。それによって進学を諦める子供も出てくる。ローンや借金で自己破産する者もいるだろう。自殺者も出るに違いない。彰貴はなにがあっても、誰を犠牲にしても、生きるという選択をしなければいけない。そういう星の下に生まれた稀け有うな人間なんだ」

　胸にドシンと大きな重りをのせられたような衝撃だった。

　分かっていたはずだった。私と彰貴は違うって。頭では理解しているつもりだったけど、本当のことは分かっていなかったのかもしれない。

「彰貴の結婚は一般人とのそれとは違う。大きな金の絡むビジネスだ。彰貴が、財閥にとって有益な相手ではなく、君を選ぶというならば、財閥の後継者から下ろさなくてはならない」

「そこまで!?」

　頭が真っ白になった。

　私のせいで、彰貴の人生が変わってしまう。

「財閥の利益を一番に考えられない人間に後継者は任せられないからね。親子といえど、そこはシビアに判断しなければいけない」

　彰貴のお父さんの目は本気だった。落ち着いた声で淡々と話しているけれど、それがかえって怖い。冷酷で残忍な恐ろしい怪物を体の奥に宿しているように見えた。

　だんだんと、本性が現れていく。

「それと、君のお母さんのお店、経営が芳かんばしくないようだね。君が彰貴と別れてくれるというならば、商店街に納めているマージン料を免除してあげよう。それだけでかなり持ち直すだろうし、今後も長く続けていけるだろう。だが、別れないというのであれば……」

　背中全体に鳥肌が立った。まさか店を持ち出してくるなんて。

「そんなっ……、店を潰す気ですか!?」

「まさか。そんな野暮なことはしない。そうだな、あそこの商店街は新しさがなく、若者が入ってこない。商店街を一新して大きなショッピングモールを作ろう。そうすれば大勢の客がやってきて町は潤うだろう」

「……そしたら、商店街の人たちは？」

「そんな小さなことは知らない。高度経済成長期、日本はこうして立ち直っていった。古いものを刷さっ新しんしていかなければ成長はない。私が力を貸すと言ったら、多くの人たちが喜ぶだろう」

「でも、泣く人たちもいる……」

　彰貴のお父さんは笑みを浮かべた。

「ああ、いるだろうね。それが、ビジネスというものだよ、お嬢さん」

　圧倒的な力の差を感じて、泣きそうになるのをぐっとこらえる。

　私がなにを言ったって、なにをしたって、この人には敵わない。風が一瞬通り過ぎるくらいの圧力しか与えられない。

　どうしたらいい？　私は、この理不尽な要求を飲むしかないの？

「……少し、考えさせてください」

　彰貴のお父さんは、私の言葉に一拍置いて、「いいだろう」と言った。

　ほんの少し置いた間は、考えるまでもないことだろうと苛立っているのか、簡単に丸め込めたなと思ったのかは私には分からない。とても頑丈に心に壁を作っている人で、簡単に心の内を読ませてくれない。私に歯が立つわけがない。

　だからといって、この場で承諾はしたくなかった。それしか方法がなかったとしても、抗いたかった。それが、唯一私にできた抵抗だった。

「別れるかどうか、その決断は別にして、ひとつだけお願いがあります」

　彰貴のお父さんの右眉が一瞬動き、少しだけ身を乗り出して私を見つめる。

「君のお願いとはなんだろう」

　口元には笑みも浮かんでいる。私が願うものはなんなのか、興味があるらしい。願うもので、その人自身を推し量ろうとしているようにも見える。

「もしも私が彰貴さんと別れることを選んだとしても、店のマージン料をなくしたりとか、私に得になるようなことは一切しないでください。もう二度と関わることはないように、私のことは忘れていただきたいです」

　私の瞳の奥を探るように、彰貴のお父さんはじっと見ていた。そして、ふっと笑みをこぼして、視線を逸らしシートに寄りかかった。

「もちろん構わない。それは私にとっても願ってもない話だ。だが本当にそれでいいのかい？　ここで私の手を借りなければ、店はいずれ潰れるだろう」

「あなたの手を借りなければ潰れてしまうような店ならば、潰した方がいいでしょう」

　私の言葉に、彰貴のお父さんは目を丸くした。そして、「ふふっ」と息を吐くように小さな声で笑った後、こらえ切れないとばかりに「ハハハハハ」と大口を開けて笑った。

「なるほど、肝の据わったお嬢さんだ。潰させないなどと青臭いことを言うわけではなく、君にとって大切な店を潰した方がいい、とは。あの彰貴が君に惚れた要因が分かったよ」

「褒められたと、受け取っておきます」

「もちろん、褒め言葉だ。しかし、君は私に褒められてもまったく嬉しくないとは思うが」

　短時間で、よく私のことをお分かりで。

　心の中で浮かんだ言葉は、口にするのはふさわしくないと思い飲み込んだ。

「さて、このまま彰貴の家まで送っていこうか？」

「いいえ、ここで降ろしてください」

　今どこを走っているのかさっぱり分からなかったけれど、これ以上、冷酷なこの人と一緒にいたくなかった。彰貴のお父さんをそんな風に思いたくなかったけれど、絶対的な権力の上で良心の痛みすら感じずに、多くの人たちの生活の糧かてを奪えるこの人を純粋に怖いと思った。

「分かった。君がそう望むなら」

　運転手に指示をすると、リムジンは路肩に止まった。

　降りると、見慣れた公園の前にいた。病院からさほど遠くない。

　外を見る余裕がなかったから気が付かなかったけれど、病院の近くをぐるぐると回っていただけだったのだ。

「君はとても賢い子だ。きっといい判断をすると信じているよ。それじゃあ、気を付けて」

　彰貴のお父さんを乗せたリムジンの後ろ姿を見つめる。

　十字路を右に曲がり、姿が完全に見えなくなってようやくまともに息が吸えた。

　上から落ちてくるような、どっとする疲労感と、押し寄せる絶望感。視界が歪んで、まるで世界にひとり取り残されたような気分だった。

　いつかはこんな日が来ることは分かっていた。

　絶対に結ばれない運命だって、いつかは必ず別れなきゃいけないって。だから、好きになるのはやめようって思っていた。

　身分や家柄なんて関係なく、自由恋愛で結婚できるこの時代であっても、圧倒的な身分の差が私たちにはあった。それは、出会った時から分かっていたこと。

　でも、なんとかなるんじゃないかって思う気持ちがどこかにあった。

　偽の婚約宣言をしてからも、今日のように交際を反対されて引き裂かれるような出来事は一度もなかった。だから、付き合うくらいなら大丈夫なのかもしれないって油断していた。誰かに反対されたとしても、戦う覚悟だった。

　それくらい、好きだった。失いたくなかった。

　でも、現実は想像以上に厳しくて。別れなければ、彰貴を後継者から下ろして、母の店も商店街も潰すなんて言われたら……。どうやって立ち向かえばいいっていうの。

　彰貴の未来のためにも自分は身を引いた方がいい。

　でも……。

「別れたくないよ……」

　ポロポロと涙がこぼれ落ちてきた。

「もっと一緒にいたかった」

　声に出すと、ますます気持ちは膨れ上がっていった。

　心からの本音。

　大好き、大好き、大好き。

「嫌だよ、一緒にいたいよ」

　好きが溢れて止まらない。

　誰よりも好き。いなくなることなんて想像できない。ましてや、自分から別れるなんてできるわけがない。私が一番、別れたくないんだから。

　彰貴の笑顔も、彰貴の温もりも、全部この体が覚えている。

　初めての恋。初めての恋人。

　全身全霊で愛してた。

　ごめんね、彰貴。

　私には、戦う武器がない。




　あれから、彰貴の家ではなく、一カ月ぶりに自分のアパートに帰っていた。

　久しぶりの家は、とても狭くて、古くて、彰貴のマンションとは比べ物にならない。でも、帰るべきところに帰ってきたような安堵感があった。

　埃ほこりが溜まっているので窓を開けると、車が通る音はうるさいし、排気ガスのにおいがして臭かった。

　別れの悲しみを払拭したくて、部屋の掃除を徹底的に始める。

　ここが、私の本来いる場所なんだから。

　私と彰貴は、住む世界が違う。それを嘆なげいたって仕方ない。

　あれは夢。束の間の、幸せな夢……。




　二十二時を過ぎた頃、携帯の着信音が鳴った。彰貴が家に帰ってきたのかもしれない。

　怖くて発信者を確認することもできずにいると、コール音がやんだ。

　ほっとしたのも束の間、再び着信があった。またも無視する。コール音は鳴り響き、胸が落ち着かずドキドキした。

　逃げていたってしょうがないのに、向き合うのが怖い。

　そして、三度目の着信音。それは苛立ちが伝わってくるように、狭い家の中でひと際大きく響いた。

　意を決して電話に出る。

「……はい」

《胡桃!?　どうして電話に出ないんだ。今どこにいる!?》

　聞こえてきたのは、焦った様子の彰貴の声。私を心配している気持ちが伝わってくる。

　ごめんね、彰貴。私はあなたを傷つけることしかできない。

「自宅に帰ってる」

《なにか取りに帰ってたのか？　それなら連絡くらいしてくれないと》

「違う。もう彰貴の家には行かない」

　長い沈黙が続いた。畳から、ひんやりとした冷気が足に伝わってくる。

《……どうして？》

　永遠に続くような沈黙を破ったのは、冷たく低い彰貴の声だった。

　心臓が誰かの手で握り潰されたみたいに、ぎゅっと縮まる。

　これからつく嘘がバレないように、大きく息を吐いて、見えない仮面をつけた。

「お母さんの退院が決まったの。だから、同棲生活もおしまい」

《だからって急にいなくなることないだろ》

　明らかに怒っている声。それは当然すぎる怒りで、けれど私は謝ることはできない。

「お母さんもよくなったことだし、もう契約は終わり。嘘の婚約も、嘘の恋人関係も、もうする必要はないから帰ったの」

《嘘の恋人……？》

「そう、全部お芝居。仕方ないでしょ、お母さんを人質に取られたようなものだったんだから。ああするしかなかったの」

　自分の言葉に、ナイフで胸を刺されるように痛く苦しかった。

　言われている彰貴は、今、どんな思いなんだろう。

《お母さんのために、俺の家に住んでた？》

「そう」

《仕方なく、俺に抱かれた？》

　……一瞬、言葉に詰まった。

「そうだよ。私は、そういう女なの。目的のためなら、手段を選ばない」

《なに言ってるか、分かってるのか？》

「分かってるよ」

　彰貴の声は苛立っていた。呆れ返るようでもあった。

　……顔を見ずに話せて本当によかった。今の私の顔を、彰貴には見せられない。今にも泣きそうで、悲しくてつらくて、皺くちゃの顔をしている。

《別れたいならはっきり言えよ》

「別れたいっていうか、最初から付き合ってないし」

　喧嘩腰に言う。

　もうこれ以上、話したくない。これ以上、傷つきたくない。

《話にならない。今から行く》

「待って！　駄目、嫌だ、来ないで！」

　必死の叫びも虚しく、通話は途切れていた。

　どうしよう、彰貴の顔を見てしまったら、別れを告げることなんてできなくなる。

　こんな顔を見られたら、私の気持ちに気付かれてしまう。

　どうしよう、逃げる？　でもこんな遅い時間に女ひとりで外に出たら危ないし、ずっと逃げ切れるはずもない。

　どうやって対応する？　どうやって乗り切ればいい？

　どうしよう、どうしたら……。

　心臓がけたたましい音を上げて、全身が震えている。

　きっと私は心のどこかで彰貴に引き止められることを望んでいる。すべてをぶちまけて、泣いて別れたくないと縋りつきたい。

　でも、そんなことをして一体なんになるの？　誰も幸せになれない。

　私が身を引けばすべて収まる話なんだ。最初からこうなることなんて、少し考えれば分かることだった。

　私が彰貴を好きになりすぎて、理性なんてどうでもよくなって、すべてを失ってもこの人と一緒にいたいと願ってしまった。

　でも、私のせいで彰貴や母と商店街の人々の人生を狂わせてしまうことは、絶対にしたくない。

　彰貴のために別れよう。私が悪者になれば、すべて丸く収まる。

　どんなに悲しくても、つらくても、心臓をむしり取られるくらい苦しかったとしても、耐えなくちゃ……。

　覚悟を決め、大きく深呼吸をして心を落ち着かせていた時、外からカツカツと靴音が聞こえてきた。

　……来た。

　愛する人のはずなのに、怖く感じる。逃げ出したくて、でも、少しでも存在を感じていたくて、色々な感情がぐるぐる回って気持ち悪くなる。

　ピンポーンと来客を告げる音が鳴った。玄関にしっかりと鍵とチェーンがかかっているのを確認してから、音を立てないようにドアに近づく。

　丸穴から姿を見ようとして、動きが止まる。彰貴の顔を見てしまったら、抑えている涙が溢れ出してしまいそうで、見るのをやめた。代わりに言葉を投げかける。

「……はい」

　声が少し震えていた。

「俺だ。会って話がしたい」

　聞き慣れた彰貴の声。胸が締めつけられるような色気のある綺麗な声。

　……もうすぐ、聞けなくなる。

「開けられない。もう、私を解放してください。お願いします」

「会って話もせずに納得できるわけないだろう」

「ごめんなさい。お願いします」

　苛立ちを必死で抑えている声に、感情を殺してただひたすら謝る。

　こんな風に突然シャットアウトされたら、とても傷つくと思う。私は今、彰貴を残酷なやり口で傷つけている。ひどい女だったと罵って、嫌って、綺麗に忘れればいい。

「理由を教えろ」

「言ったでしょ。最初から好きじゃなかったの。もう終わりにしてください」

　長い沈黙が訪れる。ドアに額を押しつけて、俯きながら立ち竦む。ドア一枚の距離が、私たちを隔てている。

　愛している、さようなら。

　言いたい言葉をぐっと飲み込む。

「……分かった」

　数分の沈黙は、永遠にも思えるくらい長かった。

　ただひと言呟いた彰貴の声が、私の胸に深く突き刺さった。

　自分から告げたくせして、お願いだから終わりにしてくださいって言ったくせして、彼が受け入れたら焦ってしまうなんて。

　顔を上げ、黒いドアを見つめる。そこには当然、彰貴の顔は見えない。首を振り、嫌だと言外に伝えても、彼には届かない。

「じゃあな。……それと、最後にひと言だけ。……愛してる」

　私が言いたかった言葉を彰貴が口にして、抑えていた涙はダムが崩壊するように一気に溢れてきた。

　息ができない。

　どうして最後までそんなに優しいの？　最低だなって軽蔑した声で罵ってくれればいいのに。私が傷つけたみたいに思いっ切りひどい言葉を投げつけて、消えない傷を残してくれればいいのに。

　私はそれくらいひどいことを言ったし、最低な別れ方をしたと思う。

　ねえ、彰貴、こんな私を最後まで愛してくれたの？　本当に私のことを大切に思っててくれたんだね。

　ねえ、彰貴、私も愛している。

　ゆっくりと、足音が遠ざかっていく。

　行ってしまう。本当にもう、会えなくなってしまう。

　チェーンを外して、ドアノブを掴む。そして鍵を開けようとして、固まった。

　駄目だ、そんなことしちゃいけない。開けちゃいけない。

　鍵を掴む手が震え出す。

　行かないで、なんて言う権利は私にはないのに。

　息が苦しくて、溢れた涙は止まらなくて、嗚咽が漏れそうになる口を両手で必死に押さえた。

　短かったけど、彰貴と一緒に過ごせてよかった。彰貴に愛されて、私も全身全霊で愛して、幸せな時間をほんのわずかでも味わうことができて……よかった。

　出会わなければよかったなんて、思わない。好きにならなければよかったなんて、絶対思わない。

　ありがとう、彰貴。

　私を好きになってくれて、ありがとう。

　全部、全部、色んなことをひっくるめて、ありがとう。

　愛している、今でも苦しいくらい愛している。

　でも、さようなら……。










君は二度、捨てられる




　人間とは身勝手なものだ。自分から別れを告げたくせに、まるで被害者は自分と言わんばかりに心がズタズタに傷ついている。

　傷つけたのは自分なのに。彰貴のお父さんから恐ろしいプレッシャーを受けたとはいえ、決断したのは自分なのに。

　ああ、なんだかもう、すべてが嫌になる。

　今日は母の退院日。冷たい秋雨が降る中を、傘をさして病院へと向かう。

　まだ時刻は昼前だというのに、空はどんより灰色で薄暗かった。

　彰貴と別れてから五日目。文字通り、私は死んだように毎日を過ごしていて、お母さんと萩原さん夫婦、しまいには病院の先生や看護師さんにまで心配されるほど、笑顔が消えて覇は気きがなくなっていた。どうしたのかと聞かれても『体調が悪くて』としか答えられない。

　触れてほしくなかったし、話したくなかったし、思い出したくもなかった。

　お母さんに秘密を作ったのはこれで二回目。でも、きっとお母さんは見抜いている。私から話し出すのを辛しん抱ぼう強く待ってくれている。

　そんな、絶対的に信用できて頼りになる存在がいてくれることが、唯一の救いだ。

　今日からは、お母さんと一緒に暮らせる。家に帰ったら泣くだけだった私だけど、そんな毎日はさすがに疲れた。私は誰かのために多少無理して頑張っている方が性に合っている。お母さんに心配をかけたくないから、泣いてなんていられないと奮起する方が私らしくいられる。

　歩くたびにスニーカーに水が染み込んでくる。使い古したスニーカーは底がすり減っていて、ぐちゃぐちゃと不快な感触が足裏を伝う。

　前を見ると、私くらいの年齢の女の人がお洒落な長靴を履き、ピンク色のかわいらしい傘をさして歩いていた。

　私には、雨の日のためだけに靴を買うお金なんてない。先進国と言われる日本だけど、貧富の差は確実にあった。

　今まで自分は貧乏だと悲観したことなんてなかった。ずっと公立の学校に通っていたから、周りも似たような境遇の人がいて、お金がなくて大学に行けなかったのは私ひとりではなかった。むしろ、私立の大学に通えるくらい裕福な家庭は、私の通う学区では少数派なくらいだった。

　でも、貧富の差は私の想像以上に大きいものだった。

　きっと、彰貴の周りには、お金がなくて大学に行けない人なんていないだろう。お金がなくて長靴を買えなくて、足を濡らしながら歩くなんて、そんなことあるの？と驚くような人たちばかりだろう。

　車が横を通り過ぎる時に水たまりを踏んで、泥水が私の足にかかった。

　リムジンを日常的に使う人たちは、ボロボロの中古車でさえ買えない人が、同じ日本に住んでいることをどう思っているのだろうか。

　大きなため息がこぼれる。

　やっぱり知らない方が、よかったのかな。出会わなければよかった、好きにならなければよかったとは考えたくないと思っていたけど、正直しんどすぎる。

　自分の境遇を嘆いたり、他人を羨ましく思ったりするのは不毛なことだと思っていたけど、もしも私がどこかの令嬢として育っていたら、彼と別れなくて済んだのかなという考えが頭をよぎってしまう。

　もしも彰貴が、普通の家庭で育った普通の人だったら……。

　そんなこと、考えるだけ無駄なのに。

　貧乏暇なしとはいうけど、今の私は暇がない方が救われる。こんなどうしようもないことを考えるのは暇だからだ。

　母が帰ってくれば、母の介護が待っている。忙しくて、彰貴を思い出す時間も減るだろう。

　そうしたらまた、笑える日が来るかもしれない。




　病院に着き、退院の手続きをして荷物をまとめる。

　病院の裏口まで担当の先生と看護師さん数名がお見送りでついてきてくれた。母は病院から借りた車椅子に乗り、にこやかに挨拶をしている。

　母はまだ体に痺れが残っているので車椅子を使っている。家の中を歩く程度だったらそこまで支障はないけれど、退院後もリハビリで病院に通わなければいけないので、その時はどうしようかというのが悩みの種だ。

　タクシー代は馬鹿にならないし、車椅子も高くて買えない。

　色々と不安はあるけれど、退院できて嬉しい。生きていてくれる、それだけで十分だ。

「本当にありがとうございました」と頭を下げると、看護師さんたちが「お祝いの品があるからちょっと待って」と言って、病院の中に入っていった。少しの間待っていると、大きな花束と白い封筒、そして折り畳み式の車椅子を持って出てきた。

「退院、おめでとうございます」

　看護師さんと先生は声を揃えて言い、拍手をしながら花束を母に、白い封筒を私に手渡した。「こんな素敵な花束に車椅子まで。いただいていいのかしら……」と驚きながら恐縮している母が、チラリと私を見て口を噤んだ。

　私は白い封筒の中身を見て、お礼の言葉も言えないほど固まっていた。

　中には見覚えのある一枚のカードが入っていた。タクシーが乗り放題になるカード。

　一緒に暮らし始めた時に彰貴から渡されたブラックカードとタクシーカードは現金書留で彰貴の家に送り返していた。

　そもそも、タクシーカードはとても珍しく、タクシーチケットが一般的だということを、タクシーの運転手さんに教えてもらっていた。このタクシーカードは、東郷財閥の限られた人しか持つことができず、いくら東郷財閥が抱える病院であっても、お祝いの品として渡せるようなものではない。それに、花束までは分かるけれど、いくらなんでも簡易車椅子までプレゼントするなんてありえない。

　ということは、このお祝いの品を用意した本当の人物は……。

　封筒の中身を見ながら固まり続けている私に代わり、母がコロッと表情を変えて、「こんなことまでしていただいて、ありがたくいただきます」と笑顔でお礼を言った。

　母も、私の表情を見て、これが彰貴からのものだと気付いたのだろう。拒むべきか逡巡していた私の心を読み、代わりに受け取ってくれたのだ。

　もちろん、母は品物が欲しいからそうしたわけではない。『タダより高いものはない』というのが口癖なくらいだ。彰貴の気持ちを汲んだのだと思う。

　きっと、私が受け取らなかったら、彰貴は悲しむから……。




　タクシーに乗り込み、家へと向かう。母はタクシーの運転手さんと家に着くまでずっと世間話をしていたけれど、私は一度も口を開くことができなかった。

　家に着き、アパートの階段を上る母を支えて、一歩一歩ゆっくりと進んだ。

　母の重みが私にはありがたかった。必要とされること、やらなきゃいけないことがあること、それは私にとって負担ではなく生きる支えになる。

　家に入って、母を座らせると、久しぶりにワクワクした感情が出てきた。

「お母さんが家にいるって不思議な感じ。ねぇ、疲れたでしょ。なにか飲む？」

　声を弾ませてキッチンに立つ私を、母がじっと見つめた。

「胡桃、ちょっとここに座りなさい」

　急に真面目な顔をして、座布団を指さした。

　対面して座らされるのは、いつも決まって怒られる時だ。怒るといっても声を荒らげることはなく、静かに淡々とお説教される。でも、お母さんはしっかりと私の言い分も聞いてくれるから、終わったらなぜか心がすっきりしている。

　怒られることなんてしただろうか、と内心ドキドキしながら座布団に座った。

　そして、母はいつものように静かにゆっくりと話し出した。

「あなたが人前で泣くことを嫌う子だってことは知っている。誰かを頼ることを苦手とすることも、いつも頑張りすぎちゃうことも、お母さんは側で見てきたから知っている。人のために自分のつらい気持ちを押し殺すから、いったん感情が溢れ出すと爆発して止まらなくなることも……。だから、病院ではなにがあったか深くは追及しなかった」

　そこまで言われただけでもう、泣きそうだった。視界が涙で霞んでぼやける。

　でも、お母さんの前で涙は見せたくなかったから、唇をぐっと結んで耐えた。

「でももう、いいんじゃない？」

　お母さんは、悲しみを押し殺すように笑った。お母さんもずっと泣くのをこらえていたかのような顔だった。

　私とお母さんは一心同体。心が繋がっているから、私の悲しみも伝わっていたのかもしれない。

　泣いてもいいと分かっても、簡単には涙をこぼせない。頑丈に蓋を閉めているから、開けるのも難しい。でも、いったん開けたらなかなか閉められなくなる。

　大きく息を吸って、吐き出せずに止まる。

　なんて言えばいいだろう。どこから説明すればいいだろう。思い出すことがつらくて、現実をまだ受け入れきれていなくて、言葉にすることが怖くて……。

　しばらく押し黙ったまま、床を見ていた。すると、ポツ、ポツ、と雨が降るように、床に涙がこぼれて染みを作る。

　そこでようやく、大きく息を吐いて、押し寄せる感情と涙を爆発させた。

　声が漏れて、涙は次から次へと溢れてくる。体が悲鳴をあげるように震え出し、こらえ切れずに体を丸めた。

「……よしよし」

　母は、小さな子供をあやすような優しい声で、私の背中をポンポンと撫で続ける。

　声をあげて泣いた。恥も外聞も忘れて泣き続けた。

　母の前で私はまだまだ子供で、母はやっぱり母だった。

　たっぷり三十分は泣いて、それからようやく話せるくらいまで落ち着いたので、彰貴と別れたことを説明したけれど、何度も声を詰まらせたので、話が終わった頃には外が暗くなっていた。

「……そっか。胡桃が、別れなきゃいけないと思った気持ちは分かる。でも、彰貴さんはどうなのかな？　たとえ彰貴さんにもどうすることもできなかったとしても、知らないで別れることは、本当に彼のためになるのかな？」

「でも、こうでもしなきゃ彰貴を守ることができなかったし、商店街もお母さんの店も潰されてた」

「色々なものを守るために、自分から身を引いたのね？」

　母の言葉に、私は黙って頷いた。

　私の大事なものを守るために、彼と別れる決断をした。もちろん、その大事なものの中に彼がいる。

　大好きだから、別れる。幸せになってほしいから……。

「それで、彼は本当に幸せなのかな？」

「それは……」

　言葉が続かない。

　私といて、幸せだと言った彼。初めて幸せだと思ったという彼の生い立ち。

　私は大好きな人に、ずっと輝き続けていてほしい。彼はとても賢く能力があって、財閥を背負い、人の上に立つために生まれてきたような人だ。自分の才能と能力を十分に発揮できるところで、大きく羽ばたいてほしい。

「どうするかはあなたが決めなさい。どの道を選んだとしても、私は応援する」

　押し黙ったままの私に、母はいつもと同じように締めくくった。

「さあ、そろそろご飯にしましょう。もうすっかり暗くなってる」

　母は手を叩いて、話をおしまいにした。

「本当だ。お昼ご飯食べるの忘れてた。もう夕飯の時間だよ。なんかそう思ったら急にお腹が空いてきた」

　空腹を感じるなんて、五日ぶりだ。

　母にお説教を食らう時はいつもそう。終わった後はすっきりしている。

「じゃあ、出前でも取っちゃう？」

「え、大丈夫なの？」

「退院祝いもかねて。いっぱい食べちゃおう！」

「退院祝いか……。そうだね、今日くらい贅沢しちゃおう！」

　自然と、笑顔が戻っていた。

　お母さん、生きていてくれて、本当にありがとう。




　母が退院してきて、早数日。私の生活に、穏やかな日常が戻ってきた。

　狭くて古いボロアパートでも、薄い布団で寝ていても、貧乏を嘆くような気持ちにはならなかった。母との平穏な生活は、ズタズタに傷ついていた私の心を、そっと優しく撫でるように癒やしていった。

　そんなある日、私のアパートの前に見慣れた黒塗りのリムジンが停まっていた。

　私は店から帰ってきたところで、辺りはもうすっかり暗くなっていた。

　心臓がドクンと唸り声をあげる。封印していた思いが溢れ出し、胸が苦しくなる。

　運転席のドアが開き、八重木さんが外に出てきた。

「お久しぶりでございます」

「……お久しぶりです」

　八重木さんは深々と一礼したので、私も会釈した。心臓はあまりにも激しく動いていて、頭を下げると、ぶちっと切れて口から落としてしまいそうだった。

「あの……彰貴は？」

「彰貴様はここにはいらっしゃいません。わたくしひとりで伺いました」

「あ、そうですか……」

　ほっと安堵して、心臓の動きが落ち着いていく。

　安心したような、がっかりしたような、なんとも言えない複雑な気持ち。

「本日は、こちらをお渡しに来ました」

　八重木さんは、車の中から大きな紙袋をふたつ取り出し、私に渡した。

「これは？」

「胡桃様が、彰貴様の家に置いていったものでございます」

「え？　こんなにあったっけ？」

　ちらっと中身を見ると、私の洋服のほかに、彰貴にもらった使いかけの化粧品類なども入っていた。

「捨ててくれて、構わないのに。すみません、わざわざ届けに来ていただいて」

「いいえ、遅れてすまないと彰貴様がおっしゃっておりました。なかなか手放すことができなかったと……」

　息が苦しくなる。

　受け取った紙袋を見つめて、涙が溢れ出しそうになるのを必死でこらえる。

「それでは、わたくしはこれで……」

　ハッとして顔を上げた。

「あのっ！　……彰貴は……元気、ですか？」

　八重木さんは、私の顔を見ながら、悲しそうに顔を歪ませた。

「元気……ではないですね。人が変わったように、以前にも増して仕事に打ち込んでいます」

　私がいなくなった後の彰貴の姿を想像する。

　一緒にいる時は、愛されているという自覚は、あるようななかったような曖あい昧まいなものだった。彰貴は私を愛していると言ってくれたし、とても大事にしてくれた。でも私は自分に自信がなかったから、私が彰貴を好きなくらい、彰貴も私のことを好きなのか分からなかった。

　でも、それでもいいと思っていた。たとえ彰貴にとって、私はただの暇つぶしだったとしても、それでも構わないくらい好きだった。見返りの愛を求めないくらい、私は彰貴を愛していた。

　別れることになって、初めて彰貴が本気で私のことを思っていてくれたのだと自信を持って感じることができた。今さら知ったところで、もうどうにもならないのに……。

　俯く私に、八重木さんは言葉を付け足す。

「見ていて恐ろしくなるくらい、顔つきが変わられました。最近ではあんなに冷たい表情をされることはなくなっていたので、少し怖いくらいです。寝食を忘れて、仕事に没頭しています。ただ、別れを思い出さないように仕事に打ち込んでいる様子ではなく、なにか恐ろしいことを企てているような、そんな気配すらも感じるのです」

「恐ろしい……こと？」

「仕事の内容までは分かりかねます。ですが、なにか大きなことをしようとしている動きは感じるのです」

　私が、あんな風に一方的に別れを告げたから？　もっと私が、上手く別れることができたなら……。

　でも、彰貴を目の前にして、冷静にしたたかに別れを進めるなんて、できなかった。あれが、精一杯だった。

　……なんて、こんなの言い訳でしかない。

「実は、彰貴様があんな表情をするのは、これで二度目なのでございます」

「え……？」

　八重木さんは、まるで大きな罪を打ち明けるように話し出した。

「彰貴様が、小学二年になられた頃、実のお母様に捨てられた時も、こんな風に荒れておりました」

「捨てられた……？」

　衝撃的な言葉に、ゾクッと芯から体が冷えた。

「真実は違います。ですが、なにも知らない幼い頃の彰貴様は、捨てられたと思っていたのでございます」

「なにがあったんですか？」

　震える声で聞く。

　彰貴に、そんな重い過去があったなんて……。

「彰貴様のご両親は、政略結婚でした。愛のない結婚ではありましたが、彰貴様がお生まれになり、お母様は彰貴様をかわいがり、熱心に育てていらっしゃいました。ですが、社長はそれがお気に召さなかったようです」

「は？」

　不快感を顔いっぱいに露わにした。

　愛情をかけることが気に食わない？

「社長は、彰貴様の教育に非常に熱心で、交友関係にも口を出していました。自分にとって得となる人物とだけ友達になれとおっしゃり、それでお母様と口論になることがたびたびあったようです。そして、お母様のご両親が経営する企業が傾き始めると、切り捨てるように離婚されました」

「そんな……」

「社長は、彰貴様に母親は必要ないとおっしゃり、お母様と会うことも接点を持つことも禁じたのでございます。もちろん、お母様は激しく抵抗されました。しかし、裁判を起こしても、自身が雇う弁護士は次々と辞め、両親が経営するお店が続々と潰れ、最後は裁判でお母様にとって非常に厳しい判決が下されました。そして、彰貴様に本当のことをなにひとつ言えぬまま姿を消したのでございます」

「なんですか、それ！　そんな理不尽なことってありますか!?」

　私は怒りで体が熱くなってきた。

　母親から子供を奪うなんて、そんなひどい話がある？

「東郷財閥はそうやって不要と思われるものを徹底的に排除して大きくなっていったのでございます。似たような話は、いくらでもあるでしょう。たくさんの中小企業が、理不尽な圧力で潰れていきましたから」

　八重木さんは、諦めに似た表情で遠くを見つめて言った。

　弱肉強食の世界で負けたと言えばそれまでだけど、だからといって、権力と莫大な財産を使って大切なものを奪うなんてひどすぎる。

　心の底から湧き上がる怒りを、どこに発散すればいいのか分からない。

「なにもできないことが、悔しい……」

「わたくしも、同じです……」

　八重木さんは肩を落として言った。

「彰貴にとっては、私もお母さんと一緒なんですね。突然捨てられたと思っているのかも……」

「胡桃様は、ご自分を責める必要はありません。突然別れを告げることになったのは、きっと社長が原因なのですよね？　それなら、仕方ありません。彰貴様のお母様のように、決して歯向かってはいけませんよ。戦いの土俵にすら上がれずに、すべてを失うことになるでしょう」

「でも、でも、それじゃあ、彰貴はどうなるんですか？　彰貴はお父さんの言いなりになって大切なものを奪われ続けて、東郷財閥を継ぐ駒として一生働かなきゃいけないんですか？　彰貴の意思は？　幸せは？」

　気が付いたら、涙が頬を伝っていた。

　彰貴がかわいそうで仕方なかった。子供好きに見えたのに否定したことも、一生結婚するつもりはないって言ったことも、今なら分かる気がした。小さい頃、お母さんに捨てられたと思っていたら、結婚をして子供を持つことが怖くなるだろう。

　トラウマになるほど傷ついたことを、私は再び彰貴にしてしまった。捨てられた恐怖を思い出させてしまった。

　一番の被害者は彰貴だった。自分も傷ついたと思っていたけど、私も加害者だった……。

　残酷な現実に、言葉を失う。

　なんて無力なんだろう。愛する人も守れない。傷つけることしかできないなんて……。

「ご自分を責めてはいけませんよ。これは彰貴様の宿命なのです。どうするか、どう生きるかは、彰貴様が決めることです。他人が憐れんでも仕方のないことです」

　八重木さんの言葉は、彰貴にとって厳しい言い方だったけれど、それ以上に愛情を感じさせた。

　すべてを知り、見守る、そんな存在が彰貴の側にいてくれてよかった。

　願わくば、私もそういう存在になりたかった。なにもできなくても、ただ側で見守っていたかった。

「それでは……」

　そして八重木さんはリムジンに乗り込んで、走り去ってしまった。

　遠ざかる車を見ながら、私と彰貴は帰るべき場所に帰ったのだと思った。

　それが、運命なのだと……。










君だけのシンデレラ




　季節は移り変わり、半年が経った。

　彰貴とはあれから一度も会っていないし、連絡もない。

　まるであの日々は夢か幻だったかのように、日常は平凡で穏やかに、けれど仕事は貧乏暇なしで、毎日目まぐるしく働いている。

　母もだいぶ歩けるようになってきて、たまにお店にも顔を出せるほど快復した。『早く働きたい』というのが口癖で、無理をさせず、自宅で安静にさせることが一番大変だ。

　お店の危機的状況は相変わらず続いている。とにかく今はがむしゃらに働き続けるしかない。

　光の見えない、出口のないトンネルを進んでいるようで、不安に駆られることもあるけれど、頑張るしかない。皮肉なことに、それが私の活動源でもあった。

　彰貴のことを思い出さない日なんてなかった。つらくない日なんてなかった。今でも大好きだし、これからも忘れることはできないと思う。

　それでも、きっといつかは時が解決してくれる。

　そんなことを思っていたある日、突然、彰貴が私の目に映った。それは、母と朝食を食べていた時のこと。いつもとなにも変わらない平凡な朝だった。

　テレビ画面に、彰貴の顔がドアップで映っていて、思わず飲んでいた牛乳を口から噴き出してしまった。

「え!?　彰貴!?」

　お母さんも驚いていて、テレビ画面に釘づけになっている。

　画面右上には、【東郷財閥のお家騒動！】とテロップが映し出されている。

　どうやら彰貴は、お父さんと仲たがいをして、東郷財閥を乗っ取ろうとしているらしい。次の株主総会で、実の父であり社長でもある和彰さんを経営から追い出そうと画策しているとセンセーショナルに報じていた。

　彰貴は実はちょっとした有名人であったことを、別れてしばらくした頃に知った。近所の安い美容院で髪を切りながら、週刊誌をなにげなくめくっていたら、彰貴が載っている記事があって心臓が飛び出しそうになった。

　東郷財閥の若きイケメン御曹司。それだけで絵になるし、記事にもなる。とんでもない人と付き合っていたのだと思った。別れることになったのも、当たり前かとため息を漏らした。

　住む世界が違うのだ。もともと、出会うことすら叶わないような人。

　溢れ出そうになる恋心に、そっと蓋をした。

　それなのに、まさか今度はテレビで彰貴の姿を見ることになろうとは。

　そういえば八重木さんが、彰貴は恐ろしいことを企んでいるかもしれないと言っていた。もしかしたら、このことだったのか。

　いずれにしても、私にはもう関係のないことだ。

　八重木さんも言っていた。これは彰貴の宿命なのだと。戦う時が来たのかもしれない。

　どうしてお父さんを排除しようと動き出したのかは分からない。実のお母さんや私がお父さんの差し金によって、彰貴の前から姿を消したということを彼は知らないはずだ。でも、ビジネスの面でも彰貴のお父さんは傍ぼう若じゃく無ぶ人じんで残酷だと八重木さんは言っていたので、きっと目に余る振る舞いが重なって、ついに行動に出たのだろう。

　頑張れ、彰貴！とテレビを見ながら応援する。

　テレビ越しにしか、応援することも情報を掴むことも、彰貴の姿を見ることもできないけれど、それでもずっと、あなたのことを思っている。




　それからさらに数カ月の時が経った。季節は、晩夏。彰貴と別れてから、もうすぐ一年になろうとしている。

　東郷家のお家騒動は、社長である和彰さんが圧倒的に有利だと報道されていたけれど、蓋を開けてみれば彰貴が逆転勝利した。つまり、株主総会で民意を得たのは彰貴の方で、お父さんの方には票が集まらなかったのだ。

　和彰さんは『裏切られた！』と総会後にテレビのインタビューで血相を変えて叫んでいたけれど、それだけ彼の独裁的な経営に不満を持っていた人が多かったということだ。

　和彰さんによって会社を潰された中小企業の社長たちが、株主総会の会場前で泣きながら万歳をする映像がテレビに流れ、悪評は一気に白日のもとに晒された。週刊誌はこぞって和彰さんの独裁経営をセンセーショナルに書きたて、復活は絶望的となった。世間を騒がせたお家騒動は、彰貴の完全勝利で幕が下りたのだった。

　テレビで彰貴の姿を見るたび、心臓が悲鳴をあげるように鳴り出すけれど、これが私と彰貴の距離なのだなあと妙に達観している自分もいた。

　日本の経済を動かし、世間を騒がすこともできる彰貴と、潰れかけの小さな弁当屋で働く私。別れたことは当然のことだったのだと、今では思える。

　彰貴のお父さんを恨む気持ちも、もうなくなっていた。




　そんなある日……。

「そういえば、もうすぐお母さんの誕生日だね」

　遅い夕飯を終えて、食器を洗いながら、なにげなく呟いた。

　すると、テレビを見ながら、リハビリのためのストレッチをしていたお母さんが、待ってましたと言わんばかりに顔を上げた。

　お母さんはもう、ひとりで歩けるまでに快復して、一緒にお店に出て働いている。まだ無理は禁物だけど、明るくて親しみやすいお母さんが接客することで、常連のお客さんが店に戻ってきてくれて、お店の経営は回復傾向にある。

「そうそう、そのことなんだけど、お母さん、胡桃にお願いがあるの！」

「お願い？」

　予想以上にこの話題に反応したので、少し面食らう。いつもは自分の誕生日すら忘れているし、プレゼントなんていらないと言っているのに。

「その日は一日、お母さんの言うことを聞いてほしいの」

「ええ？」

「お母さんね、前々からやりたいことがあって……。胡桃に付き合ってほしいの」

「え、なにをするの？」

「それは当日のお楽しみ」

　お母さんは茶目っ気たっぷりに微笑んだ。

　自分からお願いをするなんて珍しい……。

　でも、死ぬかもしれないってところから快復したのだから、今までやれなかったことをやりたいって思う気持ちは分かる気がする。

「いいよ。去年の誕生日はそれどころじゃなくてなにもできなかったしね。なんでも言うこと聞きますよ！」

「ありがとう、胡桃！」

　お母さんは私に抱きついてきた。

　とっても嬉しそうな笑顔を見て、私まで嬉しくなる。

　こんなに元気になってくれるなんて。私にできることなら、なんでもやりますよ、お母さん！




　そして、お母さんの誕生日当日。

　お店の定休日と重なったこともあって、今日は一日、お母さんに付き合える。どこでなにをするのかは未だに教えてもらえていないけれど、本人はとても上機嫌だ。

　雲ひとつない快晴の空の下、電車を乗り継ぎ、着いた場所は都心のフォトスタジオだった。

「ここ……のはずなんだけど」

　お母さんは、鞄から一枚の紙を取り出した。横から覗くと、地図や住所と共に、確かにここの名前が書いてある。

「写真を撮るの？」

　お母さんは、私の顔を見てニヤリと笑った。

「ただの写真じゃないわよ。ここでドレスを選んで、ヘアセットやメイクもしてもらえるの」

「ドレス!?」

「そう、普通の写真屋で、普通に撮るんじゃおもしろくないから、思いっ切りめかし込んだ写真を撮ってもらうの。なんか韓かん国こくとかで流行っているんでしょ？　伝統衣装やドレスを着て、本格的なスタジオで広告写真みたいに綺麗な写真を撮るの。日本にもそういうスタジオがあるって聞いて、やりたいって思ったの」

「いや、流行っているかどうかは知らないけど……」

　存在くらいは、流行りに疎うとい私でも知っている。でも、そういうところがあるって聞いたのは数年前の話だ。

　目の前に佇むフォトスタジオは、とても綺麗で新しかった。高級サロンのような、気軽には入りにくい雰囲気さえ醸し出している。

「写真を撮るのはまだいいとして、ドレスを着てヘアメイクまでしてもらうのは恥ずかしいなあ」

　少し尻込んでいると、お母さんは遠くを見るようにポツリと言った。

「胡桃と、お母さんの思い出を形に残るものとして、撮っておきたいって思ったの」

　……ああ、そうか、なるほど。

　考えてみれば、ふたり並んで撮った写真は少ない。それはいつもどちらか片方が撮っているからだ。一緒に撮るとなると、誰かに頼まなくてはいけなかった。

　楽しい思い出を形として残したい、か……。

「いいね！　せっかくだからもう、別人かってツッコまれるくらい綺麗にしてもらおう！」

　お母さんの手を引いて、フォトスタジオのドアを開ける。内観はシックで高級感のあるツートンカラーでまとめられていた。

　受付に名前を告げると、中に通された。奥には大きな衣装部屋があり、まるで結婚式で着るカラードレスのように豪華な衣装が並んでいた。どれも高級そうで、あまりに本格的すぎて驚いた。

　私が圧倒される中、お母さんは目を輝かせてドレスを選び始めた。

「胡桃にはなにが似合うかな。やっぱりピンク？　それともグリーン？」

　色々引っ張り出しては、ああでもない、こうでもないと言っている。

「私のはいいから、先に自分のを探しなよ」

「いいから。ひとりずつ選びましょう」

　そう言って、お母さんは熱心に私のドレスを選んでいる。

　私は別になんでもよくて、自分のよりもむしろ母のドレスの方が気になる。

　こんなに綺麗で華やかなドレスに囲まれて、気持ちが上がらないわけではない。後で見返した時に恥ずかしくなるのは嫌だと思って地味なものを選ぶも、すべて母に却下される。

「もう、分かったよ。それならお母さんが決めて」

　すると、母は不敵な笑みを浮かべた。

「胡桃に一番似合うものを選んで、魔法をかけてあげる」

　こんなに生き生きしている母を見るのはいつぶりだろう。

　今日は母の誕生日。いつもは文句ばっかり言って、母の意見は聞かないことも多いけど、今日くらいは母の着せ替え人形になってあげよう。

「決めた、これにする。絶対似合う」

　母が選んだのは、ふんわりとしたプリンセスシルエットのロングドレスだった。薄い水色のチュール素材が、甘すぎず、上品で、それでいて妖精のように可憐な雰囲気を醸し出している。スカートの部分にボリュームがあり、後ろは引きずるほど長い。

　私もひと目で気に入った。このドレスを見てしまったら、ほかはどれも物足りなく感じてしまうほど。

「このネックレスと、このイヤリングと……」

　母は迷うことなく装飾品を決めていく。

　私は、ドレスが素敵すぎて、うっとりして目が離せなかった。

「さあ、着てみて」

　母に促されて、試着室へと入る。スタッフの女性に、中に着るインナーを渡され、ドレスを着るのを手伝ってもらった。

　まるで、私のために作られたかのようにぴったりで、スタッフも感嘆の声をあげた。

　鏡に映る私は、私ではないみたい。本当に魔法をかけられた。

　母が選んだ大振りのネックレスを首につける。白い肌に宝石が煌めいて、動くたびにキラキラと輝く。

　そのままメイクルームへと移動し、プロの手によってあれよあれよという間に完成した。

　別人かってツッコまれるくらい綺麗にしてもらおう、なんて言っていたことが現実となっている。もうこれは変身だ。自分でもこれは誰？と思うのだから、私の知り合いが見たら私と気付いてくれないかもしれない。

　つけまつ毛をした大きな瞳。ノーズシャドウで高くシャープに見える鼻。何工程も経て、完璧な形となったツヤツヤの唇。そして、ハイライトやシェーディングパウダーを使った巧みな技で、小顔が強調されている。

　前髪を横に流した清楚系のアップへアに、ビジューの光り輝く小ぶりのヘアアクセサリーをのせた。

　華やかだけど、上品で慎ましい。自分で言うのもなんだけど、すごく綺麗だ。

　仕上がりを見て、お母さんは私に拍手を送った。

「あっ！　お母さん、まだドレス選んでないの!?」

　照れ隠しもあって、まったく用意の進んでいない母に、抗議の声をあげる。

「ああ、お母さんはいいの。着ないから」

「はあ!?」

　え、私ひとりで写真を撮るっていうこと!?

「ああ、そろそろお迎えの車が来る頃だわ」

「お迎えの車？　なに言ってるの？」

　スタッフの女性が、ちょうど車が来たことを告げる。スタッフと母は最初から連携していたようで、計画通りに事が進んでいることに満足げに微笑んでいる。

　困惑している私の背中を押して、母が出口へと誘導する。

「え、ちょっと待って。この格好で外に出るの？」

　こんな豪華なドレス姿を通行人に見られるなんて、まるで罰ゲームだ。

　スタッフがドアを開け、お母さんが無理やり私を外に出させる。

　太陽はもう沈みかけで、空は夕焼け色に染まっている。店の前には、懐かしい黒色のリムジンが停まっていて、後部座席のドアを開けて佇む運転手の姿があった。

「八重木さん……」

　最後に会ったのはいつだったか。懐かしさと共に、ほろ苦い記憶が思い出されて、目が潤んだ。

「お久しぶりでございます」

　八重木さんはいつものように丁寧なお辞儀を見せた。

「お久し……ぶりです」

　涙が出そうになって、声が震えた。

「どうして八重木さんがここに？」

　お母さんは八重木さんが来ることを知っていたのだろうかと思って、後ろを振り向くと、なぜかお母さんも目が潤んでいた。

「さあ、胡桃。早く乗って」

「え、これに乗るの？　私ひとりで？」

「もちろん。さあ、早く」

　背中を押されてズリズリと前に進む。

「待って。行けないよ。それに今日、お母さんの誕生日だし」

「そう、約束したでしょ。今日はお母さんの言うこと、なんでも聞くって。だからつべこべ言わずに行きなさい」

「ええ!?」

　無理やり車に乗せられ、後部座席のドアを閉められる。

　なにこれ、なにが起こってるの!?

　八重木さんは運転席に戻り、素早く車を発車させた。お母さんが笑顔で手を振る姿が、どんどん小さくなっていく。

　なんで、なんなのよ。どうなってるの!?

「八重木さん！　これは一体どういうことなんですか!?　どこに行くんですか!?」

　驚き慌てふためいている私を、バックミラー越しに見ながら微笑んでいる八重木さん。

「大丈夫です。着けば分かりますよ」

「着いてからじゃ遅いです！」

「それにしても、女性は化粧や服でここまで変わるものなのですね。胡桃様だと知らなかったら気付かなかったかもしれません」

　明らかに話を逸らそうとして、別の話題を振られた。

「もう、そうですよ、こんなドレスで外に出るなんて恥ずかしすぎます！」

「大丈夫です。もっと派手な格好をした方たちがたくさんいますから」

「どこに行くんですか!?」

　話をもとに戻されたことに気付いた八重木さんは、あ、しまった、というような雰囲気を背中から醸し出していた。

「……着けば分かります」

　再び、同じことを言って逃げられた。

　これ以上聞いても無駄だと悟った私は、諦めて背中を座席に埋めた。

「分かりました。逃げないから、ひとつだけ教えてください。……今向かっている場所に、彰貴はいますか？」

　せめて、心の準備だけはしておきたかった。なにが起こるかなんて見当もつかないけれど、彼に会うのか会わないのか、それだけで大きく変わる。

「……着けば、分かります」

　……そうきましたか。

　八重木さんの口の堅さに、ため息が出る。

　それくらい、教えてくれたっていいじゃない。こっちはわけも分からず連れていかれているっていうのに。

　発車してから二十分ほど経っただろうか。「着きました」と八重木さんは言い、まるで海外の大豪邸の門のように大きな鉄柵の中に入っていった。

　広大な敷地の中は、緑豊かな自然に囲まれている。門の中を進んでいくと、一軒の邸宅のようなレストランが見えてきた。店の外にはスタッフや警備員らしき人が数名いて、着飾った貴婦人や令嬢、紳士たちがにこやかに店の中に入っていく。

　八重木さんが、もっと派手な格好をした人たちがいる、と言っていた意味が分かった。さっき店の中に入っていった女性は、まるでカラスの羽がついているような大きなマントケープを羽織り、煌びやかなロングドレスを身に纏っていた。男性たちもドレスシックな礼服で、ベストやチョウタイ、チーフなど明るい色を取り入れている。

　一年前の豪華客船でのパーティーを思い出す。そういえばあの時も、女性のほとんどはロングドレスだった。まるでクラシックコンサートの演者が着るような華やかな装いに度肝を抜かれたけれど、今回はさらに豪華になっている気がした。

「あの……中ではなにが？」

　恐る恐る聞く。

　さすがにもう、教えてくれるだろう。

「本日は、舞踏会が開かれております」

「舞踏会って、あの、芥あくた川がわ龍りゅう之の介すけの小説にもある鹿ろく鳴めい館かんで催された大夜会のことですか？」

「舞踏会と聞いて、そちらを思い出されましたか。一般的には、ウィーンの伝統的な舞踏会が有名でしょうか。要は、上流階級の社交場でございます」

「あるんですか、未だに、日本でも」

「もちろんでございます」

　もう、セレブの集まりはわけが分からない。なんだ舞踏会って。小説や映画の中の話だと思っていた。

　昔はよく行われていたらしいけど、今でもそんな風習が残っていたなんて。

「それで、どうして私が舞踏会に出なきゃいけないんですか」

　げんなりしながら言う。

　上流階級の集いなら、上流階級の方たちで楽しめばいい。私が出席したところで、楽しめる自信はまったくない。

「それは分かりかねます。わたくしはここまで胡桃様を送るようにと指示されただけでございます」

「それは、彰貴からの指示ですか？」

「さあ、胡桃様のお母様かもしれませんよ。それか、彰貴様のお知り合いの方か……」

　そうか、その線もあるんだ。まさか、彰貴に彼女ができて、その彼女が私の存在を知って、嫌がらせしようと連れてきたとか？

　考えるだけで恐ろしくなる。

「……帰っていいですか？」

　心からの本音がこぼれる。

　帰りたい、行きたくない。

「お母様とお約束したのではなかったのですか？」

　……そうだった、なんでも言うことを聞くって約束した。

　なんで母は私をこんなところに。私が喜ぶとでも思ったのだろうか。

　確かに、私くらいの年代の女の子は、綺麗なドレスを着て舞踏会に出席することは憧れだと思うけど……。

「さあ、腹をくくっていってらっしゃいませ」

　腹をくくってって……。

　八重木さんに向かって乾いた笑みを浮かべて、仕方なく車を降りた。

　もう、どうにでもなれ！

　ドレスをほんの少し地面から持ち上げて、邸宅風レストランの入り口に向かって歩き出す。八重木さんの運転するリムジンから出てきた私に気が付いたスタッフが、丁寧にお辞儀をして中に案内してくれた。

　東郷財閥のリムジンに乗ってきた人は、顔パスらしい。出席者が受付を済ませてから中に入るのに対し、私はなんの手間も取ることなく店の中へと入っていけた。

　吹き抜けの豪華なロビーを通り、重厚な扉の向こうへと歩を進める。スタッフや出席者たちは私を見て、なぜか感嘆の声をあげる。

　ドレスが、とっても綺麗だからかな？

　煌びやかに着飾る人たちの中に入っても、このドレスは一切見劣りしていない。むしろ、上品で綺麗に輝いている。

　舞踏会が催されているフロアでは、たくさんの人たちがドレスをひらめかせながら踊っていた。ざっと見て、二、三百人はいるだろうか。こんなに大勢いるのに、フロアはまだ広々としていて余裕がある。大きなシャンデリアがいくつも垂れ下がっている下で、優雅な音楽に身を寄せながら、人々は踊ったり、談笑したりしている。

　内装はまるで王宮のホールのようだった。周りを取り囲むように支えるいくつもの大柱には繊細な細工が施してあり、細部まで手の込んだ造りとなっている。

　華やかなドレスの美しさ、そしてお城のように豪華絢爛な会場。場違いに萎縮していた私でも、うっとりとしてしまう。まるで、おとぎ話の中に入り込んでしまったかのようだった。こんな世界があるなんて。

　夢見心地で会場を見渡しながらフロア中央に向かって歩いていると、突然音楽が止まった。会場にいる人たちは、なにが起きたんだとザワザワと騒ぎ出し、踊っていた人たちは困惑して立ち止まっている。そして照明がゆっくりと薄暗くなっていき、スポットライトがフロア正面に当てられた。

　そこには半円を描く階段の上に、壇が設けられていた。人々を見下ろす位置にあるステージには、まるで王様が座るような立派な椅子があった。

　そこに座っていたのは、白いタキシードを着た、まるで王子様のような男性だった。威厳と気品に満ちたその人は、スッと立ち上がると、長身のモデルのようなスタイルを見せた。そしてゆっくりと階段を下りてフロアへと向かっていく。

　トクン、トクンと心臓が音を立て始める。

　彼がフロアに降り立つと、周辺にいた人たちは一斉に道を開ける。彼が歩きやすいように、薄暗くなった会場の中で、彼の周辺にだけライトが当たっている。

　彼が動けば、スポットライトも動く。人々は彼のために道を開け、彼もそれを当然のように受け入れる。

　人の上に立つべくして立った男。生まれた時から、それが決められていた。その運命をすべて受け入れ、彼は自分の力で今の地位を得た。

　光り輝く今の彼をひと言で表すとすれば、彼は、現代の王子様だった。周辺の注目を一身に集め、そんな人々の目など気にする様子もなく、悠然と歩を進める。

　フロアの中央まで来た時、彼がなにを目的として歩いてきたのかが分かった。

　彼が一心に見つめていたのは……私だった。

　体が石になってしまったかのように動かない。思考も遮しゃ断だんして、ただ彼を見つめ続ける。

　彼がゆっくりと近づいてくる。そして、私の目の前で立ち止まった。

　スポットライトが、私たちふたりを包み込む。

　……なんて、言えばいいのだろう。約一年ぶりに再会した彰貴は、相変わらず整った顔立ちをしていて、雰囲気が少しだけより大人っぽく艶めいていた。

　彼はいきなり、すっと腰を下ろして、片膝をついた。そして、私を見上げて手を差し出した。

「踊っていただけませんか？」

　少し照れくさそうに、微笑みを浮かべながら彼は言った。

「え……？」

　まさか、そんなことを言われるなんて思ってもみなかった私は、当然のことながら戸惑った。

　もしかして……私だって気付いていない？　自分でも別人のように変わったと思うし、八重木さんもなにも知らなかったら私だと分からなかったと言っていた。

　彰貴は、私と気付かず誘っているの？

　トクントクンと胸が騒ぎ出す。

　もしも分かっていないのなら、そっちの方が好都合じゃないか。ひと晩だけ、ほんの少しの時間でいい、彰貴の側にいたい。

　差し伸べられた手に、震える手を重ねる。

　まるで騙しているみたいで、禁きん忌きに震えた。けれどそれ以上に、差し出した手をぎゅっと握りしめられ、ぐっと引き寄せられた胸板に、震えるような歓喜が襲ってくる。

　彰貴がステップを踏むと再び音楽が鳴り出し、照明はほんのりと明るくなっていった。

　社交ダンスを踊るのなんて、学校で習った時以来だ。必死で彰貴のステップを真似する。でも、私が踊ろうとしなくても、彰貴に身を任せていればなんとか踊りになっていた。巧みなエスコート術に感心する。

　私と彰貴に続いて、次々に踊る人が増えていった。会場は大変な盛り上がりを見せて、だんだんと私も楽しくなってきた。

　彰貴の手が、私の腰を支え、私の右手が、彰貴の手に包まれている。

　触れているところが熱い。あまりにも近くに、彰貴の顔があって直視できない。

　彼からほんのり漂う香水の香り。

　ああ、そうだった、この匂いだ。私はこの爽やかで甘美な匂いが、とても好きだった。

　時が、止まってしまえばいいのに。このままずっと踊り続けていられたら。

　切なさで胸がぎゅっと締めつけられる。

　ずっと、会いたかった……。

　彼の胸に顔を埋める。

　私だって気付いていなくてもいい。だからお願い、このまま……。

「綺麗だ……」

　彰貴の囁くような声が、私の耳元に吹きかけられる。

「この会場にいる誰よりも。こんな綺麗な人は見たことがない」

　こんなキザな台詞を吐くなんて。私だって知ったらどんなに驚くだろうか。

「豚に真珠かと思ったら、見事なダイヤモンドに変身したもんだ」

　……ん？　豚に真珠？

「女って怖いなー」

　さっき、私の耳元で甘い言葉を囁いていたとは思えないほど、憎たらしい口調。

　胸に埋めていた顔を上げ、眉根に皺を寄せて彰貴を見上げる。

「よ、久しぶり」

　彰貴は、私の前で見せるいつもの素の表情で、ニヤリと笑っていた。

「えっ！　気付いてたの!?」

　ガバッと彰貴を押し退けて離れようとした私を、彰貴はすかさず抱きしめ、腰を寄せる。

「そりゃ、好きな女を見間違えるわけがないだろう」

　サラリと言われ、石のように固まる私。

　彰貴はそんな私に気付いていても、なに食わぬ顔で優雅にダンスを踊っている。

「俺は、こう見えても怒ってるんだぞ。俺に相談もせず、一方的に別れただろ」

「それは……」

　なにを言っても言い訳になってしまうほど、それは事実だった。

　気まずくなって俯く私に、彰貴はなおも続ける。

「くそ親父になにを言われたのか、大体想像はつくが、結局俺の力をみくびってたってことだろ」

「知ってたの!?」

　驚きすぎて、声を張り上げる。

　幸い、人々の話し声や音楽に上手く溶け込んでくれたので、目立つことはなかった。

「ほら、それもみくびってるだろ。俺が気付かないとでも思ったか？　誰でもおかしいと思うだろう、いきなりあんな別れ方をされたら」

「いや、それは……」

　しどろもどろになってしまう。まさか、全部知っていたなんて……。

「まあ、胡桃でなくても、俺があのタヌキ親父に勝つなんて思っていた奴はほとんどいなかったが……。ざまあみろだ」

　彰貴は遠くを見るようにして、勝ち誇った顔で言った。

　くそ親父だのタヌキ親父だの、口が悪いのは相変わらずのようだ。莫大な権力を手中に収めても、もとの性格は変わっていなくて安心する。

「ニュースを見ながら応援してたよ。すごいね、頑張ったね」

　ずっと伝えたかった言葉。直接言える日が来るなんて、それだけで感無量だ。

　それなのに彰貴は、ポカンとした表情で私を見ていた。

「……なに、他人事みたいに言ってるんだよ」

「へ？」

「全部、お前のためだよ。お前を手に入れるために、俺は親父を倒したんだ」

「は？　え？　わ、私のため……？」

　彰貴は盛大なため息をついた。

「本当にもう、お前は俺がどれだけ……」

　彰貴は呆れ返るように言った後、じっと私を見つめた。

「ど、どれだけ？」

　あまりの迫力に圧倒されながら、話の続きを聞く。

「……どれだけ、お前を愛しているか、身をもって知るがいい」

　彰貴はとても真剣な眼差しで、私を見つめた。それだけで、心臓が射抜かれそうだ。

　……愛している？　今でも愛してくれているの？　あんなひどいことをした私を？

　音楽が止まり、踊りが終わった。

　彰貴は、指をパチンと鳴らした。すると、それが合図のように照明が暗くなり、彰貴と私にだけスポットライトが当たった。

　人々はなにが起こるのだろうと、しんと静まり返っている。もちろん私も、彰貴がなにをしようとしているのか分からず、ただ固まるだけだった。

　注目を一身に浴びながら、彰貴は再び片膝をついた。そしてポケットからベロア生地の小さな箱を取り出すと、私の前に差し出して、蓋を開けた。

　ライトが当たって、中の物がキラリと光る。そこには、大きなダイヤモンドがついた指輪が収められていた。息をのむほど、まばゆいダイヤモンド。それは内側から自ら放っている尊い美しさだった。

「結婚してくれ」

　彰貴の口から放たれた言葉に、会場中がざわめいた。

　彰貴はずっと、真剣に、私を下から見上げている。

「偽りでも、契約でもなく、俺と一生を共に過ごしてほしい」

　……これは、夢なのだろうか。

　私は今、彰貴にプロポーズされている。

「で、でも、一生結婚する気はないって……」

　やっとの思いで言葉を吐き出すと、声が震えていた。動揺して、頭が真っ白だ。

　彰貴と結婚はできないと思っていた。彰貴の幼少期の話も知っているから、そんな悲しい出来事があったのなら結婚したくないと思うのも無理はない。

　それなのに、どうして……。

「以前の俺は、結婚して家庭を持つことが怖かった。幸せな家庭というものを知らないし、父親とはどんなことをすればいいのかも分からない。でも、胡桃となら幸せな家庭を築ける気がするんだ。胡桃と一緒にいるだけで、俺は幸せで、難しく考えなくてもやっていけるんじゃないかって思った」

　彰貴は必死に思いをぶつけてきた。その真剣な眼差しに、心が揺さぶられる。

「胡桃と、結婚したい。お前じゃなきゃ駄目なんだ」

　涙腺が崩壊した。感動して、涙が次から次へとこぼれ落ちる。

「世界中を敵に回しても、お前を守るから。どんなことがあっても、俺が守る」

　彰貴の言葉は、やけに現実味があった。

　彼は、一般人ではなく、日本を代表する財閥の経営者だ。これから先、色々なことがあるだろう。庶民の私が、彼と結婚する上で障害となることがたくさん出てくるに違いない。でも、彼は、そのすべてから私を守ると言ってくれている……。

「愛してるなんて言葉じゃ足りないくらい、愛してる」

　幸せだった頃に囁かれた言葉を、再びこの場で言われた。

　あの時は、冗談なのか本気なのか分からなくて私は固まっていた。

　でも今なら分かる。心からの、真実の言葉だと。

　なにを疑うことがあるだろうか。なにを戸惑うことがあるだろうか。

　彰貴の言葉に、偽りはない。

　きっと彼は、全力で私を愛し続けてくれる。

　そして私も、彼を……。

　私はゆっくりと両膝をつき、彰貴よりも少し低い高さで、彼と見つめ合った。

　彰貴の顔は、緊張で固くなっている。私が承諾するか、まったく読めないようだった。

　それなのに、こんな場所で、皆がいる前でプロポーズするなんて……。

　ハッとして思い出した。

『彰貴がロマンチックに演出するところ、見てみたい』

『お前、笑うだろ』

『笑わないよ。たぶん、感動して泣いちゃう』

　もしかしたら、あの月明かりの下でした約束を覚えていてくれたのだろうか。

　いつも余裕たっぷりの彰貴が、私のために恥も外聞も捨てて、必死になってプロポーズしてくれている。

　涙が溢れて止まらない。

　ほらね、言ったでしょ。感動して泣いちゃうって。

　ダイヤの指輪が入った箱を持つ彼の手に、両手を添える。すーっと息を吐き出し、彼を見て微笑んだ。

「お願いします」

　笑ったはずなのに、涙がこぼれる。色んな感情が涙となって溢れてくる。

　承諾の返事を聞くと、彰貴の顔がパッと華やぎ、溢れる思いを爆発させるかのように私をぎゅっと抱きしめた。

　力強い彼の腕の中で、会場から割れるような歓声が聞こえてきた。照明が明るくなり、祝福の音楽が大音量で流される。

　彰貴は、抱きしめていた手を緩め、私の頬に伝う涙を指先で拭った。

　愛おしむような優しい瞳。言葉にしなくても、愛しているよと表情から伝わってくる。

　まるで吸い寄せられるように、口づけをする。

　キスは熱さを増し、激しさを増し、とろけるような甘い幸せを送り込む。

　シャンデリアがまるで夜空の星のようにキラキラと輝き、会場を包む音楽と人々の歓声は、大聖堂の鐘の響きと共に歌うオペラの一シーンのようだった。

　夢はまだ、終わらない。
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マリアージュの花言葉




　大きなビルトインオーブンの中から、レモンとにんにくの効いた香ばしい鶏肉の匂いがしている。

　サラダ用のドレッシングを作りながら、そろそろ焼けた頃かもしれないと思った。ちょうどその時、オーブンから出来上がりを告げるアラームが鳴った。

　やっぱりね、と思いながらミトンを手にはめてオーブンドアを開けると、いい色に焼けた鶏肉が美味しそうな匂いを放っている。

　私がひと目で気に入ったこのオーブンは、料理好きな人がわざわざ海外から取り寄せた特注品なので、型式が古く使い込まれているとはいえ、とてもいい仕事をしてくれる。

　今日の晩御飯のメインは、レモンチキンとパプリカのオーブン焼き。サラダ菜とローズマリーを添えて大皿に盛りつける。

　もう会社を出た、と連絡が入っていたので、そろそろ帰ってくる頃かなと思い、テーブルに料理を並べていると、玄関の呼び鈴が鳴った。

　なにしろ大きな家なので、呼び鈴が鳴らないと帰ってきたことすら気が付かない。慌てて玄関へと小走りで向かう。

「おかえりなさい」

　玄関で靴を脱ぎ、スリッパに履き替えようとしていた彼は、私の声に気付き顔を上げた。

「ただいま」

　彼は私を見つけると、ドキンとするような柔和な笑顔を浮かべた。長身で整った顔立ちをしているこの男性は、私の旦那様だ。

　三カ月前に結婚して、私は東郷胡桃となった。

　結婚式は、想像以上に豪華で、まるでロイヤルウェディング並みの格式高い贅を尽くしたものだった。列席者は政治家や大企業の経営者、芸能人など各界の大物ばかり。晩さん会などもあって、自分の結婚式とは思えないような盛大なパーティーだった。

　これだけ大掛かりな式だとマスコミにも注目されていて、自分の結婚式がテレビや新聞で取り上げられるのは、まるで夢を見ているような感覚だった。美しいウェディングドレスを着て化粧により変身した私の写真が雑誌の表紙にもなったりして、現代のシンデレラともてはやされている自分が、まるでまったくの他人のように思える。

　かなり緊張もしたし、気疲れもしたし、この日のために覚えることややることがいっぱいで、楽しむ余裕なんてないと思っていたけど、当日は皆に祝福されて感動的な最高の結婚式となった。

　忙しい中、結婚式に尽力してくれた彰貴には感謝の気持ちでいっぱいだ。最高の結婚式をプレゼントしてくれてありがとう。心からそう思う。

　そしてもうひとつ、彰貴は大きな贈り物をくれた。それが、今住んでいるこの一軒家だ。

　最初は新築の注文住宅にする予定だった。でも、参考にするために見学に来た中古の一戸建てに、私はひと目惚れしてしまったのだ。

　中古といってもかなりの豪邸。以前住んでいた人はお金持ちの老夫婦で、介護付きの豪華マンションに引っ越すことになり売りに出たものだった。

　奥様の趣味がガーデニングだったこともあり、庭は花や緑に囲まれていてセンスがよく、家の間取りやキッチンも動線がよく考えられていて使いやすい。それに、御主人は大変な読書家だったそうで、書斎の壁一面に造りつけられた本棚を見て感動して胸が詰まった。ここに大好きな本を並べてゆっくり読書ができたら、どんなに幸せだろうと胸が躍った。

　そして、広いリビングには暖炉と、古いけれど上等なグランドピアノがあった。マンションには持っていけないからとピアノも置いていったらしい。

　グランドピアノはまるで家の主のように部屋に馴染んでいて、この家が好きで動きたくないように見えた。きっと老夫婦もそう感じて、ここに残すことを選んだのだろう。

　でも私はピアノを弾かないし……と思っていたら、彰貴がまるで吸い寄せられるかのようにピアノの椅子に座って、シューマンの交響曲を弾き出したのでびっくりした。『弾けるの!?』と聞いたら、『昔、習ってたんだよ。結構好きでコンクールで優勝したりもしたな。でも親父が、ピアノなんて必要ないって言うから辞めることになったけど……』と、なんでもないことのように言ったけど、その横顔は少し陰りが見えた。

　その顔を見て、私は決めた。この家に住むって。

　彰貴からは、わざわざ中古にしなくても参考にすればいいだけだろって言われたけど、私はこの家が気に入った。家には温かいたくさんの思い出が詰まっていて、ピアノなどの物にも命が吹き込まれているような気がした。愛情を持って大切に扱われてきたことがよく分かる。だから、その意思も引き継いでいきたいと強く思った。

　私がいったん決めたら曲げないということをよく知っている彰貴なので、最後は折れてくれた。

　水回りや少しガタがきているところを新しくリフォームすると、新築とほとんど変わらない家となった。中古とはいえ、目玉が落ちそうになるほど高い値段の豪邸なので、使われているものはすべて一級品だ。大切に、共に時を刻んでいこうと思う。




　さて、そんなこんなで一軒家に住むことになった私たち夫婦。

　彰貴からコートを受け取ると、彰貴の指先が私の髪をすり抜け、首筋を触り、彰貴は屈んで私のこめかみにキスを落とした。

　その一連の動作が妙に色っぽく甘くて、それだけでドキドキしてしまう。

　廊下を歩く時でさえ手を繋ぐ。私たちは、傍から見たらバカップルと思われそうなくらい、とびきり甘い新婚生活を送っている。

　ふたりで食べる夕食。外食がほとんどだと言っていた彰貴だったけれど、最近は重要な接待でも入らない限り家で食べている。理由を聞くと、『外で食べるよりうまいから』と当たり前のような顔をして言われた。私は『ふ～ん』となんでもない顔で言いつつも、内心ではガッツポーズを決めていた。

　一緒にご飯を食べられることが嬉しい。忙しい彰貴だからこそ、ふたりでいられる時間を大切にしたかった。

　……そう、思っていたのだけれど。

「あのさ、華道教室に通い始めたってこの前言ったの、覚えてる？」

「ああ、覚えてるよ。料理教室にマナー教室、加えて華道教室。相変わらず頑張るよな」

　彰貴は炊きたてのご飯を口に入れながら感心するように言った。

　弁当屋は人手を増やしたことによって私が働く必要がなくなり、代わりに東郷財閥の社長夫人として、彰貴を影で支えるために勉強の毎日を送っている。

　お母さんは体のこともあり、お店に立つことはほとんどなくなったけれど、その代わり経営と調理の指導に重点を置けるようになって、お店を多店舗に増やそうと頑張っている。

　それと、前に住んでいたアパートは解約して、新築のマンションに引っ越しをした。近くに住んでいるので、しょっちゅう会っていて寂しさを感じることはない。

　だから私は安心して勉強に打ち込める。今月からは新たに華道教室にも通い始めた。

　花を活けることは、上流階級の女性にとっては教養であり、色々な場面で役に立つと聞いた。それになにより私自身興味があったから趣味として習いたいと思ったのだ。

「その教室でね、とっても親切にしてくれる女性がいて、榮えい倉くら香か苗なえさんっていうんだけど……」

　私が名前を言った途端、彰貴は食べようとしていた鶏肉を、まるで漫画のようにポロリと皿に落とした。慌てて皿に落ちた鶏肉を再び箸で拾い上げ、何事もなかったかのように口に入れる。

　……分かりやすすぎ。

　思っていた通りの反応に、ふつふつと怒りが湧き上がってきた。

「その香苗さんがね、すごく綺麗なの。背も高くて、スタイルもよくて、顔も小さくて、まるでモデルみたい。親切にしてくれるから色々話していたら、出身大学が彰貴と一緒だったの。歳も近いし、もしかしたら知り合いかもしれないと思ったんだけど……知ってる？」

　心の中のモヤモヤを絶対に悟られまいと、笑顔で聞いた私の顔を見ることなく、彰貴は答えた。

「いや、知らないな」

　……嘘つけ！

　心の中で大きな声をあげる。けれど、平常心を装って再び探りを入れる。

「本当に、とっても綺麗な人なんだよ。同じ大学にいたら目立つと思うなあ」

「さあ、興味なかったんじゃないか？」

　あくまでもシラを切る様子の彰貴を見て、怒りで肩がわなわなと震えてきた。

「どうした？」

　急に黙り込んで俯いた私に、彰貴は心配そうに首を傾げる。

　嘘をついているのに、優しく気遣う様が、かえって腹立たしくなって、私はついに切れた。

「知らないはずないでしょ！　昔付き合ってたくせに！」

　テーブルをドンッと叩いて立ち上がり、大きな声で怒鳴った。彰貴は〝やばい〟と焦ったような顔をしている。その表情がさらに怒りを倍増させる。

「今日はひとりで寝る！」

　そう言って私は食べ残しの夕食を片付けることなく、二階にある来客用の部屋に閉じこもった。

「おい、胡桃……」

　ドアの外から、困ったような声で彰貴が話しかけてきた。

「今は無理！　お願い、放っておいて」

　返事はないけど、立ち去る気配もない。どうするかドアの外で考え込んでいるようだ。

　しばらく静寂が続いて、ようやく考えがまとまったのか、彰貴が口を開いた。

「……分かったよ」

　呆れたような、少し怒っている声。

　意固地になっている時の私になにを言ったところで届かないことが分かっている彰貴は、色んな言葉や感情を押し殺して、私の意思を尊重することに決めたらしい。

　大人の対応の彰貴に対して、なんて私は子供っぽいのか。

　うずくまりながら、頭をかきむしる。

　彰貴の言い分も聞いた方がいいとか、そんなことは分かっているけど、感情が追いつかない。今の自分の顔は嫉妬にまみれていて、こんな姿を見られたくない。

　それに、こうでもしないと、彰貴にひどい言葉を投げつけてしまいそうで怖かった。

　……怒るつもりなんて最初はなかったのに。

　じゃあ、どうしたかったのかと聞かれてもよく分からない。

『知ってるよ、元カノだから』と真実を言われても結局は怒っていたかもしれない。

　彰貴ならば過去に付き合っていた人がいて当然だろう。今さら驚くことでも怒ることでもないけど、目の前に元カノが現れたら動揺してしまう。ましてや、綺麗でスタイルがよくて性格もいいパーフェクトな女性と付き合っていたことを知ってしまったら、自信なんてこっぱ微塵に吹き飛んでしまう。

　なんで私なんかと結婚したんだろう。あんな素敵な人と付き合っていたのに。

　私が男だったら間違いなく香苗さんを選ぶ。ふたりはどうして別れたのだろう。

　大人げないとは分かっていても、どうしてもモヤモヤする気持ちが抑えられなくて、勝手に敗北感に打ちひしがれていた。

　本当は、私と結婚したことを後悔しているんじゃないかって……。




　昨夜は一睡もできなかった。初めての喧嘩。

　喧嘩とはいっても、私が一方的に怒っていただけだけど。

　しかも今日はよりにもよって華道教室。昨日の今日なだけに、なんとなく行きづらい。香苗さんは悪くないのに、会いたくないと思ってしまう。

　我ながら、なんという心の狭さだ。

　何度こぼしたか分からないため息をつきながら教室に着くと、そこにはすでにたくさんの生徒がいて笑い声が飛び交っていた。

　十階建てビルの五階の一室にある教室には、大きな長テーブルが六つ置かれていて、教室の隅には先生や生徒が活けた花が飾られている。生徒は三十人ほどで、年齢層は二十代から七十代までと幅広い。特に決められているわけではないけれど、なんとなく年齢が近い人たちがひとつのテーブルに集まっている。

　私のテーブルには、香苗さんと三十代くらいの女の人が三人いて、彼女たちは昔から通っているらしく仲がいい。いつも四人で談笑している。

　あとは二十代前半と思われる、日本人形のように整った顔立ちの女の人がいるのだけれど、とにかく不愛想で無口。独特のオーラを放っていて、話しかけてもすぐに会話が途切れてしまうので、仲よくなれずにいる。

　香苗さんと仲のいい三人組は、私が気に入らないのか、それとも新参者を仲間に入れる気がないのか、かなり対応がきつい。私が話しかけても無視するか、嫌みを言うかのどちらかだ。

　そんな中、香苗さんだけが唯一私に優しい。なぜか私の使う道具がなくなることが多いのだけれど、そういう時、いつでも手を差し伸べてくれるのだ。

　香苗さんのお母さんが華道教室の先生と知り合いらしく、香苗さんは教室の中で一目置かれている存在だ。よくは知らないけれど、香苗さんの両親がかなりの資産家ということも理由のひとつらしい。

　そんな香苗さんが私に優しくしてくれるので、肩身の狭い思いをしながらも続けてこられた。けれどこの前、三人組から衝撃の事実を聞かされた。香苗さんと彰貴が昔付き合っていたということだ。

　香苗さんは、私が彰貴と結婚していることは知っていたのに、ひと言もそんなことを言わず優しくしてくれた。本当に見た目だけでなく心も美しい。それにお嬢様だから、彰貴とは最高のお似合いのカップル。

　どうして別れたのだろう。

　考えるだけで、胃がきゅーっと痛む。

　落ち込みながらも花を活けていると、香苗さんが話しかけてきた。

「胡桃ちゃん、彰貴さんに私のこと聞いてくれた？」

　この前、香苗さんから彰貴と大学が一緒だったことを聞いた。彰貴は香苗さんよりもひとつ年上の先輩で、お世話になったそうだ。その時は『じゃあ彰貴に香苗さんのこと、話してみますね！』なんて言って盛り上がったのだが、その後に三人組からふたりが付き合っていたことを聞かされた。

　私がふたりの過去を知らないと思っている香苗さんは、この前と同じように無邪気に聞いてくる。

　なんだか少し、罪悪感……。

「はい、聞いてみたんですけど……」

　香苗さんは固唾を飲んで私の言葉の先を待っている。

　正直に伝えるべきか……。まあ、嘘をついても仕方ないし。

「知らないって言ってました」

　香苗さんはとても驚いた顔をして、ショックを受けているようだった。その反応に、私の方が申し訳ない気持ちになる。

「そ、そうだよね。覚えてるわけないよね。何年も前のことだし……」

　香苗さんは努めて明るく言っているように見えた。

　そりゃショックだよね、付き合っていたのに知らないなんて言われたら……。

「いや、でも、知らないわけないと思うんですけど……」

　あの反応は、絶対覚えている。でも、私はふたりのことを知らない体になっているから、余計なことも言えず……。

「胡桃ちゃんは気にしないで！　彰貴さんの周りにはいつもたくさんの女子がいたから、覚えてなくても当然だと思う」

　そう言って香苗さんは、花を活けることに集中し出したので、これ以上話すことはなかった。

　長い髪を耳にかけて、集中して花を見つめる横顔の美しいこと。

　彰貴は、なんでこんな美人を手放したのか。自分と比べれば比べるほど惨めになる。

　頑張って活けたにもかかわらず、今日の花の出来はいまいちだった。やっぱり、花は心を映す鏡だ。

　教室の後ろに、今日作った生徒たちの作品が飾られ、講義は終了した。

　なんだか最悪の気分。自分の器の小ささに落ち込みながら、トボトボと帰る。

　華道教室から徒歩七分の距離にある駅に着いて、バッグからＩＣカードを取り出そうとした時、花鋏を教室に忘れてきたことに気が付いた。

　ただでさえなぜか物がよくなくなるのに、またなくしてしまったら余計な出費がかかる。もう、なにやってんの自分！と心の中で言いながら、踵を返して華道教室に引き返した。

　皆はもう帰っているだろうなと思いながらビルに入る。五階でエレベーターを降りて、教室のドアの前に立った時、中から物音が聞こえた。

　誰かいるのかなと思って、ドアの隙間から中を覗くと、教室の後ろに飾られた生け花のひとつに鋏を入れている人物が見えた。後ろ姿から異様な雰囲気を感じて、声を殺してじっと見ていると、花の首を力を込めて憎らしげにバチンバチンと切っていた。

　なんてことをしているんだろうと思って、ドアの隙間をもっと開くと、切っている人物の顔が見えた。それは、香苗さんだった。さらに香苗さんが憎らしげに切っている生け花は、今日私が作ったもので、花鋏も私のものだった。

　全身から一気に血の気が引く。とても怖ろしい、見てはいけないものを見てしまった気持ちだった。

　どうして香苗さんがこんなことを……。

　見なかったふりをして帰ろうかとも思ったけれど、ここで逃げたら真相は藪やぶの中となってしまう。意を決して話しかけた。

「あの……そこで、なにをしているんですか？」

　急に声をかけられた香苗さんは、ビクッと肩を上げて、その拍子にバチンという音と共に花の首が飛んだ。

　香苗さんはしばらく固まったまま動かなかった。もう一度声をかけようかと思った時、香苗さんの首がゆっくりと後ろを振り返った。

「あら、胡桃ちゃん、どうしたの？」

　いつもと変わらない笑顔に、ゾクリと背中に寒気がした。優しく微笑んでいる彼女の手には、よく切れる花鋏があって、それがまるで凶器のように見える。

「あの、それ、私が作った生け花……」

　恐る恐る言った私の言葉に、香苗さんは悪びれもせずに答えた。

「あんまりにも下手だったから切ってあげたの」

「いや、でも……」

　切ってあげたと言うわりには、花はめちゃくちゃだった。無残に首を切られた花々が床に転がっている。

「それに、香苗さんが持っている花鋏、私のですよね？」

「ああ、これ？　そう私が盗ったの。ちなみにいつも物がよくなくなっていたでしょう。それも私が盗ったの」

　香苗さんは開き直っているように見えた。

「どうしてそんなことをするんですか」

　私はだんだん悲しくなってきた。自分の不注意でなくしたと思っていたのに、盗られていたなんて。それに、信頼していた香苗さんが犯人だったなんて信じたくない。

「彰貴と結婚なんてするからよ。私の方が彰貴に相応しいのに、どうしてあなたなの？」

　そんな理由で？　彰貴への未練はなさそうに見えたのに、全部嘘だったんだ……。

「逆に聞きたいです。どうして別れたんですか？」

「私の嫉妬深さが嫌になった、そんな女だと思わなかったって言って、急に冷たくなって捨てられたのよ。確かに私は、彰貴に近づく女に嫌がらせをしていたけど、それは私のものだって知っているのに近づいてくる女が悪いんであって、私はなにも悪くないのに……」

　香苗さんは美しい顔を苦々しく歪ませた。

　そうか……。彰貴も今の私と同じ気持ちを味わったのかもしれない。まさか香苗さんが、こんな人だったなんて……。

「分かりました。生け花は私が処分しておくので、香苗さんはもう帰ってください。あっ、花鋏は置いていってくださいね」

　私は香苗さんが逆上しないように、怒る気持ちを抑え込んで穏やかに言った。

　そりゃあ、本当なら文句のひとつやふたつ言いたいけれど、香苗さんの手には花鋏が握られているし、怒ったらなにをするか分かったものじゃない。ここは気持ちを逆撫でしないように努めるのが賢明だと思った。

　香苗さんはにこやかに笑っている私を見つめて、ゆっくりと花鋏を床に置いた。

　ふーっと安堵のため息が漏れる。

「あんまり調子に乗るんじゃないわよ」

　香苗さんは私を睨みつけて、最後にきついひと言を放って帰っていった。

　調子になんか乗ってないんだけどなあ。

　どこにもぶつけられない、やるせない思いを抱きながら、香苗さんが切り散らかした花を片付ける。

　ああ、なんか、人間不信になりそう。

　彰貴は、こんな風に二面性を持った人間を、これまでに何度も見てきて、傷ついて、そしてあんな少し捻くれた大人になったんだろうな。私もこれから、こういう思いを何度も繰り返すのかもしれない。強くならなくちゃ……。

「大変だね、あなたも」

　突然話しかけられて、驚いた私は勢いよく後ろを振り返った。

　そこには、いつも同じテーブルで作業している、無口で日本人形のように整った顔立ちの女の人がいた。確か名前は……。

「立たち花ばなさん、帰ってなかったんですか？」

「忘れ物を取りに来たら、修羅場になっていたから、見つからないように柱の陰に隠れてた」

　修羅場……確かに。

　立花さんは、苦笑いを浮かべる私の隣をスタスタと歩き、テーブルの上に置いてあった小さなブローチを取った。

「あった、あった。盗られてなくてよかった」

　私が物を盗られていたと聞いていてのその発言。立花さんって結構毒舌？

「あのさ、私の伯母が今度新しく華道教室を始めるんだって。私はここを辞めて、そっちに移ろうと思ってるんだけど、あなたも来る？」

　そう言って、私の前に一枚のチラシを突き出した。それには新しくオープンする華道教室の告知が書かれていた。

「え……いいんですか？」

　まさか誘われるとは思わず、おずおずとチラシを受け取る。

「うん。もうここの教室に通いづらいでしょ。性格悪い人たちばっかりでうんざりして、なるべく話さないようにしてたんだけど、あなたは違うから特別よ」

「あ、ありがとう……」

　これは褒められたのだろうか。よく分からないけれど、確かにもうこの教室は辞めたいので、誘いはありがたかった。

　立花さんは、ニコリと口角を上げて笑った。笑顔を見たのは初めてで、可憐な花のようにかわいかった。

　少し不思議な子だけど、歳も近いし仲よくなれるかもしれない、という思いが頭をよぎった。

　その予感は当たっていて、その後何十年にもわたる親友になろうとは、この時の私はまだ知るよしもない。




　家に帰り、彰貴が帰ってくるのを今か今かと待ちわびる。

　昨日のことを謝ろうと思っているのだけれど、果たして許してくれるだろうか。

　玄関の呼び鈴が鳴り、慌ててダイニングから飛び出す。

　彰貴はいつもとなにも変わらず、靴を脱いでいるところだった。

「お、おかえり！」

　意を決して声をかけた私に、彰貴は飄々とした笑顔を浮かべた。

「ただいま」

　あれ？　いつもと同じような反応。怒っている様子もなく、かといって驚いたり戸惑っている様子もない。身構えているのは、私だけだ。

「彰貴……あの、昨日のことだけど……」

「ああ、うん」

「私、怒って別室で寝ちゃって、その……ごめんなさい」

　おずおずと彰貴の反応を見ながら謝る。すると彰貴は、ポンッと私の頭に手をのせた。

「俺こそ嘘ついてごめんな。香苗のことは、やましい気持ちがあって隠したんじゃなくて、なんていうのか、記憶から抹まっ殺さつしたかったから、あんなこと言ったんだよ」

「記憶から抹殺？」

　物騒な言葉が飛び出して、思わず聞き返した。

　彰貴は思い出すのも嫌だというような苦々しい顔をしていた。

「確かに一時付き合っていたけど、一カ月もしないで別れたんだ。まだ若かったから、あいつの性格の悪さに気付けなかったんだよ」

　やっぱり彰貴も私と一緒だったんだ。記憶から抹殺したい気持ち、今ならよく分かる。今後、誰かから香苗さんの話が出たら、私も『知らないです』って答えるかもしれない。とにかくもう、関わりたくない。

「私、彰貴が香苗さんにまだ未練があるから知らないって答えたんだと思ってたの」

「だろうな」

「怒ってないの？」

　恐る恐る見つめると、彰貴はニヤリと笑った。

「怒る？　まさか。要は、嫉妬してたってことだろ？」

「え……あ、まあ……その……」

　嬉しそうにニヤニヤと迫ってくる威圧感に押されて、じりじりと壁に後ずさっていく。私の背中が壁にぶつかると、彰貴は両手を壁について、私を挟んで見下ろすような体勢になった。

「勝手に勘違いして、嫉妬して、別室で寝られて。確かに怒ってもいい案件だな」

「で、でも今、怒ってないって……」

　壁と彰貴に挟まれて、逃げることができずにいる私。彰貴は愉快そうな瞳で、私を見下ろしている。

「嫉妬するほど、俺が好きってこと？」

「それは……」

　彰貴は意地悪な笑みを浮かべて、答えるのが恥ずかしい質問を投げかける。

　嫉妬するほど好きなのかって、そんなの答えるまでもなく……。

「答えろよ。嫉妬して我を忘れるほど、俺が好きなんだろ？」

　彰貴は、耳元で息を吹きかけるように囁いた。ドクンッと体の奥が疼く。

「……好き。大好き……」

　私の言葉を聞くやいなや、彰貴は私の唇を勢いよく貪った。熱いキスが降り注がれる。昨日の分を取り戻すかのように、彰貴は情熱的に唇を押しつけてくる。

「……ったく、かわいすぎ」

　小さくこぼれた声を、私はしっかりと耳に残した。

　嫉妬さえもかわいいと言ってくれる彰貴。

　激しさを増す大人のキスに、私はなすすべもなく溺れていく。




　彰貴と仲直りをして、ダイニングで食事をとった後、ふたりでリビングへと移った。

　暖炉のある三十畳ほどのリビングでは、彰貴がピアノの心地いい音色を奏でている。私は大きな椅子に座り、暖炉の火に照らされながら本を読んでいた。

　彰貴はシューマンを好んで弾いていて、情熱的で繊細な音楽は彰貴にぴったりだった。彰貴のピアノの演奏を聴きながら本を読むと、物語の世界にすんなり入り込めるのだ。

　まるで夢心地の幸せな気分。

　彰貴は現実主義者でありながら、芸術家的な側面も併せ持っている。おそらく本来の彼は、感性の鋭い芸術家的な性格で、生まれ育った環境によって理論的なリアリズムになったのだと思う。

　どちらの彰貴も素敵。知れば知るほど、彼の深みに魅了されていく。

　ゆったりと流れる穏やかな時間。大切にしていきたい。

　シューマンのアラベスクを弾き終えた彰貴は、次の曲には移らず、なにか考え込むように遠くを見ていた。

「どうしたの？」

　いつもとは少し様子の違う彼を不審に思った私は本に栞しおりを挟み、顔を上げて尋ねた。

「いつまでこんなに静かな時間が続くんだろうな……」

　感慨深くこぼした彰貴の言葉に、私は急に不安になる。

「ずっとは続かない気がするの？」

「ん……」

　歯切れの悪い返事。どうしてそんなことを思うのだろう。

「私は、ずっと続けばいいなと思っているよ」

「そうもいかないだろ、たぶん」

　軽くショックを受けた。

　この穏やかで幸せな時間は、いつか終わってしまうってこと？

「どうしてそう思うの？」

　不安な気持ちを隠し、彰貴の顔を窺いながら聞く。

　すると彰貴は、意外な言葉を返した。

「子供が生まれたら、こんなにゆっくりもできないだろ？」

　……子供!?　彰貴の口から、まさか子供という言葉が飛び出してくるなんて。

「え……子供嫌いだって言ってなかった？」

　急にドクドクと心臓の動きが早まった。彰貴から振られた未来の話に、否が応にも期待が高まる。

「俺そんなこと言ったっけ？」

「言った！　遊園地の観覧車の中ではっきりと言った！」

　あっけらかんとした顔で言う彰貴に、私は強く抗議した。

「好きか嫌いかは自分でもよく分からないが……。胡桃と俺の子供なら溺愛する自信がある」

　彰貴は得意げに笑った。

　幸せな家庭を知らずに育った彰貴なので、子供が欲しいとは思えないかもしれないと覚悟していた。でもいつか、そういう気持ちが芽生えるまで気長に待とうと思っていたら、こんなに早く言われるなんて！　しかも当然のように。

「……子供が生まれたら、きっと賑やかになるよ」

　未来の幸せな私たちのことを想像して、うるっと涙ぐんだ。

「このピアノも、おもちゃになるだろうな」

　彰貴は口元に笑みを湛えながら、ピアノを愛おしそうに撫でた。

「教えてあげてね。私はまったく弾けないから」

「そうだな、胡桃と子供両方に教えよう。きっとすぐに胡桃は抜かされるぞ」

「そんなことないでしょ」

　とは言いながら、彰貴の遺伝子を引き継ぐ子供なら、本当にすぐに上手くなって追い抜かされる気もした。

　幸せな未来を思い浮かべながら、私たちは顔を見合わせて微笑み合った。

「死ぬまで大切にするから、覚悟してろよ」

「なにその宣言」

　嬉しいのに照れくさくて、笑って茶化してしまう。冗談のようにサラリと言ってくるけれど、本人はいつだって真面目だということが最近ようやく分かってきた。

　彰貴も本当は私が喜んでいることを知っているらしく、有言実行を確信している自信に満ちた表情で、微かに笑みを浮かべた。





ＥＮＤ












あとがき




　はじめましての方も、お久しぶりの方も、こんにちは。及川桜です。

　本作をお手に取っていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。

　もう最後まで読んでいただけましたでしょうか？

　あとがきから最初に読む方もいらっしゃいますでしょうし、途中で飽きて挫折した方もいるかもしれません。

　精一杯、ベリーズ文庫のコンセプトであるドキドキする恋を届けられるように書いたのですが、どのように感じたかは十人十色で読者さまの自由であります。願わくば、本作で楽しいひと時をお過ごしくだされば、望外の喜びでございます。

　光栄なことに、何度か本を出させていただいているのですが、毎回このあとがきに苦戦していまして、何を書こうかいつも悩んでいるのです。

　ネタバレにならない程度に本作の裏話が書ければ喜んでいただけるかなと思うのですが、どうしても物語の内容に触れてしまい……。

　仕方がないので執筆中の裏話でも書こうかと思います。

　本作を書き始めて半分ほどの分量を書いた頃、育児に忙しくなってしまい執筆をストップしてしまいました。

　ふと気が付けば一年近くが経過しており、このまま辞めてしまおうかなとも思ったのですが、その気持ちを踏みとどまらせ、再び執筆を開始する大きな原動力となったものがありました。

　それは読者の方の存在です。今まで続けてこられたのは読者の方がいてくれたおかげであり、ここで投げ出すのは失礼だろう。

　どうやって感謝の気持ちを伝えようか。自分には何ができるのかを考えて、小説を書くことしかないと気付きました。距離を置いたからこそ分かるありがたみでした。

　この作品は、レーベルを意識するというよりは私の好きなものを詰め込んで書きました。お気に召していただけると嬉しいです。




　最後になりますが、本作の書籍化に伴い関わっていただいだ全ての方々に御礼申し上げます。そして、読んでくださった読者の方に心からの感謝の気持ちを送ります。





及おい川かわ 桜さくら


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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